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BMWの世界へよう
こそ。
BMW Motorrad をご購入いただき、ありがとうございます。世界中で
多くの熱狂的なファンを持つBMW Motorradのライダーの一員となら
れたことを、心から歓迎いたします。あらゆる交通状況のなかで、
安全にライディングを楽しんでいただくためには、購入された新規
車両をよく理解し、親しんでいただくことが大切です。

本書について

新しいBMWモーターサイクルを使用される前に、まず本書をお読みく
ださい。本書には、BMWモーターサイクルを操作し、あらゆる機能を
充分に活かすための情報が掲載されています。

また、ライダーの安全やモーターサイクルの信頼性を確保し、愛車の
価値を末永く維持するための整備とお手入れに関する情報が掲載さ
れています。

将来、もしご使用のBMW モーターサイクルを売却される場合には、
本書も一緒にお渡しくださいますようお願いいたします。本書は、
本車両にとって重要な構成部品のひとつです。

BMWと共に、安全で快適なライディングをお楽しみください。

BMW Motorrad.
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4 一般的な情報

分かりやすい構成

本書は、使いやすさを重視して作
成されています。特殊な項目に
ついてお探しの際には、索引もご
利用ください。まずE-Scooterの
概要を確認したいという場合
には、第 2 章をご覧ください。

「サービス」の章には、実施され
ているメインテナンスおよび修
理作業がすべて記録されていま
す。保証期間が満了した後で修
理や点検を依頼される場合に、
それまで定期的に整備されてい
たことが必要条件になります。

車両部品の警告ラベル
車両部品に貼付されている警告
ラベルは、高電圧技術やハイボル
テージコンポネントが不適切に
取り扱われた場合、感電により、
生命に危険を及ぼす重傷を負う
危険が生じることを示します。

記号と意味

注意 リスクレベルの低い危
険にさらされます。回避し

ないことにより、軽度または中程
度の怪我や損傷に至るおそれが
あります。

警告 リスクレベルが中程
度の危険にさらされます。

回避しないことにより、死亡また
は重傷を負ったり、重度の損傷に
至るおそれがあります。

危険 リスクレベルの高い危
険にさらされます。回避し

ないことにより、死亡または重傷
を負ったり、重度の損傷に至りま
す。

重要事項 特別な注意事項お
よび予防処置。回避を怠る

と車両や装備品の損傷を招き、
保証の対象外になる可能性があ
ります。

モーターサイクルの制御、
点検、調整などの手順に関

する個々の情報と、お手入れに
ついての一般的な情報を示しま
す。

作業内容の指示を示し
ます。

作業の結果を示しま
す。

説明のある参照ページ
を示します。
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アクセサリーや装備に
関する情報の末尾を示
します。

締付けトルク。

仕様（諸元）。

LA 国別仕様。

OE オプション装備
BMW Motorrad オプショ
ン装備は、モーターサイ
クルの製造時に工場で
装着されます。

OA アクセサリー
BMW Motorrad アクセサ
リーのご購入および
取り付けにつきまして
は、BMW Motorradディー
ラーにて承ります。

ABS アンチロックブレーキ
システム。

ASC オートマチックスタ
ビリティコントロール

（ASC）。

DTC ダイナミックトラク
ションコントロール。

DWA 盗難警報装置（DWA）。

EWS 電子式イモビライ
ザー。

RDC タイヤ空気圧コント
ロール。

RSC 回生時スタビリティコ
ントロール

装備

E-Scooterのご購入に際しまして
は、それぞれお選びいただいた
ご希望の装備が装着されたモデ
ルとなっています。このRider's
Manualでは、BMWが提供している
オプション（OE）および一部のア
クセサリー（OA）について説明さ
れています。そのため、ご使用の
モーターサイクルには装着され
ていない装備についての説明が
含まれている場合がございます
ことをご了承ください。同様に、
国別の仕様により、図示されて
いる車両と異なる場合がありま
す。
お客様のE-Scooter に、この
Rider's Manual に記載されてい
ない装備が含まれている場合、
その装備範囲は別の取扱説明書
に記載されています。

仕様（諸元）

本書に掲載されている寸法、重
量、性能に関する情報はすべて、
DIN（ドイツ工業規格）およびそ
の許容差規定に基づいて表記さ
れています。
本取扱説明書のテクニカルデー
タと仕様は基準として参照して



6 一般的な情報
ください。選択されたオプショ
ン装備、国別仕様または各国
の測定方法などの理由により、
モデル別のデータは本書と異
なることがあります。詳細デー
タについては自動車登録証でご
確認いただけます。あるいは、
BMW Motorradディーラー、その他
の認定サービスパートナー、また
は専門の整備工場にお問い合わ
せください。車検証のデータが
常にこの取扱説明書のデータよ
り優先されます。

本書の記述について

BMW E-Scooterの高い安全性およ
び品質は、デザイン、装備、アク
セサリーに関する絶え間ない開
発によって支えられています。
そのため、本書の記述が実際の車
両とは異なる場合があります。
また、BMW Motorradはそのような
誤りを完全に排除することはで
きません。したがって、記載内容
や図、説明について責任を負いか
ねる場合がありますことをご理
解くださいますようお願い申し
上げます。

補足情報

BMW Motorradディーラー
BMW Motorrad ディーラーはいつ
でもご質問にお答えします。

インターネット
車両の Rider's Manual、アク
セサリーの操作および取
付説明書、技術関連情報な
ど、BMW Motorrad に関する
一般的な情報については、
bmw-motorrad.com/manuals を
ご覧ください。

認証および運転許可

車両の認証およびアクセサリー
に関する官庁の使用許可につい
ては、
bmw-motorrad.com/certifica-
tion でご確認いただけます。

データ処理について

一般的な情報
車両にはコントロールユニット
が取り付けられています。コン
トロールユニットは、データを車
両センサーから受信したり、自身
で生成または交換するなどの処
理を行います。いくつかのコン
トロールユニットは車両の安全
機能に必須であったり、ドライビ
ングアシスタントシステムなど
のように走行をサポートしたり
します。さらにコントロールユ
ニットはコンフォート機能やイ
ンフォテイメント機能を可能に
します。
保存または転送されたデータの
取り扱いに関する情報は、車両

https://www.bmw-motorrad.com/manuals
https://www.bmw-motorrad.com/certification
https://www.bmw-motorrad.com/certification
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メーカーの個別カタログなどで
得ることができます。

個人特定
各車両には一義的な車両識別番
号が付けられています。国に応
じて、車両識別番号、ライセン
スナンバープレートおよび該当
官庁により車両所有者を特定す
ることができます。さらに、使用
した ConnectedDrive アカウン
トなどにより車両で集められた
データによってライダーや車両
所有者を特定することもできま
す。

データ保護法
車両使用者は有効なデータ保護
法にしたがい、メーカーや個人
データを収集または処理する企
業に対して特定の権利を有しま
す。
車両使用者は、車両使用者の個人
データを保存する機関に対して
無償および包括的な情報開示請
求権を有します。
この機関とは次のようなものが
あります：
車両メーカー
認定サービスパートナー
専門の整備工場
サービスプロバイダー

車両使用者はどの個人情報が保
存され、どのような目的でその
データが利用され、どこに由来す
るのか、についての情報を請求す

ることができます。これらの情
報を請求するには、所有または使
用証明が必要です。
情報開示請求には他の企業や機
関に転送されたデータに関する
情報も含まれます。
車両メーカーのウェブページに
は、有効なデータ保護に関する
注意事項が記載されています。
このデータ保護に関する注意事
項には、データの削除や訂正を行
う権利についての情報も含まれ
ます。車両メーカーはインター
ネットでも、連絡先データやデー
タ保護委託会社の問い合わせ先
を記載しています。
車両所有者はBMW Motorrad ディ
ーラーまたはその他の認定サー
ビスパートナー、専門の整備工場
において車両に保存されたデー
タを有償で読み出すことができ
ます。
車両データの読み出しは、法的に
定められた車載コンピューター
診断装置（OBD）用ソケットから行
います。

データ開示請求のための法的要
件
車両メーカーは有効な法の範囲
内で、保存されているデータを官
庁に提供する義務があります。
必要範囲のデータ提供は、犯罪証
明など個別のケースで行われま
す。



8 一般的な情報
国の機関は有効な法の範囲内で、
個別のケースにおいてその機関
でデータを車両から読み出す権
利を有します。

車両の作動データ
車両を作動させる際、コントロー
ルユニットがデータを処理しま
す。
例えば以下が含まれます：
ホイール回転数、ホイール回
転速度、動作遅延などの、モー
ターサイクルおよびその個々の
コンポーネントのステータス
メッセージ
温度などの環境状況

処理データは車内でのみ処理さ
れ、通常は揮発性データです。
このデータは作動時間外にはメ
モリーされません。
コントロールユニットなどの電
子部品は、技術情報を保存する
ためのコンポーネントを含みま
す。これは車両状態や部品への
負荷、イベント、エラーに関する
情報を一時的または長期的にメ
モリーすることができます。
これらの情報は一般に、以下のよ
うなコンポーネント、モジュー
ル、システム、および環境の状態
を示すものです：

システムコンポーネントの作動
状態、例えば充填レベル、タイ
ヤ空気圧など
重要なシステムコンポーネント
の機能異常、故障、例えばライ
トおよびブレーキ
特別な走行状況での車両の反
応、例えばドライビングスタビ
リティコントロールの作動
車両損傷の状況に関する情報

これらのデータはコントロー
ルユニット機能の実行に必要で
す。さらにこれらのデータは機
能不良の検出と解消、車両メー
カーによる車両機能の最適化に
使用されます。
これらのデータの大部分は揮発
性であり、車両自体でのみ処理さ
れます。一部のデータのみ、状況
に応じてイベントまたはディ
フェクトメモリーに保存されま
す。
例えば修理作業、サービスプロセ
ス、保証、品質保証などでサービ
ス業務が要求される場合、車両か
らこれらの技術的な情報と車両
識別番号を読み出すことができ
ます。
情報の読出しはBMW Motorrad
ディーラーまたはその他の認定
サービスパートナーあるいは専
門の整備工場で行うことができ
ます。読出しには、法律で規定さ
れた車載コンピューター診断装
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置（OBD）用ソケットを使用しま
す。
データはサービスネットワーク
の各拠点で集計、処理、利用され
ます。このデータは車両の技術
的な状態を記録し、故障の発見や
補償義務および品質改善の遵守
のために使用されます。
さらにメーカーは製造物責任法
により製品監視義務を担ってい
ます。この義務を果たすために、
車両メーカーは車両からの技
術的なデータを必要とします。
これに加えて、車両からのデータ
は顧客からの補償および保証要
求の検査にも使用されます。
車両のエラーおよびイベントメ
モリーは、BMW Motorrad ディー
ラーまたはその他の認定サービ
スパートナーあるいは専門の整
備工場において修理またはサー
ビス作業の範囲でリセットする
ことができます。

データ入力と車両へのデータ転
送
一般的な情報
装備に応じて、コンフォート設
定および個人設定を車両にメモ
リーし、いつでも変更することが
できます。
例えばスマートフォンを介して、
データを車両のエンターテイメ
ントおよび通信システムに送信
することができます。

これは装備に応じて異なりま
す：
再生用音楽などのマルチメディ
アデータ
ナビゲーションシステムまたは
内蔵のナビゲーションシステム
と接続して利用されるアドレス
帳データ
入力された目的地
インターネットサービスの利用
に関するデータ。これらのデー
タは車両にローカルでメモリー
することができます。あるいは
スマートフォン、USBメモリー、
MP3 プレーヤーなど、車両と接
続された機器に入っています。
これらのデータを車両にメモ
リーした場合は、いつでも削除
することができます。

これらのデータを第三者へ転送
することは、オンラインサービ
スの利用の枠組みにおいて個人
の希望に基づいてのみ行われま
す。これはサービス利用時の希
望設定によって異なります。

モバイル端末機器の接続
装備に応じて、スマートフォンな
ど、車両と接続されたモバイル
端末機器を車両の操作エレメン
トにより制御することができま
す。
その場合、モバイル端末機器の
画像と音声をマルチメディアシ
ステムを介して出力することが
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できます。同時に、モバイル端末
機器に特定の情報が伝送されま
す。接続方式によって、位置デー
タとその他の一般車両情報など
がこれに含まれます。これによ
り、ナビゲーションや音楽再生な
ど、選択したアプリを最適に利用
することができます。
その他のデータ処理の方式は、
使用される各アプリのプロバ
イダーによって規定されます。
可能な設定の範囲は、各アプリ
とモバイル端末機器のオペレー
ティングシステムにより異なり
ます。

サービス
一般的な情報
車両が無線ネットワークを使用
する場合、車両とその他のシス
テム間でのデータ交換が可能と
なります。無線ネットワークは、
車両固有の送受信ユニットによ
り、または個人的に使用するス
マートフォンなどのモバイル端
末機器を介して実現されます。
この無線ネットワークを介して
いわゆるオンライン機能を利用
することができます。これには、
車両メーカーまたは他のプロバ
イダーによって提供されるオン
ラインサービスやアプリが含ま
れます。

自動車メーカーのサービス
自動車メーカーのオンライン
サービスの場合、各機能の説明
は取扱説明書やメーカーのウェ
ブページなど適切な箇所にあり
ます。そこには、関連するデータ
保護法の情報も記載されていま
す。オンラインサービスを利用
する際には、個人に関するデータ
が使用されることがあります。
データ交換は、例えば車両メー
カーの専用 ITシステムとの安全
な接続を介して行われます。
サービス提供の範囲を超える個
人データの収集、処理、利用は、
法律による許可、契約による取決
め、または同意に基づいてのみ行
われます。また、全てのデータ接
続をオンまたはオフにすること
もできます。法で定められた機
能については除外されます。

他のプロバイダーのサービス
他のプロバイダーのオンライン
サービスを利用する場合、これ
らのサービスはその都度該当す
るプロバイダーの責任ならびに
データ保護条件および利用条件
の下で行われます。その際に交
換される内容に対し、車両メー
カーは何ら影響を与えません。
第三者のサービス範囲における
個人データの収集および処理の
方法、範囲、目的についての情報
は、該当するサービスプロバイ
ダーにお問い合わせください。
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全体図
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左側面 14
右側面 15
左コンビネーションスイッチ 16
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14 全体図

左側面

1 フロントフェアリングの後
ろ：
診断コネクター ( 163)
光軸の調整 ( 102)
クーラントタンク ( 152)
ツールキット Torx T25
( 149)

2 リヤブレーキ用ブレーキ
フルードリザーバータン
ク ( 151)

3 パッセンジャー用グリップ
4 スプリングストラットでの

スプリングプリロードの調
整 ( 103)

5 パッセンジャー用フットレ
スト

6 ライダーフットボード
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右側面

1 パッセンジャー用グリップ
2 ストレージコンパートメン

ト ( 69)
3 フロントブレーキ用ブレー

キフルードタンク ( 151)
4 充電コンパートメン

ト ( 112)
5 車両識別番号（メインフ

レームのフロント側右下）
型式プレート（ステアリン
グヘッドの右フロントフ
レーム）

6 ライダーフットボード
7 12 Vソケット

8 ヘルメット用コンパートメ
ント ( 71)
スプリングプリロード用
ツールキット ( 149)
積載荷重一覧およびタイヤ
空気圧一覧（ヘルメットコ
ンパートメントフラップの
内側）

9 パッセンジャー用フットレ
スト

10 サイドフェアリングの後
ろ：
バッテリー ( 158)
ヒューズ ( 161)



16 全体図

左コンビネーションスイッチ

1 ハイビームとパッシングラ
イト ( 60)

2 ハザードランプ ( 63)
3 お気に入りボタン ( 83)
4 後退走行 ( 59)
5 ウインカー ( 63)
6 ホーン
7 MENUロッカースイッチ
8 マルチコントローラー
9 デイライト ( 61)
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右コンビネーションスイッチ

1 ヒーター ( 68)
2 走行モード ( 64)
3 イグニッションキルスイッ

チ ( 58)
4 スターターボタン ( 127)



18 全体図

メーターパネル

1 インジケーター／警告
灯 ( 22)

2 TFT ディスプレイ ( 23)
( 24)

3 DWA LED
盗難防止装置 (DWA)OE 装
備

アラーム信号 ( 66)
無線キー用インジケーター
作動可能状態をオンにす
る ( 55)

4 フォトダイオード（メー
ターパネルライトの明るさ
の調整用）
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インジケーター／警告灯 22
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警告表示 26



22 表示

インジケーター／警告灯

1 左側ウインカー ( 63)
2 ハイビーム ( 60)
3 ジェネラル警告灯 ( 26)
4 右側ウインカー ( 63)
5 駆動システム故障警告灯

駆動システムの故
障 ( 37)

6 ASC ( 43)
走行モードPro OE 装備

DTC ( 43)
7 ABS ( 49)
8 手動デイライト ( 61)
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TFTディスプレイ（PURE RIDE画面）

1 バッテリー充電レベ
ル ( 84)

2 Speed Limit Info（制限速度
情報）( 82)

3 走行スタンバイ表
示 ( 127)

4 スピードメーター
5 回生制限 ( 83)
6 出力制限 ( 83)
7 ライダー情報ステータス

バー ( 81)
8 走行モード ( 64)
9 スプリットスクリー

ン ( 84)
10 時計 ( 86)
11 接続ステータス ( 88)

12 駆動システム表示 ( 83)
13 航続可能距離 ( 84)
14 操作サポート
15 ミュートスイッチ ( 85)
16 ヒーター ( 68)
17 オートマチックデイライ

ト ( 61)
18 外気温度警告 ( 34)
19 外気温度
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TFTディスプレイ（メニュー画面）

1 Speed Limit Info（制限速度
情報）( 82)

2 走行スタンバイ表示
走行可能状態をオンにす
る ( 127)

3 スピードメーター
4 回生制限 ( 83)
5 出力制限 ( 83)
6 ライダー情報ステータス

バー ( 81)
7 走行モード ( 64)
8 スプリットスクリー

ン ( 84)
9 時計 ( 86)
10 接続ステータス ( 88)

11 操作サポート
12 ミュートスイッチ ( 85)
13 ヒーター ( 68)
14 オートマチックデイライ

ト ( 61)
15 外気温度警告 ( 34)
16 外気温度
17 メニューエリア
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TFTディスプレイ（充電画面）

1 充電プラグステータス
2 充電レベル
3 使用可能な最大充電電流値
4 予想充電時間
5 100% 充電の目標時間
6 予想航続距離
7 航続可能距離
8 有効な充電電流制限



26 表示

警告表示

表示
警告は対応する警告灯により表
示されます。
警告はジェネラル警告灯と TFT
ディスプレイのダイアログ画面
の組み合わせで表示されます。
警告の緊急性に応じて、ジェネラ
ル警告灯が黄または赤に点灯し
ます。

ジェネラル警告灯が、警告
の緊急度に応じて表示され

ます。
以降のページに警告表示の一覧
があります。

チェックコントロール表示
ディスプレイのメッセージには
複数の異なる表示方法がありま
す。優先度に応じて異なる色と
記号が使用されます：

緑色の CHECK OK 1：メッセージ
なし、値は最適。
白い円と小さな「i」2：情報。
黄色の三角表示 3：警告メッ
セージ、値が最適でない。
赤色の三角表示 3：警告メッ
セージ、値が限界域

値の表示
アイコン 4 には複数の異なる
表示方法があります。評価に応
じて異なる色が使用されます。
数値 8 と単位 7 の代わりに、
テキスト 6 も表示されます：
アイコンの色
緑：（OK）現在の値は最適。
青：（冷たい！ ）現在の温度は
低い。
黄：（低い！ /高い！ ）現在の
値は低すぎるか高すぎる。
赤：（熱い！ /高い！ ）現在の
温度または値は高すぎる。
白：(---) 有効な値がない。
値の代わりに線 5 が表示され
ます。
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個々の値の評価の一部は、
一定の走行時間または速

度を超えて初めて可能になり
ます。測定条件が満たされてい
ないために測定値が表示可能に
なっていない場合は、値の代わり
にプレースホルダーとして線が
表示されます。有効な測定値が
ない間は、色付きアイコンの形式
での評価も行われません。

チェックコントロールダイアロ
グ画面
メッセージはチェックコント
ロールダイアログ画面 1 として
通知されます。
同じ優先度のチェックコント
ロールメッセージが複数ある場
合、メッセージは発生した順序
で切り替わりながら、了承確認
するまで表示され続けます。
アイコン 2 が有効表示されて
いる場合、マルチコントロー
ラーを左に傾けて了承確認する
ことができます。
チェックコントロールメッ
セージが、状況に合わせて、メ

ニューMy Motorcycle のページ
に追加タブとして付加されま
す ( 79)。故障が存在してい
る間は、メッセージを再度呼び
出すことができます。



28 表示

警告表示一覧
インジケーター／
警告灯

ディスプレイテキスト 意味

が表示されます。 外気温度警
告 ( 34)

黄色で点灯
する。

無線キーが有効範囲
内にない。

無線キーが受信範
囲外 ( 34)

黄色で点灯
する。

Keyless Ride が故
障！

Keyless Ride が
故障してい
る ( 35)

黄色で点灯
する。

無線キーバッテ
リーは50%。

無線キーのバッ
テリーを交換す
る ( 35)無線キーバッテリー

が弱い。
黄色で点灯
する。

不具合のあるバルブ
が表示されます。

ライトバルブの故
障 ( 35)

黄色で点灯
する。

ライトコントロール
が故障！

ライトコントロー
ルの故障 ( 36)

DWA バッテリーが弱
い。

DWA バッテリ
ーが弱ってい
る ( 36)

盗難防止用バッテ
リーが放電状態。

DWA バッテリー
が空になってい
る ( 37)

DWAが故障。 DWA が故障してい
る ( 37)

点灯しま
す。

エンジン！ 駆動システムの故
障 ( 37)

赤色で点滅
する。

エンジン制御内に深
刻な故障！

駆動システムの重
大な故障 ( 37)

点滅しま
す。
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インジケーター／
警告灯

ディスプレイテキスト 意味

黄色で点灯
する。

駆動エレクトロニク
スとの通信なし。

エレクトリカル
マシンエレクト
ロニクスの通信エ
ラー ( 38)

点灯しま
す。
黄色で点灯
する。

高電圧システム内絶
縁エラー。

ハイボルテージシ
ステム内の絶縁不
良 ( 38)

赤色で点灯
する。

高電圧システム内絶
縁エラー。

ハイボルテージシ
ステム内の重大な
絶縁不良 ( 38)

充電レベルが低い。 充電レベルが低
い ( 39)

黄色で点灯
する。

充填レベルが限界
域。

充電レベルが限界
値にある ( 39)

点灯します。

黄色で点灯
する。

電気駆動システム
の不具合：出力低
下。

E ドライブ内の
不具合：出力
が低減されてい
る ( 39)点灯します。

黄色で点灯
する。

電気駆動システム内
の不具合。

ハイボルテージ
システムの ON
/ OFF ができな
い ( 39)

黄色で点灯
する。

電気駆動システム
の故障

電気駆動の故
障 ( 40)

黄色で点灯
する。

コネクタロックに異
常がある。

コネクターロッ
クが阻害されてい
る ( 40)
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インジケーター／
警告灯

ディスプレイテキスト 意味

赤色で点滅
する。

電気駆動システム
に重大な不具合！

電気駆動システ
ム内の重大な不具
合 ( 40)

黄色で点灯
する。

駆動システムの異常
高温：出力の低減。

駆動システムが熱
すぎる ( 40)

黄色で点灯
する。

充電中断充電システ
ムが過熱。

充電システム
が過熱してい
る ( 41)

黄色で点灯
する。

エネルギー回生の制
限。

エネルギー回生
が制限されてい
る ( 41)点灯します。

黄色で点灯
する。

高電圧安全コネク
タが接続されていな
い。

ハイボルテージ
安全コネクター
が切り離されてい
る ( 41)

目標充電量に達さ
ない。充電容量の減
少。

充電容量の低
減 ( 42)

黄色で点灯
する。

充電インフラの故
障。

充電用インフラス
トラクチャー内の
不具合 ( 42)

黄色で点灯
する。

充電システムの故
障。

充電システムの不
具合 ( 42)

黄色で点灯
する。

車両電装システ
ムバッテリーの状
態。

車両電装バッテ
リーステータ
ス（12 V バッテ
リー）( 43)

黄色で点灯
する。

が黄色で表示されま
す。

ボードエレクト
リック電源電圧が
低い ( 43)
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インジケーター／
警告灯

ディスプレイテキスト 意味

バッテリー電圧！ ボードエレクト
リック電源電圧が
低い ( 43)

黄色で点灯
する。

が黄色で表示されま
す。

車両電装システ
ム電圧が限界
値 ( 43)バッテリー電圧が低

下している！
素早く点滅
します。

ASC/DTC の介
入 ( 43)

黄色で点灯
する。

駆動制御の機能を制
限している！

ASC/DTC の使用に
制限 ( 44)

点灯しま
す。
黄色で点灯
する。

トラクション制御
の故障！

ASC/DTC が故障し
ている ( 44)

点灯しま
す。
黄色で点灯
する。

が黄色で表示されま
す。

タイヤ空気圧が
許容限界域にあ
る ( 45)タイヤ空気圧が規定

値ではない。
赤色で点滅
する。

が赤で表示されま
す。

タイヤ空気圧が
許容範囲外にあ
る ( 46)タイヤ空気圧が規定

値ではない。
タイヤ空気圧モニ
ター。空気圧の損
失。
"­­­" 伝送障害 ( 47)
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インジケーター／
警告灯

ディスプレイテキスト 意味

黄色で点灯
する。

"­­­" センサーの故障ま
たはシステムエ
ラー ( 47)

黄色で点灯
する。

RDC バッテリーセン
サーが弱い。

タイヤ空気圧セ
ンサーのバッテ
リーが弱ってい
る ( 48)

黄色で点灯
する。

タイヤ空気圧モニ
ターが故障！

タイヤ空気圧コ
ントロール（RDC）
が故障してい
る ( 48)

黄色で点灯
する。

サイドスタンドモニ
ターの故障。

サイドスタン
ドモニター故
障 ( 48)

が規則的に
点滅。

ABS 自己診断が
終了していな
い ( 48)

黄色で点灯
する。

ABS は制限付きで使
用可能！

ABSの故障 ( 49)

点灯しま
す。
黄色で点灯
する。

ABSが故障！ ABS 機能停
止 ( 49)

点灯しま
す。
黄色で点灯
する。

ABS Proが故障！ ABS Pro 機能停
止 ( 49)

点灯しま
す。

が白で表示されま
す。

サービス期
限 ( 50)
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インジケーター／
警告灯

ディスプレイテキスト 意味

サービス実施時期！ サービス期
限 ( 50)

黄色で点灯
する。

が黄色で表示されま
す。

サービス時期を過
ぎている ( 50)

サービス時期超過！
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外気温度
外気温度は TFT ディスプレイの
ステータスバーに表示されま
す。
停車時には、エンジン（モーター）
放射熱により外気温度の測定に
誤差が生じる場合があります。
エンジン（モーター）放射熱の影
響が著しい場合には、値の代わ
りに横線が一時的に表示されま
す。

外気温度が約3 °Cの限界値
未満になると、路面が凍結

するおそれがあります。
この温度を下回ると、TFTディス
プレイのステータスバーで外気
温度表示が氷結晶アイコンとと
もに点滅します。

外気温度警告
が表示されます。

考えられる原因:

モーターサイクル付近で
測定された外気温度

約3 °C

警告

を超えている場合でも、路面が
凍結している危険約3 °C
事故の危険性があります
外気温度が低い場合、橋の上
や陰になった暗い路面は凍結
しているおそれがあることを
考慮してください。

よく注意して走行してくださ
い。

無線キーが受信範囲外
黄色で点灯する。

無線キーが有効範囲内にな
い。イグニッションを再度

ONにすることができない。
考えられる原因:
無線キーとエンジンエレクトロ
ニクス間の通信に障害が発生し
ています。
無線キーのバッテリーを点検し
ます。
無線キーのバッテリーを交換す
る ( 57)
走行を続行するにはスペアキー
を使用します。
無線キーのバッテリーが空に
なっているか、または無線キー
の紛失 ( 56)
走行中にチェックコントロー
ルダイアログが表示されても、
落ち着いていてください。走行
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は続行できます。走行スタンバ
イはOFFになりません。
不具合のある無線キー
はBMW Motorradディーラーに交
換を依頼してください。

Keyless Rideが故障している
黄色で点灯する。

Keyless Ride が故障！ エ
ンジンを止めないこと。エ

ンジンが再始動できないことが
ある。
考えられる原因:
Keyless Ride コントロールユ
ニットで通信エラーが診断によ
り検出されました。
走行スタンバイを OFF にしな
いでください。できるかぎり早
くBMW Motorrad ディーラー（最
適）または専門の整備工場をお
訪ねください。
走行スタンバイがKeyless Ride
で ONになりません。
DWA が作動不可になっていま
す。

無線キーのバッテリーを交換す
る

黄色で点灯する。

無線キーバッテリーは
50%。機能制限はない。

無線キーバッテリーが弱
い。機能が制限されていま

す。バッテリーを交換してくだ
さい。
考えられる原因:
無線キーのバッテリー容量が
100％ではなくなっています。
無線キーの機能は、限られた時
間内のみ保証されています。
無線キーのバッテリーを交換す
る ( 57)

ライトバルブの故障
黄色で点灯する。

不具合のあるバルブが表示
されます：
ハイビームが故障！

左フロントウインカーが故
障！ または右フロントウ

インカーが故障！
ロービームが故障！

フロントポジションが故
障！

デイタイムランニングライト OE

装備
デイライトが故障！

テールライトが故障！
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ブレーキライトが故障！

左リヤウインカーが故障！
または右リヤウインカー

が故障！
ライセンスプレートライト
が故障！

正規ディーラーに点検を依頼す
ること。

警告

車両の照明手段の機能停止に
より、車両が通行中に気付かれ
ずに見過ごされる
安全に関わる危険
故障したバルブはできるかぎ
り早急に交換します。できれ
ば、常に適切な予備バルブを
携行してください。

考えられる原因:
1個または複数のバルブが故障し
ています。
目視点検を行い、故障したバル
ブを検出します。
LED バルブをアセンブリー
で交換します。その交換
はBMW Motorrad ディーラー

（最適）または専門の整備工場に
依頼してください。

ライトコントロールの故障
黄色で点灯する。

ライトコントロールが故
障！ 正規ディーラーに点

検を依頼すること。

警告

市街地走行中にモーターサイ
クルが車両照明の故障によっ
て見過ごされる
安全に関わる危険
BMW Motorrad ディーラー（最
適）または専門の整備工場に、
できるかぎり早く故障の修理
を依頼してください。

車両照明の一部またはすべてが
故障しています。
考えられる原因:
ライトコントロールが通信エ
ラーを診断で検出しました。
BMW Motorradディーラー（最適）
または専門の整備工場に、でき
るかぎり早く故障の修理を依頼
してください。

DWAバッテリーが弱っている
盗難防止装置(DWA) OE 装備

DWA バッテリーが弱い。制
約なし。正規ディーラー

へ予約を入れること。
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このエラーメッセージは、
短時間、Pre-Ride-Check（走

行前点検）の直後にのみ表示され
ます。
考えられる原因:
DWAバッテリーがフル充電されて
いません。DWAの機能が保証され
るのは、バッテリーのターミナル
を外している場合、ごく限られた
時間内のみです。
BMW Motorradディーラーにお問
い合わせください。

DWAバッテリーが空になっている
盗難防止装置(DWA) OE 装備

盗難防止用バッテリーが放
電状態。独自のアラームな

し。正規ディーラーへ予約を入
れること。

このエラーメッセージは、
短時間、Pre-Ride-Check（走

行前点検）の直後にのみ表示され
ます。
考えられる原因:
DWAバッテリーが充電されていま
せん。DWAの機能は、バッテリー
のターミナルを外している場合、
保証されません。
BMW Motorradディーラーにお問
い合わせください。

DWAが故障している
DWA が故障。正規ディー
ラーに点検を依頼するこ

と。
考えられる原因:
DWAコントロールユニットで通信
エラーが診断により検出されま
した。
BMW Motorradディーラーにお問
い合わせください。
DWA が ON にならない、または
OFFにならなくなっている。
誤警報の可能性があります。

駆動システムの故障
点灯します。

エンジン！ 正規ディー
ラーに点検を依頼するこ

と。
考えられる原因:
エンジン（モーター）コントロー
ルユニットで故障が診断で検出
されました。
BMW Motorradディーラーに故障
の修理を依頼してください。
走行を続行することは可能で
す。

駆動システムの重大な故障
赤色で点滅する。

点滅します。
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エンジン制御内に深刻な故
障！ 引き続き走行可能。最

寄りの正規ディーラーまで慎重
に運転すること。
考えられる原因:
エンジン（モーター）マネジメン
トシステムで、駆動コンポーネン
トの損傷に至るおそれのある故
障が診断で検出されました。
BMW Motorradディーラー（最適）
または専門の整備工場に、でき
るかぎり早く故障の修理を依頼
してください。
走行を続行することは可能です
が、推奨されません。

エレクトリカルマシンエレクト
ロニクスの通信エラー

黄色で点灯する。

点灯します。

駆動エレクトロニクスと
の通信なし。複数システム

が該当。専門整備工場で要点検。
考えられる原因:
エレクトリカルマシンエレクト
ロニクスで通信エラーが診断で
検出されました。
BMW Motorradディーラー（最適）
または専門の整備工場に、でき
るかぎり早く故障の修理を依頼
してください。

ハイボルテージシステム内の絶
縁不良

黄色で点灯する。

高電圧システム内絶縁エ
ラー。ある程度の継続走行

は可能。最寄のワークショップ
まで注意して走行すること。
考えられる原因:
絶縁エラーが検知されました。
ハイボルテージケーブルまたは
ハイボルテージコンポーネント
が損傷しました。
BMW Motorradディーラーの適切
なトレーニングを受けた作業員
のみが、ハイボルテージシステ
ムにおける変更や作業を行うこ
とを許可されています。

ハイボルテージシステム内の重
大な絶縁不良

赤色で点灯する。

高電圧システム内絶縁エ
ラー。エンジン停止後のエ

ンジン再始動不可。直ちにワー
クショップへ。
考えられる原因:
重大な絶縁エラーが検知されま
した。ハイボルテージケーブル
またはハイボルテージコンポー
ネントが損傷しました。走行の
終了後、車両を再始動させること
はできません。車両に損傷が生
じているおそれがあります。
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直ちにBMW Motorradディーラー

（適切なトレーニングを受けた
作業員のいる）にお問い合わせ
ください。

充電レベルが低い
充電レベルが低い。直ちに
充電ステーションへ。

考えられる原因:
車両の充電レベルが低いです。
充電ステーションに行き、車両
を充電します。

充電レベルが限界値にある
黄色で点灯する。

充填レベルが限界域。出力
低下。充電ステーションに

行くこと。
点灯します。

警告

電気駆動のエマージェンシー
モード時の通常と異なる走行
特性
事故の危険
急激な加速や追い越しは避け
てください。

E ドライブ内の不具合：出力が
低減されている

黄色で点灯する。

電気駆動システムの不具
合：出力低下。ある程度の

継続走行は可能。最寄のワーク
ショップまで注意して走行する
こと。

点灯します。

警告

電気駆動のエマージェンシー
モード時の通常と異なる走行
特性
事故の危険
急激な加速や追い越しは避け
てください。

BMW Motorrad ディーラーにお問
い合わせください。

ハイボルテージシステムの ON /
OFFができない

黄色で点灯する。

電気駆動システム内の不具
合。専門整備工場で要点

検。
考えられる原因:
ハイボルテージシステムを ONま
たは OFF にすることができませ
ん。
BMW Motorradディーラーにお問
い合わせください。
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電気駆動の故障

黄色で点灯する。

電気駆動システムの故障 よ
り緩やかな走行は可。最寄

の専門の整備工場まで慎重に走
行すること。
BMW Motorrad ディーラーにお問
い合わせください。

コネクターロックが阻害されて
いる

黄色で点灯する。

コネクタロックに異常があ
る。ケーブルを再度差し込

む。再発生時には、専門の整備工
場に連絡。
考えられる原因:
充電ケーブルをロック解除でき
ません
充電プラグの緊急ロック解
除 ( 117)

考えられる原因:
充電ケーブルをロックすること
ができません。
ケーブルを完全に差し込みま
す。
この不具合がまだ存在するよう
でしたら、BMW Motorradディー
ラー（最適）または専門の整備工
場にお問い合わせください。

電気駆動システム内の重大な不
具合

赤色で点滅する。

電気駆動システムに重大な
不具合！ 直ちに停車！ 専

門整備工場で要点検。
考えられる原因:
電気駆動システム内で重大な不
具合が検知されました。不規則
な走行特性が生じるおそれがあ
ります。走行を続行すると、車両
の損傷を招くおそれがありま
す。
直ちに停車してください。
BMW Motorradディーラーにお問
い合わせください。

駆動システムが熱すぎる
黄色で点灯する。

駆動システムの異常高温：
出力の低減。より緩やか

な走行は可。
考えられる原因:
クーラントレベルが低すぎま
す。
クーラントレベルを点検す
る ( 152)

クーラントレベルが低すぎる場
合：
駆動システムと冷却システムを
冷まします。
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クーラントを補充す
る ( 153)。
繰り返し発生する場合には、
BMW Motorradディーラー（最適）
または専門の整備工場に冷却シ
ステムの点検を依頼してくださ
い。

考えられる原因:
駆動システムまたは冷却システ
ムで高温が検知されました。
可能であれば、駆動システムを
冷ますためにパーシャルロード
域で走行します。
駆動システムの温度が頻繁に高
くなりすぎる場合には、できる
かぎり早くBMW Motorradディー
ラー（最適）または専門の整備工
場に故障の修理を依頼してくだ
さい。

充電システムが過熱している
黄色で点灯する。

充電中断充電システムが過
熱。冷却水レベルを点検す

ること。再発時には専門整備工
場で要点検。
考えられる原因:
クーラントレベルが低すぎま
す。
クーラントレベルを点検す
る ( 152)

クーラントレベルが低すぎる場
合：

駆動システムと冷却システムを
冷まします。
クーラントを補充す
る ( 153)。
繰り返し発生する場合には、
BMW Motorradディーラー（最適）
または専門の整備工場に冷却シ
ステムの点検を依頼してくださ
い。

エネルギー回生が制限されてい
る

黄色で点灯する。

エネルギー回生の制限。よ
り緩やかな走行は可。慎重

に最寄の専門整備工場まで走行
すること。

点灯します。

BMW Motorrad ディーラーにお問
い合わせください。

ハイボルテージ安全コネクター
が切り離されている

黄色で点灯する。

高電圧安全コネクタが接続
されていない。車両の始動

不可。専門整備工場で要点検。
BMW Motorrad ディーラーにお問
い合わせください。
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充電容量の低減

目標充電量に達さない。充
電容量の減少。充電状態を

点検。詳細は取扱説明書を参照。
考えられる原因:
この車両はフル容量で充電され
ていません。
温度、充電用インフラストラク
チャー、充電ケーブルを点検し
ます。

考えられる原因:
充電プロセスが 90 % を下回る充
電レベルで中断されました。
充電レベルを点検します。

充電用インフラストラクチャー
内の不具合

黄色で点灯する。

充電インフラの故障。充電
ケーブルと電源接続部を点

検するか、または他の電源接続部
を使用します。
考えられる原因:
充電用インフラストラクチャー
内の不具合により、充電プロセス
の中断に至ったか、充電プロセス
を開始することができませんで
した。
充電ケーブルおよび電源コネク
ターを点検し、必要に応じて他
の電源コネクターを使用しま
す。

充電システムの不具合
黄色で点灯する。

充電システムの故障。充電
できません。慎重に最寄の

専門整備工場まで走行してくだ
さい。
考えられる原因:
車両内の不具合により、充電プロ
セスの中断に至ったか、充電プロ
セスを開始することができませ
んでした。DC/DCコンバーターが
故障しています。
作動スタンバイを ON にしま
す。
充電ケーブルを抜き取ります。
2分間待ちます。
車両はONの状態です。
作動スタンバイを OFF にしま
す。
充電ケーブルを差し込みます。
再充電の試行が開始されます。
再度発生する場合には、
BMW Motorrad ディーラー（最
適）または専門の整備工場にお
問い合わせください。

考えられる原因:
走行中に不具合が発生した場
合：DC/DC コンバーターが故障
しており、12 Vバッテリーに追加
充電することができません。
BMW Motorradディーラー（最適）
または専門の整備工場に、でき
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るかぎり早く故障の修理を依頼
してください。
バッテリーが完全に放電するま
で走行を続行することは可能で
すが、推奨されません。

車両電装バッテリーステータス
（12 Vバッテリー）

黄色で点灯する。

車両電装システムバッテ
リーの状態。制限なし。専

門整備工場で要点検。
考えられる原因:
車両電装バッテリーは電圧を維
持できなくなっています。でき
るだけ早く交換してください。
BMW Motorradディーラーにお問
い合わせください。

ボードエレクトリック電源電圧
が低い

黄色で点灯する。

が黄色で表示されます。

バッテリー電圧！ 不要な
電力消費機器をOFF にす

る。
考えられる原因:
オンにされた電装品が多すぎま
す。
12 V バッテリーを充電す
る ( 158)

12 V バッテリーが完全に充電さ
れない場合：
BMW Motorradディーラーにお問
い合わせください。

車両電装システム電圧が限界値
黄色で点灯する。

が黄色で表示されます。

バッテリー電圧が低下し
ている！ 電力消費機器

がOFFになった。バッテリーを点
検すること。またはバッテリー
充電不可。バッテリーレベルを
点検すること。
12 V バッテリーの電圧が不足し
ているため、すべての電装品には
電源を供給できません。
考えられる原因:
オンにされた電装品が多すぎま
す。
12 V バッテリーを充電す
る ( 158)

12 V バッテリーが完全に充電さ
れない場合：
BMW Motorradディーラーにお問
い合わせください。

ASC/DTCの介入
素早く点滅します。
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考えられる原因:
ASC/DTCがリヤホイールの不安定
な状態を検知し、トルクを制限し
ます。
インジケーター／警告灯は、ASC/
DTCの介入よりも長く点滅し続け
ます。これにより、厳しい走行状
態の後でも、ライダーは制御が正
常に行われた旨のフィードバッ
ク表示を目にすることができま
す。
走行を続行することは可能で
す。よく注意して走行してくだ
さい。

ASC/DTCの使用に制限
黄色で点灯する。

点灯します。

駆動制御の機能を制限し
ている！ 引き続き走行可

能。最寄りの正規ディーラーま
で慎重に運転すること。
考えられる原因:
ASC/DTCコントロールユニットが
故障を検知しました。
ASC/DTC機能の使用に制限があ
ることに注意してください。
走行を続行することは可能
です。ASC/DTC の故障につな
がる可能性のある状況につい
ての継続情報をご確認くださ
い ( 139)。

BMW Motorradディーラー（最適）
または専門の整備工場に、でき
るかぎり早く故障の修理を依頼
してください。

ASC/DTCが故障している
黄色で点灯する。

点灯します。

トラクション制御の故障！
より緩やかな走行は可。次

の専門修理工場まで慎重に走行
すること。
考えられる原因:
ASC/DTCコントロールユニットが
故障を検知しました。
角速度センサーを損傷しないよ
うにします。
ASC/DTC 機能が使用できない、
または機能の使用に制限がある
ことに注意してください。
走行を続行することは可能
です。ASC/DTC の故障につな
がる可能性のある状況につい
ての継続情報をご確認くださ
い ( 139)。
BMW Motorradディーラー（最適）
または専門の整備工場に、でき
るかぎり早く故障の修理を依頼
してください。
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タイヤ空気圧
タイヤ空気圧モニター (RDC)OE

装備

タイヤ空気圧の表示は、メニュー
画面MY MOTORCYCLE およびチェッ
クコントロールメッセージの他
に、画面タイヤ空気圧 でも行わ
れます：

左の値はフロントホイール、右の
値はリヤホイールのものです。
タイヤ空気圧の規定値と実測値
に基づいて圧力差が表示されま
す。
作動スタンバイを ONにした直後
は、横線のみが表示されます。
タイヤ空気圧値の伝送は、以下の
最低速度を初めて超過した後に
開始されます：

RDCセンサーはOFF

min 30 km/h ( 最低速度を超え
るまで、RDCセンサーは車両に
信号を送信しません。)

タイヤ空気圧は TFT ディ
スプレイに温度補整され

て表示され、常に以下のタイヤ
内の空気温度の場合の値とな
ります：

20 °C

さらにタイヤのアイコンが
黄色または赤色で表示され

る場合は、警告です。圧力差は
同様に色付きのエクスクラメー
ションマーク (!)で強調されま
す。

該当する値が許容限界域に
ある場合には、さらにジェ

ネラル警告灯（黄）が点灯しま
す。

測定されたタイヤ空気圧が
許容範囲外にある場合は、

ジェネラル警告灯（赤）が点滅し
ます。

BMW Motorrad RDC に関する詳細
情報については「技術情報」の章

（ ( 143) ページ以降）を参照し
てください。

タイヤ空気圧が許容限界域にあ
る

黄色で点灯する。

が黄色で表示されます。
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タイヤ空気圧が規定値では
ない。タイヤ空気圧を点検

すること。
考えられる原因:
測定されたタイヤ空気圧が許容
限界域にあります。
タイヤ充填圧を調整します。
タイヤ空気圧の調整を行う前
に、温度補正および空気圧調整
に関する情報を「技術情報」の章
で確認し、遵守してください：
タイヤ空気圧モニター (RDC)OE

装備
温度補正 ( 144)
タイヤ空気圧モニター (RDC)OE

装備
充填圧の調整 ( 144)
規定タイヤ空気圧は、以下の箇
所に記載されています：
Rider's Manualの裏表紙面
メーターパネル（タイヤ空気
圧 画面）
注意書はヘルメットコンパート
メントフラップの内側

タイヤ空気圧が許容範囲外にあ
る

赤色で点滅する。

が赤で表示されます。

タイヤ空気圧が規定値では
ない。直ちに停車！ タイ

ヤ空気圧を点検すること。

タイヤ空気圧モニター。空
気圧の損失。直ちに停車！

タイヤ空気圧を点検すること。

警告

タイヤ空気圧が許容範囲外に
ある。
事故の危険、車両の走行特性の
悪化。
ドライビングスタイルを状況
に合わせます。

考えられる原因:
測定されたタイヤ空気圧が許容
範囲外にあります。
タイヤが損傷していないか、
走行に適した状態かを点検しま
す。

タイヤがまだ走行できる状態の
場合：
できるだけ早く、タイヤ空気圧
を修正します。
タイヤ空気圧の調整を行う前
に、温度補正および空気圧調整
に関する情報を「技術情報」の章
で確認し、遵守してください：
タイヤ空気圧モニター (RDC)OE

装備
温度補正 ( 144)
タイヤ空気圧モニター (RDC)OE

装備
充填圧の調整 ( 144)
規定タイヤ空気圧は、以下の箇
所に記載されています：
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Rider's Manualの裏表紙面
メーターパネル（タイヤ空気
圧 画面）
BMW Motorradディーラー（最適）
または専門の修理工場に、タイ
ヤが損傷していないか、点検を
依頼してください。

タイヤの走行可能性が確実でな
い場合：
走行を続けないでください。
エマージェンシーサービスに知
らせます。

伝送障害
"­­­"

考えられる原因:
車両が最低速度に達しませんで
した ( 143)。

RDCセンサーはOFF

min 30 km/h ( 最低速度を超え
るまで、RDCセンサーは車両に
信号を送信しません。)
より高速での走行時にRDC表示
を点検します。

さらにジェネラル警告灯が
点灯する場合には、継続し

ている不具合があります。
このような場合には、
BMW Motorradディーラーに故障
の修理を依頼してください。

考えられる原因:
RDCセンサーへの無線接続に障害
が発生しています。周辺にRDCコ
ントロールユニットとセンサー
間の接続を妨害する無線技術シ
ステムがあります。
RDC 表示を、別の環境／状況で
点検します。

さらにジェネラル警告灯が
点灯する場合には、継続し

ている不具合があります。
このような場合には、
BMW Motorradディーラーに故障
の修理を依頼してください。

センサーの故障またはシステム
エラー

黄色で点灯する。

"­­­"

考えられる原因:
RDCセンサー非装備のホイールが
装着されています。
RDCセンサー付きホイールセッ
トを後付けします。

考えられる原因:
1つまたは2つの RDCセンサーが
故障しているか、またはシステム
エラーが発生しています。
BMW Motorradディーラーに故障
の修理を依頼してください。
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タイヤ空気圧センサーのバッテ
リーが弱っている

黄色で点灯する。

RDC バッテリーセンサーが
弱い。機能が制限されてい

る。正規ディーラーに依頼する
こと。

このエラーメッセージは、
短時間、Pre-Ride-Check（走

行前点検）の直後にのみ表示され
ます。
考えられる原因:
タイヤ空気圧センサーのバッテ
リーがフル充電になっていませ
ん。タイヤ空気圧コントロール
の機能が保証されるのは、ごく限
られた時間内のみです。
BMW Motorradディーラーにお問
い合わせください。

タイヤ空気圧コントロール（RDC）
が故障している
タイヤ空気圧モニター (RDC)OE

装備

黄色で点灯する。

タイヤ空気圧モニターが故
障！ 機能が制限されてい

る。正規ディーラーに点検を依
頼すること。

考えられる原因:
RDCコントロールユニットで通信
エラーが診断により検出されま
した。
BMW Motorradディーラーにお問
い合わせください。
タイヤ空気圧警告を使用不可。

サイドスタンドモニター故障
黄色で点灯する。

サイドスタンドモニター
の故障。低速走行時にエン

ジン停止。専門修理工場で要点
検。
考えられる原因:
サイドスタンドスイッチまた
はその配線が損傷しています。
このエレクトリカルマシンは
5 km/hを下回ると停止し、走行を
続行することができなくなりま
す。
BMW Motorradディーラーにお問
い合わせください。

ABS自己診断が終了していない
点滅します。
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考えられる原因:

ABS 自己診断が完了して
いません

自己診断が完了していないた
め、ABS 機能を使用できませ
ん。(ホイール回転数センサー
を点検するには、E-Scooterが
最低速度に達する必要があり
ます：min 5 km/h)
ゆっくりと発進します。自己診
断が完了するまでABS機能が使
用できないことに注意してくだ
さい。

ABSの故障
黄色で点灯する。

点灯します。

ABS は制限付きで使用可
能！ 引き続き走行可能。最

寄りの正規ディーラーまで慎重
に運転すること。
考えられる原因:
ABSコントロールユニットが故障
を検知しました。ABS機能は制限
付きで使用可能です。
走行を続行することは可能で
す。ABS のエラーメッセージを
引き起こす可能性のある特別な
状況についての詳細情報をご確
認ください ( 137)。
BMW Motorradディーラー（最適）
または専門の整備工場に、でき

るかぎり早く故障の修理を依頼
してください。

ABS機能停止
黄色で点灯する。

点灯します。

ABSが故障！ 引き続き走行
可能。最寄りの専門の整備

工場まで慎重に運転すること。
考えられる原因:
ABSコントロールユニットが故障
を検知しました。ABS機能は使用
できません。
走行を続行することは可能で
す。ABS のエラーメッセージを
引き起こす可能性のある特別な
状況についての詳細情報をご確
認ください ( 137)。
BMW Motorradディーラー（最適）
または専門の整備工場に、でき
るかぎり早く故障の修理を依頼
してください。

ABS Pro機能停止
黄色で点灯する。

点灯します。

ABS Pro が故障！ 引き続
き走行可能。最寄りの正規

ディーラーまで慎重に運転する
こと。
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考えられる原因:
走行モードPro OE 装備

ABS Proコントロールユニットが
故障を検知しました。ABS Pro 機
能は使用できません。ABS機能は
引き続き使用可能です。ABS は
直進走行でのブレーキでのみサ
ポートを行います。
走行を続行することは可能で
す。ABS Pro エラーメッセージ
につながりかねない特別な状況
に関する継続情報をご確認くだ
さい ( 137)。
BMW Motorradディーラー（最適）
または専門の整備工場に、でき
るかぎり早く故障の修理を依頼
してください。

サービス表示
サービス時期を過ぎた場合
には、日付表示または走行

ｊ距離に加えてジェネラル警告
灯（黄）が点灯します。
サービス時期を過ぎた場合、
チェックコントロールメッセー
ジが黄色で表示されます。さら
に、サービス、サービス時期、
残余走行距離が、メニュー画面MY
MOTORCYCLE およびサービス実施
時期 にエクスクラメーション
マーク（!）付きで強調表示され
ます。

サービス期日まで 1カ月以
上あるのにサービス表示が

表示されている場合、実際に即し

た日付に再度調整する必要があ
ります。この症状は、バッテリー
の接続が切られた場合に発生す
ることがあります。

サービス期限
が白で表示されます。

サービス実施時期！ 専門の整備
工場にサービスの実施を依頼す
ること。
考えられる原因:
走行距離または日付に基づく
サービスの実施時期が来ていま
す。
サービスを定期的
にBMW Motorrad ディーラー（最
適）または専門の整備工場で受
けてください。
車両の作動確実性および走行安
全性が維持されます。
車両価値の最適な維持が保証さ
れます。

サービス時期を過ぎている
黄色で点灯する。

が黄色で表示されます。

サービス時期超過！ 専門の整備
工場にサービスの実施を依頼す
ること。
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考えられる原因:
走行距離または日付が原因で、
サービスの期限が切れていま
す。
サービスを定期的
にBMW Motorrad ディーラー（最
適）または専門の整備工場で受
けてください。
車両の作動確実性および走行安
全性が維持されます。
車両価値の最適な維持が保証さ
れます。
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54 取扱方法

作動可能状態サドウカノウジョ
ウタイ

キー
無線キーを検索している間
は、無線キー用表示灯が点

滅します。
無線キーまたは予備キーが検出
された場合は消えます。
無線キーまたは予備キーが認識
されない場合は、一時的に点灯し
ます。

お客様にお渡しするのは、無線
キー 1 本ならびにスペアキー
1本です。キーを紛失した場合に
は、電子式イモビライザー（EWS）
に関する注意事項に従ってくだ
さい ( 56)。
作動スタンバイおよび盗難警報
装置は、無線キーを使用して制御
します。ストレージコンパート
メントロックおよびトップケー
スは手動で操作することができ
ます。

無線キーが通信有効範囲
にないと（ケース内または

トップケース内など）、車両を始
動することはできません。
無線キーがない状態が続くと、
バッテリーを保護するため、
約 1.5 分後に作動スタンバイが
OFFになります。
無線キーを身に着けておく（ジャ
ケットのポケットなど）か、また

は予備キーを携行することをお
勧めします。

Keyless Ride の走行可能
距離無線キー

約1 m

ステアリングロックをロックす
る
前提条件
ハンドルバーを左方向へ回しま
す。無線キーは受信範囲内です。

ボタン 1 を押し続けます。
ステアリングロックが音をたて
てロックします。
作動スタンバイ、ライト、すべ
ての機能回路が OFF の状態で
す。
ステアリングロックをロック解
除するには、ボタン 1 を短く押
します。
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作動可能状態をオンにする
前提条件
無線キーは受信範囲内です。

作動スタンバイ ON は2 通りの
方法で行うことができます。

バリエーション 1：
ボタン 1 を短押しします。
スモールライトおよびすべての
電気回路がONになります。
デイタイムランニングライト OE

装備
デイライトはONの状態です。
Pre-Ride-Check が実行されま
す。( 124)
ABS 自己診断が実施されま
す。( 125)

バリエーション 2：
ステアリングロックがロックさ
れている状態で、ボタン 1 を押
したまま保ちます。
ステアリングロックがロック解
除されます。
ポジション／パーキングライト
とすべての機能回路が ONにな
ります。

デイタイムランニングライト OE

装備
デイライトはONの状態です。
Pre-Ride-Check が実行されま
す。( 124)
ABS 自己診断が実施されま
す。( 125)

作動可能状態をオフにする
前提条件
無線キーは受信範囲内です。

作動スタンバイ OFFは2 通りの
方法で行うことができます。

バリエーション 1：
ボタン 1 を短押しします。
ライトがOFFになります。
ステアリングロックが解除され
ます。

バリエーション 2：
ハンドルを左に回します。
ボタン 1 を押し続けます。
ライトがOFFになります。
ステアリングロックがロックさ
れます。
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電子式エンジン始動ロックシス
テム（イモビライザー）EWS
Eスクーターの電子制御システム
は、無線ロックのリングアンテナ
を介して、車両キーに内蔵されて
いるデータを確認します。キー
が「権限あり」と認識されてはじ
めて、モーターコントロールユ
ニットが走行スタンバイを許可
します。

その他の無線キー（スペア
キーなど）が始動に使用さ

れている無線キーと一緒に取り
付けられていると、電子システム
が「認識されない」ことがあり、
走行スタンバイが許可されない
場合があります。
無線キーは必ず別々に保管して
ください。

車両キーを紛失した場合は、
BMW Motorrad ディーラーでこの
キーを停止させることができま
す。
そのためには、必ず、E スクー
ターに付属している他のすべて
の車両キーもご持参ください。
使用停止となったキーではエレ
クトリカルマシンやモーターを
始動させることはできなくなり
ます。しかし、使用停止となった
キーを再度登録し直すことは可
能です。
スペアキーは、BMW Motorrad
ディーラーからのみ入手できま
す。キーはセイフティシステム

の一部ですので、ディーラーでは
お渡しする方の身元を確認させ
ていただきます。

無線キーのバッテリーが空に
なっているか、または無線キーの
紛失

キーを紛失した場合には、電子
式イモビライザー（EWS）に関す
る注意事項に従ってください。
走行中に無線キーを紛失した場
合には、スペアキーを使用して
車両を始動させることができま
す。
無線キーのバッテリーが空に
なっている場合には、ストレー
ジコンパートメントフラップと
充電コンパートメントフラップ
間のカバーに無線キーを接触さ
せることにより車両を始動させ
ることができます。
スペアキー 1 または空の無線
キー 2 をストレージコンパー
トメントフラップと充電コン
パートメントフラップ間のカ
バーのところでアンテナ 3 の
高さにして保持します。
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走行スタンバイを確立
することができる時間。

その後、再度ロック解除を行う
必要があります。

30 s
Pre-Ride-Check が実行されま
す。
無線キーが検知されました。
エレクトリカルマシンを始動さ
せることができます。
作動可能状態をオンにす
る ( 55)

無線キーのバッテリーを交換す
る
ボタンを短押ししても長押しし
ても、無線キーが反応しない：
無線キーのバッテリー容量が充
分ではありません。

無線キーバッテリーが弱
い。機能が制限されていま

す。バッテリーを交換してくだ
さい。

危険

バッテリーを飲み込んだ場合
負傷のおそれや生命にかかわ
る危険
車両キーにはバッテリーとし
てボタン電池が含まれていま
す。バッテリーまたはボタン
電池が飲み込まれると、体内
の炎症や化学熱傷などによ
り、2 時間以内に重態に陥っ
たり、致命傷を負うことにな
るおそれがあります。
車両キーおよびバッテリー
は、お子様の手の届かないと
ころに保管してください。
バッテリーやボタン電池を飲
み込んだ疑いや、それらが体
内にある疑いがある場合に
は、直ちに医師に連絡してく
ださい。

バッテリーを交換します。

ボタン 1 を押します。
キーが開きます。
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バッテリーカバー 2 を押し上
げます。
バッテリー 3 を取り外します。
使用済みバッテリーは法規に
従って廃棄処分してください。
バッテリーを家庭ごみとして捨
てないでください。

重要事項

不適切なバッテリー、または入
れ方が正しくないバッテリー
コンポーネントの損傷
規定のバッテリーを使用して
ください。
バッテリーを組み込む際に、
極性が正しいか確認してくだ
さい。

新しいバッテリーをプラスター
ミナルを上にして組み込みま
す。

バッテリータイプ

Keyless Ride無線キー
CR 2032
バッテリーカバー 2 を取り付
けます。
メーターパネルでLED（赤）が点
滅します。
無線キーは再び機能することが
できます。

イグニッションキルスイッチ

1 イグニッションキルスイッ
チ

イグニッションキルスイッチ 1
により、電気駆動システムを素早
くOFFにすることができます。

A 電気駆動システムはOFFの
状態

B E-Scooterの走行可能状態
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後退走行

後退走行を操作する

警告

電気走行における知覚の悪化。
事故の危険
電気走行時には、エンジン音
がないため通行人およびその
他の通行車両がE-Scooter を
従来の車両のように知覚でき
ません。
特に注意して走行してくださ
い。

走行可能状態をオンにす
る ( 127)

後退走行の間中、ボタン 1 を押
したまま保ちます。

作動許可はディスプレイにR と
下向き矢印 1 により表示され
ます。
慎重にEスロットルグリップを
操作し、後退します。
E-Scooterは最大 3 km/hで後退
します。

後退走行中、矢印マーク 1 は点
灯しています。
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照明

ロービームおよびポジションラ
イト／パーキングライト
E-Scooterが作動可能な状態にな
ると同時に、パーキングライトが
自動的にオンになります。その
後、パーキングライトはさらに短
時間点灯し続けます。

E-Scooterが走行可能な状態にな
ると同時に、ロービームが自動的
にオンになります。

デイタイムランニングライト OE

装備
あるいは、昼間はロービームの代
わりにデイライトを ONにするこ
ともできます。

ハイビームとパッシングライト
作動可能状態をオンにす
る ( 55)

スイッチ 1 を前方へ押し、ハイ
ビームヘッドライトを ONにし
ます。
スイッチ 1 を後方へ引き、パッ
シングライトを操作します。

フォローミーホームライト
作動スタンバイを OFF にしま
す。

作動スタンバイをOFFにした直
後、スイッチ 1 を後方へ引き、
フォローミーホームライトが点
灯するまで引いたまま保持しま
す。
車両照明が 1分間点灯し、自動
的に再び消灯します。
これは、駐車後に家のドアまで
の通路を照らすためなどに使用
することができます。

パーキングライト
作動可能状態をオフにす
る ( 55)
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作動スタンバイをOFFにした直
後、パーキングライトがONにな
るまで、ボタン 1 を左方向へ押
した状態で保ちます。
パーキングライトをOFFにする
には、作動スタンバイをONにし
てから再びOFFにします。

デイライトを操作する
デイタイムランニングライト OE

装備

走行可能状態をオンにす
る ( 127)

デイタイムランニングライトを
オンにし、ロービームをオフに
するには、ボタン 1 を操作しま
す。

デイライトのアイコンが表
示されます。

暗闇またはトンネル内で：ボ
タン 1 を再度操作すると、デイ
ライトが OFFに、ロービームが
ONになります。

デイライトは、ロービーム
に比べて対向車からの視認

性に優れています。それにより、
昼間の視認性が向上します。

オートマチックデイライト
デイタイムランニングライト OE

装備

デイライトとロービーム
の切り替え（ポジション／

パーキングライトを含む）は自動
で行われます。

警告

オートマチックデイライトは
照明状況について自身で下す
判断に代われるものではない
事故が起こる危険
照明状況がよくない場合に
は、オートマチックデイライ
トをOFFにします。

メニュー設定、車両設定、ライ
ト で、機能オートマチックデイ
ライト をONにします。

自動デイライトのインジ
ケーターが点灯します。
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周囲輝度が特定の値を下回る
と、自動的にロービームがONに
なります (例えば、トンネルの
中)。十分な周囲輝度が検知さ
れると、デイライトは再度ONに
なります。

デイライトが ON の場合に
は、デイライト用インジ

ケーターが点灯します。

ライトが自動で ONになった場合
の手動操作
デイタイムランニングライト OE

装備

デイライトボタンを押すとデ
イライトがオフになり、ロービー
ムおよびフロントパーキングラ
イトがオンになります (トンネ
ルに入る際に、周囲の明るさが原
因でオートマチックデイライト
の反応が遅延する場合など)。
デイライトスイッチを再度操作
すると、オートマチックデイラ
イトは再び ONになります。つま
り、周囲の明るさが必要なレベル
に到達すると、デイライトは再び
ONになります。

オートマチックデイライト
デイタイムランニングライト OE

装備

デイライトとロービーム
の切り替え（ポジション／

パーキングライトを含む）は自動
で行われます。

警告

オートマチックデイライトは
照明状況について自身で下す
判断に代われるものではない
事故が起こる危険
照明状況がよくない場合に
は、オートマチックデイライ
トをOFFにします。

メニュー設定、車両設定、ライ
ト で、機能オートマチックデイ
ライト をONにします。

自動デイライトのインジ
ケーターが点灯します。

周囲輝度が特定の値を下回る
と、自動的にロービームがONに
なります (例えば、トンネルの
中)。十分な周囲輝度が検知さ
れると、デイライトは再度ONに
なります。

デイライトが ON の場合に
は、デイライト用インジ

ケーターが点灯します。

オートマチックデイライト
デイタイムランニングライト OE

装備

デイライトとロービーム
の切り替え（ポジション／

パーキングライトを含む）は自動
で行われます。
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警告

オートマチックデイライトは
照明状況について自身で下す
判断に代われるものではない
事故が起こる危険
照明状況がよくない場合に
は、オートマチックデイライ
トをOFFにします。

メニュー設定、車両設定、ライ
ト で、機能オートマチックデイ
ライト をONにします。

自動デイライトのインジ
ケーターが点灯します。

周囲輝度が特定の値を下回る
と、自動的にロービームがONに
なります (例えば、トンネルの
中)。十分な周囲輝度が検知さ
れると、デイライトは再度ONに
なります。

デイライトが ON の場合に
は、デイライト用インジ

ケーターが点灯します。

ハザードランプを操作する
作動可能状態をオンにす
る ( 55)

ハザードランプはバッテ
リーを消耗させます。ハ

ザードランプは必要な場合に
だけ使用するようにしてくださ
い。

ハザードランプが ON の状
態で片方のウインカース

イッチを押すと、押している間は
ハザードランプ機能に代わって
ウインカー機能が作動します。
ウインカースイッチを押すのを
やめると、再びハザードランプ機
能が作動します。

ボタン 1 を押すと、ハザードラ
ンプがONになります。
作動可能状態はオフにすること
ができます。
作動スタンバイを ONにしてボ
タン 1 を再度押すと、ハザード
ランプはOFFになります。

ウインカーを操作する
作動可能状態をオンにす
る ( 55)
メニュー設定、車両設定、ライ
ト を呼び出します。
コンフォートウインカー を
ONまたはOFFにします。
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左側ウインカーを ONにするに
は、ボタン 1 を左方向へ押しま
す。
右側ウインカーを ONにするに
は、ボタン 1 を右方向へ押しま
す。
ボタン 1 を押すと、ウインカー
がOFFになります。
コンフォートウインカーが
ON になっている場合は、車速
に応じた走行距離に達すると、
ウインカーは自動的にOFFにな
ります。

走行モード

走行モードの使用
BMW Motorradは、お客様がご自身
の状況に合わせて選択できるよ
うに、E-Scooterモーターサイク
ルの使用についてのシナリオを
作成しました：
ECO: 航続可能距離が最適化さ
れた走行。
RAIN:雨でぬれた路面でのライ
ディング。

ROAD:乾いた路面でのライディ
ング。

走行モードPro OE 装備
DYNAMIC: 乾いた路面でのダイ
ナミックな走行。

これらのシナリオでは、エンジン
（モーター）特性曲線、ASC/DTC制
御、回生スタビリティコントロー
ル（RSC）による最適な相互作用が
それぞれ用意されています。

走行モードを設定する
作動可能状態をオンにす
る ( 55)

ボタン 1 を押します。
選択可能な走行モードの詳
細情報については、「技術情

報」の章をご覧ください。
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現在有効な走行モード 2 はバッ
クグラウンドに移動し、選択可
能な最初の走行モード 3 が表示
されます。ガイドサポート 4 に、
利用可能な走行モード数が表示
されます。

選択矢印の横に希望する走行
モードが表示されるまで、ボタ
ン 1 を繰り返し押します。
選択した走行モードは約2秒後
にONになります。

盗難警報装置（DWA）

盗難防止装置(DWA) OE 装備

作動
作動可能状態をオンにす
る ( 55)
DWAを調整する ( 67)

作動スタンバイを OFF にしま
す。
無線キーのボタン 1 を2回押し
ます。
作動状態にするには約 30 秒か
かります。
ウインカーが2回点灯します。
操作音が 2回鳴ります（プログ
ラミングされている場合）。
DWAは ONの状態です。
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傾斜センサーを作動解除する
ため（E-Scooter が牽引搬送さ
れる際などに、激しい動きがア
ラーム発報の引き金になりうる
ため）、無線キーのボタン 1 を、
起動フェーズにある間に再度操
作します。
ウインカーが3回点灯します。
確認音が3回鳴ります (プログ
ラミングされている場合)。
傾斜センサーは作動解除されて
います。

アラーム信号
DWA アラームの発報は、以下に
よっても引き起こされることが
あります：
傾斜センサー
不正な車両キーによる始動の試
み。
DWAの接続の車両バッテリーか
らの切り離し（DWAバッテリーが
電源供給を行う。アラーム音の
み、ウインカーの点灯なし）

無線キーが受信範囲内にあ
るときには、傾斜センサー

によるアラームが抑えられま
す。

DWAバッテリーが放電している場
合には、車両バッテリーから接続
が切り離されている場合に行わ
れるアラームの発報ができなく
なる以外は、全機能が保持されて
います。

アラームの発報時間は約26 秒で
す。発報中は、アラーム音が鳴
り、ウインカーが点滅します。ア
ラーム音の種類はBMW Motorrad
ディーラーで調整することがで
きます。

発報しているアラームは、無線
キーのボタン 1 を押すことで中
断できます（DWA の作動解除不
要）。
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ライダーが不在の間にアラーム
が作動していた場合には、作動
スタンバイを ON にした時にア
ラーム音が 1回鳴ってそれを知
らせます。引き続き、DWA LED が
アラームの原因について1分間、
信号を発信します。
インジケーター／警告灯のライ
ト信号：
1回点滅：傾斜センサー 1
2回点滅：傾斜センサー 2
3回点滅：権限のない車両キー
によって作動スタンバイが
ONにされた
4 回点滅：DWA の車両バッテ
リーからの切り離し
5回点滅：傾斜センサー 3

作動解除
バリエーション 1：
イグニッションキルスイッチを
通常の操作ポジションにしま
す。
作動可能状態をオンにす
る ( 55)
ウインカーが1回点灯します。
操作音が 1回鳴ります（プログ
ラミングされている場合）。
DWAは OFFの状態です。

バリエーション 2：
無線キーのボタン 1 を1回押し
ます。

アラーム機能が無線キーで
作動解除され、続いて作動

スタンバイにならない場合には、
自動設定 が ON になっている限
り、アラーム機能は約 30 秒後に
自動的に再び作動します。

ウインカーが1回点灯します。
操作音が 1回鳴ります（プログ
ラミングされている場合）。
DWAは OFFの状態です。

DWAを調整する
作動可能状態をオンにす
る ( 55)
メニュー設定、車両設定、盗難
警報装置 を呼び出します。
以下の設定が可能です：
警告音 を調整する
傾斜センサー を ON にする／
OFFにする
確認音 を ONにする／ OFFにす
る
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自動設定 を ONにする／ OFFに
する
調整方法 ( 68)

調整方法
警告音:次第に強くなる／弱くな
るタイプまたは断続的なタイプ
のアラーム音を設定します。
傾斜センサー:傾斜センサーを作
動させ、車両の傾きをモニターし
ます。DWAはホイールの盗難や牽
引などの際に反応します。

車両の輸送時には、DWAが作
動するのを防ぐため、傾斜

センサーを作動解除してくださ
い。

確認音: DWAの ON/OFF後に、ウイ
ンカーの点灯に加えて鳴る確認
アラーム音。
自動設定:作動スタンバイOFF時
にアラーム機能を自動的に作動
状態にする。

タイヤ空気圧コントロール（RDC）

タイヤ空気圧モニター (RDC)OE

装備

規定圧警告を ONまたは OFFにす
る
最低タイヤ空気圧に達すると、
規定圧警告が表示されることが
あります。
メニュー設定、車両設定、RDC
を呼び出します。

規定圧警告 を ONまたは OFFに
します。

ヒーター

グリップヒーターの操作
グリップヒーター OE 装備
シートヒーター OE 非装備

グリップヒーターは、走行
スタンバイが ON になって

いるときにのみ作動させること
ができます。

走行可能状態をオンにす
る ( 127)

ボタン 1 を繰り返し押して、
希望の暖房レベル 2 をグリッ
プヒーターアイコン 3 の前に
表示させます。

グリップは 3段階で暖めること
ができます。

ヒーター出力（低）

ヒーター出力（中）
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ヒーター出力（高）

高い方のヒーターレベルではグ
リップを急速に温めることがで
きます。その後、1段階目に切
り替えてください。
それ以上変更が行われないと、
選択した暖房レベルが設定され
ます。
グリップヒーターをOFFにする
には、ボタン 1 を繰り返し押
して、グリップヒーターアイコ
ン 3 を非表示にします。

ヒーターを操作する
グリップヒーター OE 装備
シートヒーター OE 装備

グリップヒーターおよび
シートヒーターは、走行ス

タンバイが ONの状態のときにの
み作動させることができます。

走行可能状態をオンにす
る ( 127)

ボタン 1 を押します。

メニューヒーター が開きま
す。
グリップヒーター またはシー
トヒーター を選択します。
ご希望のヒーターレベルを選択
し、確定します。
選択されたヒーターレベルが、
ディスプレイのヒーターアイコ
ン 2 の左隣に表示されます。
ボタン 1 を押し、メニューヒー
ター を閉じます。
ヒーターを OFFにするか、前に
選択したヒーターレベルで再び
ONにする場合には、ボタン 1 を
長押しします。

設定されたヒーターレベ
ルは、作動スタンバイを

OFFにした後も維持されます。

ストレージコンパートメント

ストレージコンパートメントを
使用する
前提条件
作動スタンバイをONにします。
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重要事項

特に夏季の高温時にストレー
ジコンパートメントにおいて
収納されている物品、特に、
たとえば携帯電話などの電子
機器類の損傷
夏季には、熱に敏感な物をス
トレージコンパートメントに
入れないでください。
使用制限の可能性については
メーカーにお問い合わせおよ
びご確認ください。

重要事項

走行中の振動
収納されている携帯電話の損傷
収納されている携帯電話が当
該モーターサイクルでの使用
に適していることを確認して
ください。それに関する使用
制限についてはメーカーにお
問い合わせおよびご確認くだ
さい。

ストレージコンパートメントフ
ラップ 1 を、ボタン 2 を押して
開きます。
開かれたストレージコンパート
メントフラップは各種の品物を
置くには適していません。
ストレージコンパートメントフ
ラップ 1 を閉じるには、ロック
にしっかりと押し込みます。

ベンチレーション
充分に空気循環が行われるよう
に、ストレージコンパートメン
ト内の温度が35 °Cになるとファ
ンが ON になります。ストレー
ジコンパートメント内の温度が
30 °C を下回ると、ファンは再び
OFFになります。

スマートフォンを充電する
前提条件
作動スタンバイをONにします。

ストレージコンパートメントを
開きます。
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スマートフォン 2 のディスプ
レイを上に向けてスリット 1
に挿入します。
スマートフォンは固定されてい
ます。

充電ケーブルをスマートフォ
ン 2 と USB-C ポート 3 に接続
します。

BMW Motorrad は、ストレー
ジコンパートメント内で

のスマートフォンの充電用に、
BMW Motorrad USB ケーブルの使
用をお勧めします。市販の充電
ケーブルでは、場合によりスト
レージコンパートメント内で十
分な場所が得られず、損傷するお
それがあります。

ストレージコンパートメントフ
ラップ 4 を閉じます。

ご利用のための注意事項
このストレージコンパートメン
トは最大寸法 158 mm x 78 mm x
10 mmのスマートフォンに適して
います。場合によりホルダーに固
定できない小型の携帯電話用に、
BMW Motorrad はBMW Motorrad ス
マートフォンケースの使用をお
勧めします。

チャージ電流
最大 1.5 A の充電電流（最大充
電出力 7.5 W）を利用可能な 5 V
USB-C充電ポートを用います。

ヘルメット用コンパートメント

ヘルメットコンパートメントを
取り扱う
作動スタンバイを ON にしま
す。
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ヘルメットコンパートメントフ
ラップ 1 をボタン 2 で開きま
す。

ストレージコンパートメン
トの照明は、作動スタンバ

イをONにするとONになります。
作動スタンバイ OFF の後、スト
レージコンパートメントライ
トがさらに短時間点灯し続けま
す。

ヘルメット収納スペース
の積載

max 8 kg
開かれたヘルメットコンパート
メントフラップは各種の品物を
置くには適していません。
ヘルメットコンパートメントフ
ラップ 1 を閉じるには、中央部
分をしっかりと押して、ロック
に押し込みます。
ヘルメットコンパートメントフ
ラップが両方のロックフックに
音を立ててかみ合います。

ヘルメットコンパートメントの
緊急ロック解除
サイドフェアリングを取り外
す ( 156)

タブ 1 を必要に応じてツール
キットを使用して矢印の方向に
引きます。
ヘルメットコンパートメントを
ロック解除します。
サイドフェアリングを取り付け
る ( 157)
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一般的な情報

警告

警告

走行中のスマートフォンの操作
事故の危険性があります
それぞれ適用される道路交通
規則を確認し、遵守してくだ
さい。
走行中にスマートフォンは使
用しないでください。ハンズ
フリーユニットによる電話な
ど、操作なしの使用は例外と
なります。

警告

交通状態から注意が逸れ、制御
不能になる危険
統合型情報システムおよび通
信機器を走行中に操作するこ
とで事故を起こす危険
これらのシステムおよび装置
の操作は、それが可能な交通
状況のもとでのみ行ってくだ
さい。
必要に応じて停車し、システ
ムまたは装置を停止状態で操
作してください。

Connectivity機能
Connectivity機能にはメディア、
電話とナビゲーション領域が含
まれます。Connectivity機能は、
TFTディスプレイが携帯端末機器
およびヘルメットと接続されて
いる場合に利用することができ
ます ( 87)。Connectivity 機
能に関する詳細情報について
はこちらをご覧ください：
bmw-motorrad.com/connectivity

携帯端末機器によっては、
Connectivity機能の範囲が

制限される可能性があります。

BMW Motorrad Connected App
BMW Motorrad Connected Appで、
利用情報および車両情報を呼び
出すことができます。ナビゲー
ションなどのいくつかの機能を
利用するには、アプリがモバイ
ル端末にインストールされ、TFT
ディスプレイと接続されている
必要があります。Appを使用して
目的地ガイドをスタートさせて、
ナビゲーションを調整します。

iOS オペレーティングシ
ステム搭載機器などの一

部の携帯端末機器では、使用前
にBMW Motorrad Connected Appを
呼び出す必要があります。

https://www.bmw-motorrad.com/connectivity
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本書の記述について
編集終了後に、TFT ディスプレ
イの更新が行われる可能性が
あります。そのため、本書の記
述が実際の車両とは異なる場合
があります。更新情報について
は、bmw-motorrad.com/service
でご確認いただけます。

原理

操作エレメント

ディスプレイの全内容の操作は、
マルチコントローラー 1 およ
びMENU 2 ロッカーボタンで行い
ます。
状況に応じて以下の機能が可能
です。

マルチコントローラーの機能
マルチコントローラーを上に回
す：
リストのカーソルを上に移動さ
せます。
設定を行います。
音量を上げます。

マルチコントローラーを下に回
す：
リストのカーソルを下に移動さ
せます。
設定を行います。
音量を下げます。

マルチコントローラーを左に傾
ける：
機能を操作フィードバックに
従って作動させます。
機能を左に、または前に戻るよ
うに作動させます。
設定後、メニュー画面に戻りま
す。
メニュー画面で：一階層上に切
り替えます。
メニューMy Motorcycle で：メ
ニュー画面をさらにスクロール
します。
Pure Ride 画面で：前のスプ
リットスクリーン表示までスク
ロールします。

マルチコントローラーを右に傾
ける：
機能を操作フィードバックに
従って作動させます。
選択を確定します。
設定を確定します。
メニューステップを先にめくり
ます。
リストで右にスクロールしま
す。

https://www.bmw-motorrad.com/service
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メニューMy Motorcycle で：メ
ニュー画面をさらにスクロール
します。
Pure Ride 画面で：次のスプ
リットスクリーン表示までスク
ロールします。

MENUロッカーボタンの機能
メニューナビゲーションが
呼び出されていない場合、

ナビゲーション指示はダイアロ
グ形式で表示されます。モメン
タリボタン MENUの操作は一時的
に制限されます。
MENUの上を短押しする：
メニュー画面で：一階層上に切
り替えます。
Pure (Ride)画面で：ステータ
スバー用の表示を切り替えま
す。

MENUの上を長押しする：
メニュー画面で：Pure Ride 画
面を開きます。

MENUの下を短押しする：
一階層下に切り替えます。
最下層に達した場合は機能しま
せん。

MENUの下を長押しする：
MENU ロッカーボタンの上を長
押ししてメニューを切り替えた
後に、前回呼び出したメニュー
に戻ります。

スタートメニューでの操作情報

操作情報は、どのような操作が
可能／不可能であるかを示しま
す。

操作情報の意味：
操作情報 1：左端に達していま
す。
操作情報 2：右へスクロールす
ることができます。
操作情報 3：下へスクロールす
ることができます。
操作情報 4：左へスクロールす
ることができます。
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サブメニューの操作情報
スタートメニューの操作情報に
加えて、サブメニューにもそれ以
外の操作情報があります。

操作情報の意味：
操作情報 1：現在の表示は階層
メニューの中にあります。アイ
コンはサブメニュー階層を示し
ます。2つのアイコンはサブメ
ニュー階層が2つ以上あること
を示します。上の階層に戻れる
かどうかに応じて、アイコンの
色は変化します。
操作情報 2：さらなるサブメ
ニュー階層を呼び出すことがで
きます。
操作情報 3：項目の数が、表示
できる数を超えています。

機能をONまたはOFFにする

メニュー項目の一部の前には
ボックスが表示されています。
このボックスは、機能が ONまた
はOFFであるかを示しています。
メニュー項目の後ろにあるアク
ションアイコンは、マルチコント
ローラーを右に短く傾けると何
がどのように切り替わるのかを
具体的に示しています。
ONと OFFの例：
アイコン 1 は、機能が ON であ
ることを示しています。
アイコン 2 は、機能がOFFであ
ることを示しています。
アイコン 3 は、機能をOFFにで
きることを示しています。
アイコン 4 は、機能を ON にで
きることを示しています。

Pure (Ride)画面を表示する
MENU ロッカースイッチ上側を
長押しします。
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メニューの呼出し

Pure (Ride) 画面を表示す
る ( 79)
ボタン 2 を下方向へ短く押し
ます。

以下のメニューを呼び出すこと
ができます：
My Motorcycle
ナビゲーション
メディア
電話
設定
マルチコントローラー 1 を右
に繰り返し短押しして、希望の
メニュー項目をマークします。
ボタン 2 を下方向へ短く押し
ます。

メニュー設定は停車時のみ
呼び出すことができます。

リストのカーソルを移動させる

メニューの呼出し ( 80)
リストのカーソルを下に移動さ
せるには、希望の項目がマーク
されるまで、マルチコントロー
ラー 1 を下に回します。
リストのカーソルを上に移動さ
せるには、希望の項目がマーク
されるまで、マルチコントロー
ラー 1 を上に回します。

選択を確定する

希望の項目を選択します。
マルチコントローラー 1 を右
に短押しします。
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前回使用したメニューを呼び出
す
Pure Ride 画面で：MENU ロッ
カースイッチ下側を長押ししま
す。
前回使用したメニューが呼び出
されます。前回マークした項目
が選択されています。

ステータスバー用の表示を切り
替える
前提条件
モーターサイクルが停車してい
ること。Pure (Ride)画面が表示
されていること。

作動可能状態をオンにす
る ( 55)
TFT ディスプレイでは、オン
ボードコンピューター（例：
TRIP 1）およびトリップコン
ピューター（例：TRIP 2）からの
公道での走行用に必要なすべて
の情報が利用可能です。この情
報は上側のステータス欄に表示
することができます。
タイヤ空気圧モニター (RDC)OE

装備
さらに、タイヤ空気圧モニター
の情報も表示することができま
す。
上側ステータスバーの内容を選
択する ( 82)

ボタン 1 を長押しして、
Pure Ride 画面を表示させま
す。
ボタン 1 を繰り返し短押しし
て、上側のステータス欄 2 の値
を選択します。

次の値を表示可能です：
オドメーター

トリップメーター1

トリップメーター2

燃費 1（平均）

燃費2（平均）

回生1

回生 2

走行時間1
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走行時間2

停止 1

停止 2

速度 1（平均）

速度2（平均）

タイヤ空気圧モニター (RDC)OE

装備
タイヤ空気圧

上側ステータスバーの内容を選
択する
メニュー設定、表示、コンテン
ツステータスライン を呼び出
します。
ご希望の表示をONにします。
上側ステータスバーでは、選択
されている表示の中で切り替
えることができます。何も表示
が選択されていない場合には、
バッテリー充電レベルと航続可
能距離が表示されます：

バッテリー充電レベル

航続可能距離

設定を行う

希望の設定メニューを選択して
確定します。
マルチコントローラー 1 を下
に回して、希望の設定をマーク
します。
操作情報がある場合は、マルチ
コントローラー 1 を右に傾け
ます。
操作情報がない場合は、マルチ
コントローラー 1 を左に傾け
ます。
設定が保存されました。

制限速度情報を ONまたは OFFに
する
前提条件
車両は互換性のある携帯端末
機器と接続されています。モバ
イル端末機器にBMW Motorrad
Connected アプリがインストー
ルされています。

速度制限の情報 は、（ナビゲー
ションのマップデータの編集者
により提供されている範囲内
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で）現在許容されている最高速
度を示します。
メニュー設定、表示 を呼び出し
ます。
速度制限の情報 を ON または
OFFにします。

お気に入りボタン

メニュー設定、システム設定、
お気に入りボタン、スター で選
択します。
ご希望の機能または割り当てな
し を選択します。
ボタン 1 を操作するたびに、
選択された機能が呼び出されま
す。

PURE RIDE画面

駆動システム表示

1 回生トルク
2 現在の回生トルクまたは駆

動トルク
3 駆動トルクの範囲

制限

アイコン 1 は、エネルギー回生
が制限されていることを示しま
す。
アイコン 4 は、出力が制限され
ていることを示します。
制限とともに以下のアイコンが
ディスプレイ右上に表示されま
す：
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アイコン 2：エネルギー回生は
著しく制限されています。
アイコン 3：出力は著しく制限
されています。
制限には様々な原因がありえま
す。制限の原因はマークの色 1
または 4 で表示されます：
グレー：走行モードによる制限
黄：システム上の制限。たと
えば温度、バッテリー充電レベ
ル、継続的にかかる負荷、シス
テムエラーなど。

高すぎる負荷が継続的にか
かっている場合に利用可能

な出力を一時的に制限すること
は、バッテリーの早期劣化を防ぎ
ます。

航続可能距離とバッテリー充電
レベル

航続可能距離 2 は、現在のバッ
テリー充電レベル 1 であとどの
くらいの距離を走行できるのか
を示します。

PURE画面

表示

車両が走行スタンバイの状態で
ない場合、Pure Ride 画面の代わ
りにPure 画面がディスプレイに
表示されます。
バッテリー充電レベル 1 およ
び航続可能距離 2 が表示されま
す。

スプリットスクリーン

スプリットスクリーンを ON に
し、表示を選択する

Pure (Ride) 画面を表示す
る ( 79)
ご希望の表示が表示されるま
で、Multi-Controller 1 を右ま
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たは左に繰り返し短押ししま
す。
またはその代わりに、Multi-
Controller 1 を右に長押しす
ると、スプリットスクリーンで
最後に選択した表示に戻りま
す。

以下の表示を選択することがで
きます：
オンボードコンピュータ
トリップコンピュータ
ナビゲーション
メディア

選択された表示は、作動スタン
バイをOFFにした後も保持され
ます。

スプリットスクリーンを OFF に
する

Pure (Ride) 画面を表示す
る ( 79)
スプリットスクリーンが
非表示になるまで、Multi-
Controller 1 を左に繰り返し
短押しします。

またはその代わりに、Multi-
Controller 1 を左に長押しし
ます。

一般的な設定

音量を調整する
ライダー用ヘルメットとパッセ
ンジャー用ヘルメットを接続し
ます。( 88)
音量を上げる：マルチコント
ローラーを上方向に回します。
音量を下げる：マルチコント
ローラーを下方向に回します。
ミュート切替：マルチコント
ローラーを完全に下方向に回し
ます。
ミュート設定時には、メディア
再生が一時停止になります。

日付を設定する
作動可能状態をオンにす
る ( 55)
メニュー設定、システム設定、
日付および時刻、日付の設定 を
呼び出します。
日、月 および年 を調整します。
設定を確定します。

日付の表示形式を設定する
メニュー設定、システム設定、
日付および時刻、日付表示方
法 を呼び出します。
希望の設定を選択します。
設定を確定します。
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時計を調整する
作動可能状態をオンにす
る ( 55)
メニュー設定、システム設定、
日付および時刻、時刻の設定 を
呼び出します。
時間 および分 を調整します。

表示時刻形式を設定する
メニュー設定、システム設定、
日付および時刻、時刻表示方
法 を呼び出します。
希望の設定を選択します。
設定を確定します。

測定単位を設定する
メニュー設定、システム設定、
単位 を呼び出します。

設定可能な単位は以下の通りで
す：
タイヤ空気圧モニター (RDC)OE

装備
圧力
温度
車速
燃費

言語を設定する
メニュー設定、システム設定、
言語 を呼び出します。

設定可能な言語は以下の通りで
す：
ドイツ語
英語（UK）
英語（US）
スペイン語

フランス語
イタリア語
オランダ語
ポーランド語
ポルトガル語（ブラジル）
ポルトガル語（ポルトガル）
トルコ語
ロシア語
ウクライナ語
中国語
日本語
韓国語
タイ語
ルーマニア語

明るさを調整する
メニュー設定、表示、明るさ を
呼び出します。
明るさを調整します。
ディスプレイの明るさは、周囲
の明るさが所定のレベルを下回
ると、設定されている値に減光
されます。

すべての設定をリセットする
メニュー設定 のすべての設定
を工場設定にリセットすること
ができます。
メニュー設定 を呼び出しま
す。
すべてリセットする を選択し、
確定します。

以下のメニューの設定がリセッ
トされます：
車両設定
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システム設定
接続
表示
情報

現在あるBluetooth接続は削除
されません。

BLUETOOTH

近距離無線技術
Bluetoothでは、周辺の無線技術
が問題となります。Bluetooth機
器はショートレンジデバイス（限
定された受信可能距離で伝送）
として、2.402...2.480 GHz 間の
ライセンスフリーの ISM帯域（産
業、科学、医療帯域）で通信しま
す。この機能は世界中で免許不
要で利用することができます。
Bluetoothは、接続を短距離でで
きるかぎり確実に確立するよう
に設計されてはいるものの、各種
の無線技術により障害が発生す
るおそれがあります。接続が阻
害されたり、短時間中断された
り、まったく機能しなくなること
もありえます。特に、複数の機器
を 1 つの Bluetooth ネットワー
クで利用している場合、あらゆる
状況で操作がスムーズに行われ
るという保証はありません。

考えられるノイズ源：
電波塔などによる妨害磁界。
実装されているBluetooth標準
規格が不十分な機器。
周辺に他のBluetooth対応機器
がある。
メタル製シールドまたは身体。

Pairing
2つの Bluetooth機器間の接続を
確立する前に、双方の機器がお互
いを認識できている必要があり
ます。この相互認識の手順を「ペ
アリング」と言います。一度認識
したデバイスは登録されるので、
ペアリングの作業は最初に行う
だけですみます。

iOS オペレーティングシ
ステム搭載機器などの一

部の携帯端末機器では、使用前
にBMW Motorrad Connected Appを
呼び出す必要があります。

ペアリングの際、TFTディスプレ
イは自分の受信範囲内にある他
の Bluetooth 対応機器をサーチ
します。ユニットが認識される
ためには、以下の条件が満たされ
なくてはなりません。
当該機器の Bluetooth 機能が
ONになっていること
当該機器が他から「検知可能」に
なっていること
その他のBluetooth対応機器が
OFFになっていなければなりま
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せん（携帯電話やナビゲーショ
ンシステムなど）。

そのために必要な手順について
は、お客様コミュニケーションシ
ステムの取扱説明書を確認して
ください。

ペアリングを行う
メニュー設定、接続 を呼び出し
ます。
メニュー接続 では、
Bluetooth 接続を設定、管理、
削除することができます。以下
のBluetooth接続が表示されま
す：
携帯機器
ライダー
パッセンジャー

携帯端末機器の接続ステータス
が表示されます。

モバイル端末機器を接続する
ペアリングを行いま
す。( 88)
モバイル端末機器の
Bluetooth 機能を ON にします

（モバイル端末機器の取扱説明
書を参照）。
携帯機器 を選択し、確定しま
す。
新しい携帯機器のペアリン
グ を選択し、確定します。

携帯端末機器をサーチします。

ペアリング中、下側のス
テータス欄で点滅します。

認識可能な携帯端末機器が表示
されます。
モバイル端末機器を選択し、
確定します。
モバイル端末機器に関する指示
を確認し、遵守してください。
コードが一致していることを確
認します。
接続が確立され、接続ステータ
スが更新されます。
接続が確立されない場合、トラ
ブルシューティングが解決に役
立つことがあります。( 184)
モバイル端末機器によっては、
電話データが自動的に車両に伝
送されます。
電話データ ( 98)
電話帳が表示されない場合、
トラブルシューティングが
解決に役立つことがありま
す。( 185)
Bluetooth接続が想定通りに機
能しない場合、トラブルシュー
ティングが解決に役立つことが
あります。( 185)

ライダー用ヘルメットとパッセ
ンジャー用ヘルメットを接続す
る
ペアリングを行いま
す。( 88)
ライダー またはパッセン
ジャー を選択し、確定します。
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ヘルメットのコミュニケーショ
ンシステムを認識可能にしま
す。
新しいペアリング (ライダー)
または新しいペアリング(タン
デム) を選択し、確定します。

ヘルメットをサーチします。

ペアリング中、下側のス
テータス欄で点滅します。

認識可能なヘルメットが表示さ
れます。
ヘルメットを選択し、確定しま
す。
接続が確立され、接続ステータ
スが更新されます。
接続が確立されない場合、トラ
ブルシューティングが解決に役
立つことがあります。( 184)
Bluetooth接続が想定通りに機
能しない場合、トラブルシュー
ティングが解決に役立つことが
あります。( 185)

接続を削除する
メニュー設定、接続 を呼び出し
ます。
接続の削除 を選択します。
接続を個別に削除するには、
接続を選択してから確定しま
す。
すべての接続を削除するには、
すべての接続の削除 を選択し、
確定します。

WLAN

WLAN接続
携帯電話からTFTディスプレイに
地図画面を伝送するため、WLAN接
続が使用されます。機能範囲を
完全に利用できるようにするた
め、WLANを携帯電話で ONにする
必要があります。WLAN の作動設
定に関する詳細情報については、
携帯電話の取扱説明書を参照し
てください。
WLAN ネットワーク数の多さなど
の場所的な条件に応じて、一時的
な制約や接続障害が発生するこ
とがあります。
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MY MOTORCYCLE

スタート画面

1 チェックコントロール表示
表示 ( 26)

2 クーラント温度ステータ
ス ( 40)

3 航続可能距離 ( 84)
4 オドメーター
5 サービス表示 ( 50)
6 タイヤ空気圧（リヤ）

( 45)
7 ハイボルテージバッテリー

温度ステータス
8 タイヤ空気圧（フロン

ト）( 45)
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操作情報

操作情報 1：左または右へどの
程度スクロールできるかを示す
タブ。
操作情報 2：現在のメニュー画
面の位置を示すタブ。

メニュー画面でスクロールする

メニューMy Motorcycle を呼び
出します。
右にスクロールするには、マル
チコントローラー 1 を右に短
押しします。
左にスクロールするには、マル
チコントローラー 1 を左に短
押しします。

以下の画面がメニューMy
Motorcycle に含まれています：

MY MOTORCYCLE
オンボードコンピュータ
トリップコンピュータ
タイヤ空気圧モニター (RDC)OE

装備
タイヤ空気圧
サービス実施時期
チェックコントロール（ある場
合）
タイヤ空気圧およびチェックコ
ントロールメッセージに関する
詳細情報は、「表示」の章に記載
されています。

チェックコントロールメッ
セージが、状況に合わせ

て、メニューMy Motorcycle のメ
ニュー画面に追加タブとして付
加されます。

オンボードコンピューターおよ
びトラベルボードコンピュー
ター
メニュー画面オンボードコン
ピュータ およびトリップコン
ピュータ は、平均値などの車両
データおよび走行データを表示
します。
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サービス時期の表示

次回サービスまでの期間が 1か
月以内になるか、次回サービスま
での距離が 1000 km 以内になる
と、チェックコントロールメッ
セージが白色で表示されます。
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オンボードコンピューター

オンボードコンピューターを呼
び出す
メニューMy Motorcycle を呼び
出します。
メニュー画面オンボードコン
ピュータ が表示されるまで、
右へスクロールします。
またはその代わりに、オンボー
ドコンピューターをスプリット
スクリーンに表示させることも
できます。
スプリットスクリーンを ONに
し、表示を選択する ( 84)

オンボードコンピューターをリ
セットする
オンボードコンピューターを呼
び出す ( 93)
MENU ロッカースイッチ下側を
押します。
すべての値をリセットする ま
たは個々の値をリセットす
る を選択し、確定します。

以下の値を個別にリセットする
ことができます：

走行

現在

速度

燃費

回生1

トリップコンピューターを呼び
出す
オンボードコンピューターを呼
び出す ( 93)
メニュー画面トリップコン
ピュータ が表示されるまで、
右へスクロールします。
またはその代わりに、トリップ
コンピューターをスプリットス
クリーンに表示させることもで
きます。
スプリットスクリーンを ONに
し、表示を選択する ( 84)

トリップコンピューターをリ
セットする
トリップコンピューターを呼び
出す ( 93)
MENU ロッカースイッチ下側を
押します。
自動的にリセットする また
はすべての値をリセットす
る を選択し、確定します。
自動的にリセットする が選択
されている場合、作動スタンバ
イOFF後に 6時間以上が経過し
て日付が変わると、トリップコ
ンピューターは自動的にリセッ
トされます。
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ナビゲーション

警告

警告

走行中のスマートフォンの操作
事故の危険性があります
それぞれ適用される道路交通
規則を確認し、遵守してくだ
さい。
走行中にスマートフォンは使
用しないでください。ハンズ
フリーユニットによる電話な
ど、操作なしの使用は例外と
なります。

警告

交通状態から注意が逸れ、制御
不能になる危険
統合型情報システムおよび通
信機器を走行中に操作するこ
とで事故を起こす危険
これらのシステムおよび装置
の操作は、それが可能な交通
状況のもとでのみ行ってくだ
さい。
必要に応じて停車し、システ
ムまたは装置を停止状態で操
作してください。

前提条件
車両が互換性のある携帯端末機
器と Bluetooth 経由で接続され
ていること。

接続されている携帯端末機器
にBMW Motorrad Connected Appが
インストールされていること。

iOS オペレーティングシ
ステム搭載機器などの一

部の携帯端末機器では、使用前
にBMW Motorrad Connected Appを
呼び出す必要があります。

地図画面を表示する
前提条件
Bluetoothでペアリングされてい
る携帯電話で WLAN が ON になっ
ています。

モバイル端末機器を接続しま
す。( 88)
BMW Motorrad Connected アプリ
を呼び出します。
メニューナビゲーション を呼
び出します。

画面ナビゲーション がスプ
リットスクリーンで選択さ

れている状態で、メニューナビ
ゲーション が呼び出されると、
スプリットスクリーン画面が自
動的に終了し、ナビゲーション
がTFTディスプレイ全体に表示さ
れます。



95
目的地アドレスを入力する
モバイル端末機器を接続しま
す。( 88)
BMW Motorrad Connected アプリ
を呼び出し、目的地ガイドをス
タートさせます。
TFTディスプレイでメニューナ
ビゲーション を呼び出しま
す。
アクティブな目的地ガイドが表
示されます。
モバイル端末で WLAN が ON に
なっていない場合、目的地ガイ
ドは矢印によるナビゲーション
で表示されます。
有効なルート案内が表示されな
い場合、トラブルシューティン
グが解決に役立つことがありま
す。( 185)

目的地を直近の目的地から選択
する
メニューナビゲーション、前回
の目的地 を呼び出します。
目的地を選択し、確定します。
ルート案内を開始 を選択しま
す。

目的地をお気に入りから選択す
る
メニューお気に入り は、
BMW Motorrad Connected アプ
リでお気に入り登録されている
すべての目的地を表示します。
TFTディスプレイでは新しいお

気に入りを登録することはでき
ません。
メニューナビゲーション、お気
に入り を呼び出します。
目的地を選択し、確定します。
ルート案内を開始 を選択しま
す。

追加目的地を入力する
観光地などの追加目的地を地図
に表示させることができます。
メニューナビゲーション、POI
を呼び出します。

以下の場所を選択することがで
きます：
現在地で
目的地で
ルートに沿って
どの場所で追加目的地を検索す
るか、選択してください。

例えば、以下の追加目的地を選択
することができます：
ガソリンスタンド
追加目的地を選択し、確定しま
す。
ルート案内を開始 を選択し、
確定します。

ルート基準を決定する
メニューナビゲーション、ルー
トの基準 を呼び出します。

以下の基準を選択することがで
きます：
ルートタイプ
回避
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希望のルートタイプ を選択し
ます。
ご希望の回避 を ON または
OFFにします。

有効にした回避の数がカッコ内
に表示されます。

ルート情報を表示します
メニューナビゲーション、
設定 を呼び出し、メニュー項
目ルート情報 を選択します。

以下の選択肢から選ぶことがで
きます：
目的地
経由地点
ご希望の項目を選択します。
残りの距離および時間が表示さ
れます。

ルート案内を編集します
メニューナビゲーション、新し
い目的地 を呼び出します。

以下の目的地から選択すること
ができます：
前回の目的地
お気に入り
POI
目的地を 3 つの目的地カテゴ
リーの1つから選択します。
ルートガイダンスの編集 を目
的地入力で選択します。
経由地点として追加 を選択す
ると、選択した目的地をウェイ
ポイントとして追加できます。

ルート案内を開始 を選択する
と、現在の目的地を上書きでき
ます。

ルート案内を終了する
メニューナビゲーション、作動
中のルート案内 を呼び出しま
す。
ルート案内を終了 を選択して
確定するか、マルチコントロー
ラーを左へ傾けます。

音声指示をONまたはOFFにする
ライダー用ヘルメットとパッセ
ンジャー用ヘルメットを接続し
ます。( 88)
ナビゲーションはコンピュー
ター音声による読み上げが可
能です。そのためには音声案
内 が ONになっている必要があ
ります。
メニューナビゲーション、作動
中のルート案内 を呼び出しま
す。
音声案内 を ONまたは OFFにし
ます。

直前の音声指示を繰り返す
メニューナビゲーション、作動
中のルート案内 を呼び出しま
す。
現在の音声案内 を選択し、確定
します。
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メディア

前提条件
車両が互換性のある携帯端末機
器および互換性のあるヘルメッ
トと接続されていること。

音楽再生を制御する

メニューメディア を呼び出し
ます。

BMW Motorrad は、走行前に
モバイル端末機器のメディ

アおよび通話の音量を最大に設
定することを推奨します。

音量を調整する ( 85)
次のタイトル（トラック）：マル
チコントローラー 1 を右に素
早く傾けます。
前のタイトル（トラック）または
現在のタイトル（トラック）の出
だし：マルチコントローラー 1
を左に素早く傾けます。
コンテキストメニューを呼び出
す：ボタン 2 を下方向へ押し
ます。

携帯端末機器によっては、
Connectivity機能の範囲が

制限される可能性があります。

コンテキストメニューでは以下
の機能を利用できます：
再生 または一時停止。
検索および再生には、カテゴ
リー現在の再生、すべてのアー
ティスト、すべてのアルバム ま
たはすべてのタイトル を選択
します。
プレイリスト を選択します。

サブメニューオーディオ設定 で
は以下の設定を行うことができ
ます：
ランダム再生 を ON または
OFFにします。
リピート：OFF、ON（現在のタイ
トル）またはすべて を選択しま
す。

プレイリストがTFTディスプレ
イに表示されない場合、トラブ
ルシューティングが解決に役立
つことがあります。( 185)

電話

前提条件
車両が互換性のある携帯端末機
器および互換性のあるヘルメッ
トと接続されていること。
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電話する

メニュー電話 を呼び出しま
す。

着信時にはポップアップが
開きます。

電話を受ける：マルチコント
ローラー 1 を右に傾けます。
電話を拒否する：マルチコント
ローラー 1 を左に傾けます。
通話を終了する：マルチコント
ローラー 1 を左に傾けます。

ミュートスイッチ
通話が有効な際に、ヘルメットの
マイクロフォンをミュートに切
り替えることができます。

複数の相手との通話
通話中に、別の相手からの着信を
受けることができます。最初の
通話は保留になります。継続中
の通話の数がメニュー電話 に表
示されます。2つの通話間で切り
替えを行うことができます。

電話データ
モバイル端末機器によっては、
ペアリング ( 87) 後に電話
データが車両に自動的に伝送さ
れます。
電話帳：モバイル端末機器に保
存されているコンタクトリスト
通話履歴：モバイル端末機器で
の通話リスト
お気に入り：モバイル端末機器
に保存されているお気に入りリ
スト

ソフトウェアバージョンを表示
する

メニュー設定、情報、ソフト
ウェアバージョン を呼び出し
ます。

ライセンス情報を表示する

メニュー設定、情報、ライセン
ス を呼び出します。
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ミラー

ミラーを調整する

ミラーの端を軽く押して、ご希
望の位置に調整します。

ミラーの調整範囲がミラー
を正しく調整するには十分

でない場合、ミラーアームの位置
を調整する必要があります。

ミラーアームを調整する

ミラーアーム接続部にかぶせて
ある保護キャップ 1 を上へず
らします。
ナット 2 を適切なツールを使
用して外します。
ミラーアームをご希望の位置に
回します。

ミラーアームを保持しながら、
ナット 2 を締付けトルクで締
め付けます。

左ミラー（ロックナット）
とアダプター

M10
22 Nm (左ネジ)
保護キャップ 1 をねじ止め部
の上にずらします。

ヘッドライト

光軸およびスプリングプリロー
ド
通常、積載条件に応じてスプリン
グプリロードを調整することに
より、光軸は常に一定になりま
す。
光軸調整が正しいか疑いのある
場合には、BMW Motorrad ディー
ラーにお問い合わせください。

光軸を調整する
フロントフェアリングを取り外
す ( 156)
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積載負荷が高い場合には、対向車
を幻惑しないようにするため、
スプリングプリロードを調整す
る必要があります。スプリング
プリロードの調整が十分でない
場合には、さらに光軸をヘッド
ライトで修正する必要がありま
す。
光軸をアジャストスクリュー 1
で調整します。
フロントフェアリングを取り付
ける ( 156)

E-Scooterで再び、より低い積載
荷重で走行する際には、
ヘッドライトの基本調整を専
門の整備工場に、できれば、
BMW Motorradパートナーに依頼
してください。

スプリングプリロード

調整
リヤホイールのスプリングプリ
ロードはE-Scooterの積載量に適
合させる必要があります。積載
荷重が重くなれば、スプリングプ
リロードを高く調整し、重量が軽
くなれば、それに合わせてスプリ
ングプリロードも低く調整する
必要があります。

スプリングストラットでのスプ
リングプリロードの調整
E-Scooterを平坦で安定した路
面の上に停車します。

ロックナット 2 を緩めます。
スプリングプリロードを高くす
るには、ツールキット 1 を使用
して調整リングを矢印の方向 A
に回します。
スプリングプリロードを低くす
るには、ツールキット 1 を使用
して調整リングを矢印の方向 B
に回します。
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リアスプリングプリロー
ドの基本調整

スプリング長さ（基本設定）：
257.5 mm ( ライダー乗車時（85
kg）)
スプリング長さ（基本設定）：
257.5 mm (1 名乗車時、荷物積
載なし)
スプリング長さ（基本設定）：
247.5 mm (1 名乗車時、荷物積
載あり)
スプリング長さ（基本設定）：
227.5 mm ( 後席乗車時、荷物積
載あり)
ロックナット 2 を締め付けま
す。
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原理

車両は、搭載された電動駆動シ
ステムにより完全にゼロエミッ
ションで走行します。
専用のハイボルテージバッテ
リーが、エレクトリカルマシンに
エネルギーを供給します。
発進、加速または高速走行など
のすべての走行条件において、
強力なトルクを持つエレクトリ
カルマシンがダイナミックな走
行特性を可能にします。
ハイボルテージバッテリーは、
駐車中などには充電ケーブルを
介して、そして走行中にはエネル
ギー回生システムにより充電さ
れます。
専用の電源接続部を介してさら
に迅速に充電することができま
す。また、住宅などでは家庭で一
般的なコンセントを介しても充
電することができます。

エネルギー回生
走行中、ハイボルテージバッテ
リーはエネルギー回生システ
ムにより充電されます。エネル
ギー回生システムにより、減速
時のエネルギー損失が極めてわ
ずかに抑えられます。車両の制
動時に、エレクトリカルマシン
がジェネレーターのように機能
し、一部またはすべての放出され
た運動エネルギーを電気エネル
ギーに変換します。それにより、

ハイボルテージバッテリーが一
部再充電され、最大航続距離が
可能になります。この充電は、ス
ロットルグリップを閉位置にし
て走行中または回生運転中に行
われます。
減速によるエネルギー回生に関
する詳細情報については、章「走
行」( 128) を参照してくださ
い。
メーターパネルの領域CHARGE に
マークが表示されます。予測を
しながらの走行および早期の減
速が、車両のエネルギー回生シス
テムを最大限に利用するために
重要となります。

一般的な情報

危険

電流に関する不適切な取り扱
い。
人的または物的損傷（感電や火
災などによる）。
安全規定を確認し、遵守して
ください。
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重要事項

充電システムにおける使用前
点検の欠落
物的損傷および電流供給網の
過負荷
初回のチャージプロセスの前
に、電気専門技師に充電場所
における充電システムの点検
を依頼してください。

注意

充電スタンドにおける注意事
項の無視
感電や火災などによる人的ま
たは物的損傷
充電スタンドの注意事項を遵
守してください。

重要事項

充電システムの状態不備
摩耗したコンタクトまたは損
傷などによる火災の危険
充電システムは必ず支障のな
い状態で使用します。

危険

充電ソケットを正しく清掃し
なかった場合。
感電や火災などにより人的ま
たは物的損傷のおそれがあり
ます。
専門教育を受けた作業員のみ
が清掃を許可されています。

E-Scooter を、充電レベル
が低すぎる状態で長い間置

いたままにしておかないでくだ
さい。
駐車状態が長くなる場合には、
その前に、充電レベルインジケー
ターを使用して、ハイボルテー
ジバッテリーがフル充電されて
いることを確認してください。
過放電の状態になると、ハイボ
ルテージバッテリーが損傷しま
す。

30 km を下回る航続可能距
離でハイボルテージバッテ

リーの充電を行うと、さらに、
電気駆動の出力が明らかに弱ま
ることがあります。
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事故後の対処

危険

事故後にハイボルテージケー
ブルに触れる場合。
感電による生命の危険のおそ
れがあります。
事故の後には、オレンジ色の
ハイボルテージケーブルなど
のハイボルテージコンポネ
ント、または露出しているハ
イボルテージケーブルに接触
している部品に絶対に触れて
はなりません。

注意

ハイボルテージバッテリーか
らあふれ出ている液体
負傷する危険があります
ハイボルテージバッテリーか
らあふれ出ている液体には触
れないでください。

車両が事故に巻き込まれた場合
には、ハイボルテージシステムに
関する以下の追加的な安全対策
を遵守してください：
事故現場の安全を確保する。
救助隊員、警察または消防署員
にハイボルテージ搭載車両であ
ることを即座に伝える。
作動スタンバイを OFF にしま
す。

ハイボルテージバッテリーか
ら流出するガスを吸引しない。
必要に応じて車両から離れる。

充電ケーブル

危険

使用を許可されていない充電
ケーブルを使用した場合。
ケーブルが燃えることなどに
よる人的・物的損傷のおそれ
があります。
充電する際には、使用を許可
されている充電ケーブルおよ
び充電ステーションのみを使
用してください。
使用を許可されているケーブ
ルに関する情報については
サービスパートナーにお問い
合わせください。

重要事項

充電ケーブルの不適切な使用
ケーブルの火災などによる物
的損傷
充電ケーブルはE-Scooter を
充電するためにのみ使用しま
す。
充電ケーブルは、その他の
ケーブルまたはアダプターを
用いて延長してはなりませ
ん。
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危険

損傷した充電ケーブルを使用
した場合。
感電や火災などによる人的ま
たは物的損傷のおそれがあり
ます。
損傷した充電ケーブルを使用
しないでください。
損傷した充電ケーブル (ハウ
ジングまたはケーブル)はす
ぐに使用をやめてください。

充電ケーブルコンポーネン
トを開くことは損傷につな

がり、保証の対象になりません。
充電ケーブルの修理またはコン
ポーネントの交換(コネクター、
接続部またはIncable Modul) は
メーカーでのみ実施することが
できます。

高電圧充電ポートには保護
キャップを付けて、水分や

汚れから保護してください。

各国別仕様に従って各種の充電
ケーブルが必要であり、それらは
セット内容の中に含まれていま
す。

充電ケーブルはヘルメットコン
パートメントに収納することが
できます。
またはその代わりに充電ステー
ションに備え付けのケーブルを
使用してください。

標準充電ケーブル
標準充電ケーブルは、保護導体付
き家庭用コンセントで充電する
ことができます。家庭用コンセ
ントの電源接続部では、交流電流
により充電されます。
必ず標準充電ケーブルの
詳細な取扱説明書を確認
し、遵守してください：
www.aptiv.com/online-manual

標準充電ケーブルの表示
標準充電ケーブルはLED 4個によ
りステータスを示します。

1: 家庭用コンセントまたは充電
ステーションからの電源供給
2:充電表示
3:温度モニター
4: 家庭用コンセントまたは充電
ステーションまたは充電ユニッ
トからのエラー

www.aptiv.com/online-manual
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チャージプロセス

充電前

危険

電力供給網への接続における
安全上の注意事項を無視した
場合。
感電や火災などによる人的ま
たは物的損傷のおそれがあり
ます。
各電力供給網への接続におけ
る安全上の注意事項を遵守し
てください。

重要事項

充電電流が電力網に適合して
いない
家庭用コンセントの過熱や電
力網の過負荷などによる、火災
の危険があります
充電前に家庭用コンセントの
最大負荷容量を確認し、充電
電流の限界を電力網に合わせ
て調整してください。

充電中にその他の電装品を
電源接続部で使用したり、

複数の電装品が同時に大量の電
力を消費することを回避するた
めに、チャージプロセスはいつで
も一時停止でき、後の時点で続行
することができます。

一時的な停電などによって
充電プロセスが中断された

場合、充電プロセスは中断の後に
自動的に続行されます。ただし、
中断が 2 分を超える場合には、
充電プロセスは自動的には続行
されません。

極端な外気温度の場合、
ハイボルテージバッテリー

を保護するために、充電プロセス
にかかる時間が長くなります。

標準充電ケーブルは -
32 °C 未満の温度では機能

しません。充電ケーブルは、充電
プロセスの前に、周囲温度が -
32 °C～ 40 °C の場所で保管して
ください。

充電コンパートメントを取り扱
う

充電コンパートメントフラッ
プ 1 をグリップ 2 を使用して
開きます。
開かれた充電コンパートメント
フラップは各種の品物を置くに
は適していません。
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充電コンパートメントフラッ
プ 1 を閉じるには、ロックに
しっかりと押し込みます。

チャージ電流の設定
作動可能状態をオンにす
る ( 55)
充電電流をメニュー設定、車両
設定、充電調整、充電電流制
限 で設定します。

家庭用コンセントまたは充
電ステーションで異なる充

電電流を使用できる場合には、
より低い方の充電電流で充電し
てください。

充電プロセスの開始
作動可能状態をオフにす
る ( 55)
作動スタンバイがOFFになって
初めて、充電プロセスは開始さ
れます。充電プロセス中に作動
スタンバイが再びONになると、
充電プロセスは中断されます。
充電コンパートメントを開きま
す。

充電ポートカバー 1 を取り外
します。
保護キャップを充電プラグから
取り外します。

重要事項

充電電流が電力網に適合して
いない
家庭用コンセントの過熱や電
力網の過負荷などによる、火災
の危険があります
充電前に家庭用コンセントの
最大負荷容量を確認し、充電
電流の限界を電力網に合わせ
て調整してください。

自宅の家庭用ソケットで初めて
充電前ならびにその他の家庭
用ソケットで充電する際には、
たとえば電気技術者による、
許容充電電流値の確認を行って
ください。許容充電電流値が定
かでない場合には、充電電流制
限を最も低いレベルに設定して
ください。
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工場設定では充電電流制限は
6 Aの充電電流に設定されてい
ます。
充電電流制限は、必要に応じて
メニュー設定、車両設定、充電
調整、充電電流制限 で調整しま
す。

家庭用コンセントまたは充
電ステーションで異なる充

電電流を使用できる場合には、
より低い方の充電電流で充電し
てください。

必要に応じて、標準充電ケーブ
ルを家庭用コンセントに、また
はMode3充電ケーブルを充電ス
タンドに接続します。充電ス
テーションで充電する場合に
は、充電ステーションの指示を
確認し、遵守してください。
標準充電ケーブルは自動的に必
要なすべてのテストステップを
実行します。そこで LED 1 が点
灯する場合、テストは正常に終
了しています。LED 2 または 3
が点灯または点滅する場合、
テストは正常に終了していま

せん、充電プロセスを開始する
ことはできず、充電ケーブルを
車両に接続してはなりません。
以下のテストステップが実行さ
れます
家庭用ソケットの配線に誤りが
ないかの点検
現在ある保護導体接続の点検
適切な充電のための前提条件の
点検
ステータス表示／エラーメッ
セージは章「表示」にリストアッ
プされています。エラーメッ
セージが発生した場合は、これ
を次のようにリセットすること
ができます：
家庭用ソケットからコネクター
を引き抜くことにより、標準充
電ケーブルを電源電圧から切り
離します。
10 秒後にコネクターを再び差
し込みます。
標準充電ケーブルの損傷を示す
危険なエラーは、リセットされ
ません。このエラーには次のも
のがあります：
リレーの溶着（機器の恒久的な
故障）
温度センサーの故障
故障電流テストネガティブ
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危険

損傷した充電ケーブルを使用
した場合。
感電や火災などによる人的ま
たは物的損傷のおそれがあり
ます。
損傷した充電ケーブルを使用
しないでください。
損傷した充電ケーブル (ハウ
ジングまたはケーブル)はす
ぐに使用をやめてください。

できる限り早く、BMW Motorrad
ディーラーに故障の修理を依頼
してください。

充電ケーブル 2 を充電ポート 1
に接続します。
作動スタンバイがOFFの場合ま
たは車両が充電されている場合
には、充電ケーブルは電気的に
ロックされています。

充電ケーブルの表示に注意して
ください。
標準充電ケーブルは必要なすべ
てのテストステップを自動的に
実行します。LED 1 が点灯し、
LED 2 が点滅する場合、点検は
正常に終了しており、車両の充
電が行われます。

作動スタンバイが ON の場合に
は、注意事項 2 が表示されます。
アイコン 1 は、充電ケーブルが
接続されているが、充電プロセス
がまだ始まっていないことを知
らせます。車両をOFFにして直接
充電プロセスを開始するか、充電
電流制限を選択することができ
ます。
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コネクター検知の状態に関す
るアイコン 1 が表示されます。
充電レベル 2 と航続可能距離 7
が表示されます。予想充電時間 4
は予想航続可能距離 6 と共に、
特定の見込み航続可能距離に到
達するために、車両がどのくら
い充電しなければならないかを
示します。目標時間 5 は、いつま
でに車両が充電 100 % に達する
かを示します。目標時間は、常に
車両で設定された時間になりま
す。インフラストラクチャーが
設定メニューで選択されている
よりも大きな値の電流を提供し
ている場合、有効な充電電流制
限 8 の他に、使用可能な最大充電
電流値 3 が表示されます。しば
らくすると、ディスプレイが自動
的にStand-by-Modus（省電力モー
ド）に切り替わります。充電プロ
セスが続行されます

クイックチャージャー OE 装備

ディスプレイに、単相充電 1 か、
三相充電 2 かが表示されます。

充電ケーブルの表示に注意して
ください。
LED 1 および 3 が点灯する場
合、充電は高温のために中断さ
れます–追加で LED 2 が点滅す
ると、車両はゆっくりと再び充
電されます。LED 1 が点灯し、
LED 3 が点滅する場合、充電は
電源プラグの高温のために中断
されます。以下のテストステッ
プが実行されます：
現在ある保護導体接続の点検
適切な充電のための前提条件の
点検
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最新の充電レベルを再び表示さ
せるため、MENU ボタンを短押し
します。
I 充電時間が予想より長くか
かっている場合には、設定し
た充電電流制限 を点検しま
す。

充電プロセスを終了する
前提条件
充電プロセスを終了する際には、
必ず以下のステップの順序を遵
守してください。

前提条件
充電ステーションで充電する場
合には、充電ケーブルを外す前に
充電ステーションの充電プロセ
スを終了してください。

作動スタンバイを ON にしま
す。
充電ケーブルはEスクーターで
ロック解除されています。

ロック解除ボタン 3 を押し、
充電ケーブル 2 を充電ソケッ

ト 1（E-Scooterの）から抜き取
ります。

充電ポートカバー 1 をかぶせ
ます。
必要に応じて、標準充電ケーブ
ルを家庭用コンセントから、
またはMode3充電ケーブルを充
電ステーションから抜き取りま
す。
保護キャップを充電プラグにか
ぶせます。
標準充電ケーブルをヘルメット
コンパートメントに収納する
か、充電ステーションに取り付
けられている充電ケーブルを既
定の場所に差し込みます。

充電プラグの緊急ロック解除
フロントフェアリングを取り外
す ( 156)
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緊急ロック解除レバー 1 を、
必要に応じて適切な補助ツール
を使用して矢印の方向に押しま
す。
充電プラグはロック解除されて
います。
フロントフェアリングを取り付
ける ( 156)
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安全に関する注意事項

改造

重要事項

E-Scooterにおける改造
関連するコンポーネントの損
傷、安全に関わる機能の故障。
改造に起因する損傷に対して
は、補償は適用されません。
いかなる改造も行わないでく
ださい。

ライダーエクイップメント
正しい装備品を装着／着用しな
いでモーターサイクルに乗るこ
とは、極めて危険です。次のアイ
テムを、必ず装着／着用してくだ
さい。
ヘルメット
ライディングスーツ
グローブ
ブーツ

走行距離の長短や季節にかかわ
らず、これらのアイテムは必ず
装着／着用しなければなりませ
ん。BMW Motorrad ディーラーは
喜んでご相談に応じます。また、
それぞれの目的に合わせた、適切
なアイテムをご用意していま
す。

警告

むき出しで動いている車両部
品（ホイール、ドライブシャフ
ト）に、荷物、ゆったりと着用
した衣服、ベルトなどが巻き込
まれる
事故が起こる危険
むき出しで動いている車両部
品に、ゆったりと着用した衣
服などが決して巻き込まれる
ことがないようにしてくださ
い。
荷物やテンションベルト、
ラッシングストラップなど
は、むき出しで動いている車
両部品から離れたところに保
持してください。

荷物の積み込み

警告

積載超過や不均等な積載によ
り、走行安定性が損なわれる
転倒の危険
許容総重量を超えないように
し、積載に関する注意をお守
りください。

スプリングプリロードおよびタ
イヤ空気圧の設定を車両重量に
適合させます。
ヘルメットコンパートメントの
最大積載荷重を確認し、遵守し
てください。
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ヘルメット収納スペース
の積載

max 8 kg
トップケース OA 装備
トップケースの最大積載荷重を
確認し、遵守してください。

トップケースの積載荷重

max 5 kg

車速
高速走行時には、さまざまな周
辺状況がE-Scooterの走行特性に
悪影響を及ぼす可能性がありま
す：
スプリングプリロードおよび
ショックアブソーバーの調整
荷物積載のアンバランス
不適切な服装
タイヤ空気圧が低すぎる
タイヤトレッドの摩耗
トップケースなどの取り付けら
れたラゲッジシステム

有毒物質

警告

健康を損なう蒸気などを吸い
込むこと
健康を損なう危険
フルード類およびプラスチッ
ク類から生じる蒸気を吸い込
まないでください。
モーターサイクルは屋外での
み使用してください。

改造

重要事項

E-Scooterにおける改造
関連するコンポーネントの損
傷、安全に関わる機能の故障。
改造に起因する損傷に対して
は、補償は適用されません。
いかなる改造も行わないでく
ださい。

チェックリストを確認し、遵守す
る

E-Scooterを定期的に点検する
ため、以下のチェックリストを
使用してください。
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走行開始前に毎回

前提条件
走行開始前に毎回：

ハイボルテージバッテリーの
チャージ状態を点検します。
ブレーキシステムの機能を点検
します。
照明および信号装置の機能を点
検します。
タイヤのトレッド溝の深さを点
検する ( 154)
タイヤ空気圧を点検す
る ( 154)
トップケースおよび荷物が確実
に固定されているか点検しま
す。

10回目の充電プロセスごとに

前提条件
10回目の充電プロセスごとに：

フロントブレーキパッド厚を点
検する ( 149)
リヤブレーキパッド厚を点検す
る ( 150)
フロント／リヤブレーキのブ
レーキフルードレベルを点検す
る ( 151)

走行スタンバイを確立する

Pre-Ride-Check
作動スタンバイを ONにした後、
メーターパネルがインジケー
ター／警告灯のテスト、いわゆ
るPre-Ride-Check（走行前点検）
を実施します。テストの終了前
に走行スタンバイが ON になる
と、テストは中断されます。

ステップ1
すべてのインジケーター／警告
灯が点灯します。
車両が比較的長い間停止状態に
あった後にシステムをスタート
されると、アニメーションが表示
されます。

段階2
ジェネラル警告灯が赤から黄に
変わります。

ステップ3
点灯しているすべてのインジ
ケーター／警告灯が逆の順序で
消灯します。

駆動システム故障警告灯は15 秒
後に消灯します。

インジケーター／警告灯が点灯
しなかった場合：
BMW Motorradディーラー（最適）
または専門の整備工場に、でき
るかぎり早く故障の修理を依頼
してください。
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走行モードまたはその設定
に応じて、走行ダイナミク

ス制御システムの介入が制限さ
れていることがあります。
起こりうる制限については、注
意！ ABS+DTC の設定。などの
ポップアップメッセージで表示
されます。
ABSおよびDTCのような走行ダイ
ナミクス制御システムに関する
詳細情報については、「技術情報」
の章をご覧ください。

ABS自己診断
BMW Motorrad ABS の作動可能状
態は、自己診断により点検されま
す。作動可能状態をオンにした
後、自己診断が自動的に実行され
ます。

ステップ1
システムコンポーネントが停車
した状態で点検されます。

点滅します。

段階2
システムコンポーネントが発進
時に点検されます。
ABS 自己診断が完了しました。
ABSのアイコンが表示されなく
なります。

すべてのインジケーター／警告
灯の表示に注意してください。

ABS 自己診断が完了して
いません

自己診断が完了していないた
め、ABS 機能を使用できませ
ん。(ホイール回転数センサー
を点検するには、E-Scooterが
最低速度に達する必要があり
ます：min 5 km/h)
ABS 自己診断の完了後に、ABSの
不具合が表示される場合：
走行を続行することは可能で
す。ABS 機能が使用できない、
または機能の使用に制限がある
ことに注意してください。
できる限り早く、BMW Motorrad
ディーラーに故障の修理を依頼
してください。

ASC/DTC自己診断
BMW Motorrad ASC/DTC の作動可
能状態は、自己診断により点検さ
れます。作動可能状態をオンに
した後、自己診断が自動的に実行
されます。

ステップ1
停車状態で診断可能なシステム
コンポーネントの点検。

ゆっくりと点滅します。
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段階2
発進時に診断可能なシステムコ
ンポーネントの点検。

ゆっくりと点滅します。

ASC/DTC自己診断が終了
ASC/DTCアイコンが表示されな
くなります。

すべての警告灯およびインジ
ケーターの表示に注意します。

ASC/DTC 自己診断が完了
していません

ホイール回転数センサーを点
検するには、E­Scooterが走行
スタンバイ ONの状態で最低速
度に達する必要があります：
min 5 km/h
ASC/DTC 自己診断の完了後に、
ASC/DTCの不具合が表示される場
合：
走行を続行することは可能で
す。ASC/DTC が使用できないこ
とに注意してください。
BMW Motorradディーラー（最適）
または専門の整備工場に、でき
るかぎり早く故障の修理を依頼
してください。

E-Scooter作動スタンバイ
Pre-Ride-Check およびABS 自
己診断が実行された後、E-
Scooter はすべての電装品を
含めて作動可能な状態になりま
す。

12 Vバッテリーを節約する
ためには、電流を使用する

機器を必ず必要な間だけ有効に
して使用し、それ以外の場合は作
動可能状態をオフにしておきま
す。

E-SCOOTERで走行する

E-Scooterの走行可能状態

ブレーキを操作しスタートボタ
ンを押すと、E-Scooterは走行可
能な状態になります。駆動シス
テム表示が見えるようになり、
READY が表示されます。すべて
のシステムは作動可能な状態に
あります。イグニッションキル
スイッチを押すと、E-Scooterは
走行可能な状態ではなくなりま
す。
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低温時には、出力および入
力が悪影響を受けます。
例外的に、停車している車
両でハイボルテージバッテ

リーが著しく熱くなることがあ
ります（例：極端な外気温度の場
合や直射日光の下など）。ハイボ
ルテージバッテリーが過熱状態
の場合、E-Scooterは走行できる
状態にはなりません。

非常に高い温度（35 °C 超）
は、バッテリーセルの寿

命を縮めます。走行中にハイボ
ルテージバッテリーが過熱した
状態になると、ハイボルテージ
バッテリーを冷ますため、駆動
力が少しずつ低減されます。
その際、メーターパネルの出力
表示POWER が戻っていきます。
温度がそのまま上がり続ける
場合には、車両を停め、ハイボ
ルテージバッテリーを冷ましま
す。出力表示が0に落ちた場合、
E-Scooterは走行できる状態にな
く、車両は止まります。

走行可能状態をオンにする
作動可能状態をオンにす
る ( 55)
Pre-Ride-Check が実行されま
す。( 124)
ABS 自己診断が実施されま
す。( 125)
ASC/DTC自己診断が実施されま
す。( 125)

ブレーキを操作します。

スターターボタン 1 を操作し
ます。

サイドスタンドが出ている
場合、走行スタンバイには

なりません。走行スタンバイが
ONの状態のときにサイドスタン
ドが出されると、走行スタンバイ
はキャンセルされます。

E-Scooterは走行可能な状態で
す。
E-Scooterが走行可能な状態で
ない場合には、トラブルシュー
ティングを参照してくださ
い。( 184)
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ePOWERによる走行

警告

電気走行における知覚の悪化。
事故の危険
電気走行時には、エンジン音
がないため通行人およびその
他の通行車両がE-Scooter を
従来の車両のように知覚でき
ません。
特に注意して走行してくださ
い。

減速によるエネルギー回生
ハイボルテージバッテリーはエ
ネルギー回生システムにより再
び一部充電されます。エレクト
リカルマシンは減速時にジェネ
レーターのように機能し、運動エ
ネルギーを電気エネルギーに変
換します。
減速は、走行モードおよび E ス
ロットルグリップの位置によっ
て異なります。E スロットルグ
リップの操作が小さいほど、減速
が大きくなります。その際に、
エネルギーが回生され、ハイボル
テージバッテリーが充電されま
す。Eスロットルグリップが全く
操作されない場合、軽くブレーキ
を掛けたように減速します。
以下の条件が満たされる場合、
エネルギーが回生されます：

E-Scooterは走行中である。
約5 km/hよりも高速。

以下の状況では、エネルギーは回
生されません：
ハイボルテージバッテリーが満
充電されている。
ハイボルテージバッテリーの温
度が極度に低いか高い。冬や夏
には、エネルギー回生システム
が発進後一時的に使用できない
場合があります。

警告

エネルギーが回生されない場
合、電気駆動によるブレーキ作
用もありません。E-Scooterが
通常通り継続して惰走する可
能性があります。
事故の危険
常にブレーキを操作できるよ
うにしてください。

減速に向いた走行状況
走行中に減速動作が予測できる
場合、これをエネルギー回生に利
用することができます。次の典
型的な例が、適した走行条件とし
て挙げられます：
勾配のある路面における減速
赤信号での減速

遅れてブレーキを掛けたり、強く
ブレーキを操作しないでくださ
い。その代わりに、車両をエネル
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ギー回生システムにより減速し
てください。

慣らし走行

ブレーキパッド
新品のブレーキパッドは、最適な
摩擦力に達するまで、慣らし走行
が必要です。この段階のブレー
キの効きの弱さは、ブレーキレ
バーを強く握ることで補うこと
ができます。

警告

新しいブレーキパッド
制動距離の延長、事故を起こす
危険
早めにブレーキングしてくだ
さい。

タイヤ
新しいタイヤの表面はきわめて
なめらかな状態です。したがっ
て、表面が適度に荒れるまで、
慎重に慣らし走行を行う必要が
あります。タイヤの持つ最大の
グリップ力を引き出すためには、
この慣らし手順を必ず実行して
ください。

警告

路面が濡れている場合や著し
く傾斜している場所で新しい
タイヤのグリップが失われる
事故の危険
よく前方に注意して走行し、
急な傾斜のある場所は回避し
てください。

ブレーキ

制動距離を最短にするには？
フロントおよびリヤホイール間
の力学的な負荷配分は、ブレー
キングによって変化します。ブ
レーキングが強くなるほど、フロ
ントホイールにはより大きな負
荷がかかります。そしてホイー
ルにかかる負荷が大きくなるほ
ど、より大きな制動力が伝達され
ます。
制動距離を最短にするには、徐々
に強くなるようフロントブレー
キをかけることが必要です。
それにより、フロントホイールに
かかる負荷の力学的な増加が、
最も効果的に利用されます。ブ
レーキ圧が一気に高い圧力で上
昇すると、力学的な負荷の配分が
減速力の上昇に伴わず、制動力が
完全に路面に伝達されません。
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下り坂

警告

山道や狭い通路などを抜ける
ときにリヤブレーキのみをか
ける。
ブレーキが効かなくなる。オー
バーヒートによるブレーキの
破損。
フロントおよびリアブレーキ
を使用し、エネルギー回生シ
ステムを利用します。

エネルギー回生に関する詳細情
報については「技術情報」の章

（ ( 141) ページ以降）を参照し
てください。

濡れて汚れたブレーキ
ブレーキディスクやブレーキ
パッドが濡れていたり汚れてい
たりすると、ブレーキの効きが悪
くなります。
以下の状況では、ブレーキの効き
が遅れたり悪くなったりするこ
とを、必ず考慮してください：
雨天走行時や、水たまりの中を
走行した場合。
洗車の後。
塩が撒かれた路面を走行したと
き。
ブレーキ関連作業の後で、オイ
ルやグリースの残留物による。
汚れている路面や、オフロード
の走行時。

警告

濡れや汚れが原因でブレーキ
の効きが悪くなる
事故の危険
ブレーキを乾燥させて汚れを
とり、必要に応じて清掃しま
す。
再び制動力を完全に発揮でき
るようになるまでは、ブレー
キを早めに操作してくださ
い。

E-SCOOTERを駐車する

サイドスタンド
走行可能状態をオフにします。

重要事項

スタンドを使用している路面
の状態が悪い
転倒によるコンポーネントの
損傷
スタンドを立てる路面が、
平坦で固くしっかりとしてい
るか確認してください。

サイドスタンドを下ろし、E-
Scooterを立てます。
サイドスタンドを展開すると、
自動的にパーキングブレーキ
が操作されます。これにより、
車両が動き出すことを防ぎま
す。
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重要事項

追加重量によるサイドスタン
ドの負荷
転倒によるコンポーネントの
損傷
車両がサイドスタンドで立て
られている状態のときには、
着座しないでください。

ハンドルを左に回します。

メイン（センター）スタンド
センタースタンド OE 装備

走行可能状態をオフにします。

重要事項

スタンドを使用している路面
の状態が悪い
転倒によるコンポーネントの
損傷
スタンドを立てる路面が、
平坦で固くしっかりとしてい
るか確認してください。

重要事項

激しい動きとともにメイン（セ
ンター）スタンドを格納する
転倒によるコンポーネントの
損傷
メイン（センター）スタンドを
出したままの状態でモーター
サイクルに着座しないでくだ
さい。

メイン（センター）スタンドを下
ろし、E-Scooter をのせます。
その際、E-Scooter はパッセン
ジャー用グリップまたはトップ
ケースホルダーのグリップのと
ころでのみ持ち上げてくださ
い。

E-SCOOTERを運搬のために固定す
る

固定用ベルトが取り回されるす
べてのコンポーネントを損傷
しないように保護します (例、
接着テープ)。
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重要事項

リフトアップのときに車両が
左右に傾く
転倒によるコンポーネントの
損傷
車両が倒れないよう、サポー
トする方と一緒に作業するよ
うにしてください。

E-Scooterを搬送用プレートの
上に移動させます。サイドスタ
ンドまたはセンタースタンドで
支持しないでください。

重要事項

コンポーネントの挟み込み
コンポーネントの損傷
コンポーネント（ブレーキラ
インやケーブルなど）が挟み
込まれないようにしてくださ
い。

フロント側固定ベルトをロアー
フォークブリッジ左右に取り付
け、ピンと張ります。

右後部の固定用ベルトをフット
レストの固定プレートに固定し
ます。
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左後部の固定用ベルトをフット
レストの固定プレートに固定し
ます。
すべての固定用ベルトは均等に
張り、E-Scooter ができる限り
しっかりと固定されるようにし
ます。
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136 技術情報

一般的な情報

技術に関するさらに詳しい情報
については、以下をご覧くださ
い：bmw-motorrad.com/technik

アンチロックブレーキシステム
（ABS）

ABS はどのように作動するので
しょう？
路面に伝達される最大ブレーキ
フォースは、様々な要因の中で
も、路面の摩擦係数に依存してい
ます。砂利、凍結、雪、水に覆わ
れた路面の摩擦係数は、乾いた、
クリーンなアスファルトの路面
に比べてはるかに低いものにな
ります。路面の摩擦係数が低く
なるほど、制動距離は長くなりま
す。
ライダーがブレーキ圧を上げた
ときに、路面にかかる最大ブレー
キフォースが限界を越えると、ホ
イールがロックし、方向安定性
が失われます。そのため、転倒す
るおそれがあります。このよう
な状況になる前に、ABSが介入し
て、伝達される最大制動力にブ
レーキ圧を適応させます。それ
によりホイールが回転し続け、
路面状態に関係なく走行安定性
が維持されます。

凸凹のある路面で起こること
は？
起伏や凸凹のある路面によって、
タイヤと路面のコンタクトが一
時的に失われ、その結果、伝達さ
れるブレーキフォースがゼロに
落ち込むということが起こりえ
ます。このような状況でブレー
キングが行われる場合、路面との
コンタクトが復活したときに走
行安定性を確保するため、ABSは
ブレーキ圧を下げる必要があり
ます。このときBMW Motorrad ABS
は、想定しうるいかなる状況にお
いてもホイールが回転し、それに
よりモーターサイクルの安定性
が確実になるよう、摩擦係数（ぬ
かるみ、凍結、雪の場合）をかな
り低く見積もっています。実際
の状況が明らかになった後、シス
テムはブレーキ圧を最適な値に
セットしなおします。

リヤホイールの浮き上がり
減速が著しく急激な場合、状況に
よってはBMW Motorrad ABS はリ
ヤホイールの浮き上がりを回避
できないことがあります。この
ような場合、Eスクーターの横転
もありえます。

https://www.bmw-motorrad.com/technik
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警告

急激なブレーキによるリヤホ
イールの浮き上がり
転倒の危険
急ブレーキの際には、ABS制御
は、必ずしも常にリヤホイー
ルの浮き上がりを防ぐもので
はないことに注意してくださ
い。

BMW Motorrad ABS はどのように
設計されているのでしょう？
BMW Motorrad ABSは、物理的限界
内で、さまざまな路面における走
行安定性を確保するためのもの
です。

車速が 4 km/h を超えると、
BMW Motorrad ABS は物理的限界
内でそれぞれの路面において
走行安定性を確保することがで
きます。より低速の場合には、
BMW Motorrad ABS はシステム上
の制約によりすべての路面では
最適にサポートすることができ
ません。

このシステムは、オフロードレー
スやレーストラックの過酷な状
況で生じるような、特別な要求を
満たすために設計されたもので
はありません。

特殊な状況
ホイールのロックを検知するた
めに、特にフロントホイールとリ
ヤホイールの回転数が比較され
ます。比較的長い時間にわたっ
て妥当でない値が検出される
と、安全上の理由からABS機能が
OFFになり、ABSの故障の表示が
出ます。エラーメッセージの表
示には、自己診断が終了している
ことが前提となります。
BMW Motorrad ABS における問題
の他にも、特殊な走行状態が原因
でエラーメッセージが表示され
る場合があります：
長時間の後輪走行（ウィー
リー）。
フロントブレーキをかけた際
に、その場で後輪が回転（空転）

（バーンアウト）。
エンジンブレーキによる長時間
のリヤホイールのロック（滑り
やすい路面での発進時など）。

特殊な走行状態によりエラー
メッセージが表示された場合に
は、ABS機能は作動可能状態をオ
ン/オフにすることにより再び作
動させることができます。
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定期的なメインテナンスの役割
りとは？

警告

定期的にメインテナンスされ
ていないブレーキシステム
事故の危険
BMW Motorrad ABS を確実に最
適な整備状態にしておくため
に、規定の定期点検時期を必
ず順守してください。

安全を確保するための予防措置
BMW Motorrad ABS により制動距
離が短くなるからといって、不用
意にブレーキングすることは避
けなければなりません。この装
備は、基本的には緊急事態におけ
る安全性を確保するための予防
措置です。
コーナリング時のブレーキン
グには特に注意してください。
コーナリング時にブレーキをか
けると、モーターサイクルの重
量と慣性が勝り、BMW Motorrad
ABSといえどもその影響を補正す
ることはできません。

ABS からABS Pro へ、さらなる発
展
走行モードPro OE 装備

これまでBMW Motorrad ABS は、
直進走行時のブレーキングにお
ける安全性に関して極めて高い
基準を設定し、実現してきまし
た。そして今、ABS Pro がコー
ナーにおけるブレーキプロセス
においても、より高い安全性を提
供します。ABS Pro は、もちろん
急なブレーキ操作時にも、ホイー
ルのロックを防ぎます。ABS Pro
は、特に急ブレーキ時における急
激な操舵力の変動を低減させ、
思いがけない車両の立ち上がり
を起こりにくくします。

ABS制御
技術的には、ABS Pro はABS 制御
をその都度ごとの走行条件に合
わせ、Eスクーターのバンク角に
適合させています。Eスクーター
のバンク角を算出するため、ロー
ルレート信号、ヨーレート信号、
横方向加速度信号が使用されま
す。
バンク角が大きくなると共に、ブ
レーキ開始時のブレーキ圧の変
化度の制限がますます厳しくな
ります。これにより、圧力上昇に
時間がかかります。さらにABS制
御において均等に圧力変換が行
われます。
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ライダーにとっての利点
ライダーにとってのABS Proのメ
リットは、コーナーにおいてもベ
ストな減速を可能にする繊細な
応答性と高い制動安定性・走行
安定性です。

トラクションコントロール（ASC/
DTC）

トラクションコントロールはど
のように機能するのでしょう？
トラクションコントロールには
2つの特徴があります
バンク角についての考慮がな
い：オートマチックスタビリ
ティコントロールASC
ASC は、転倒を回避するための
基本的な機能です。
バンク角についての考慮があ
る：ダイナミックトラクション
コントロールDTC
DTC の制御はバンク角と加速に
関する追加情報を通して、より
精細かつ快適になります。

トラクションコントロールは、
フロントホイールとリヤホイー
ルのホイール回転速度を比較し
ます。速度の差から、リヤホイー
ルのスリップおよび安定性レベ
ルを算出します。スリップ限界
値を超えると、エンジン（モー
ター）マネジメントシステムがエ
ンジン（モーター）トルクを調整
します。

BMW Motorrad ASC/DTC は、ライ
ダーおよび公道での走行のため
のアシストシステムとして考案
されています。特に物理的制限
領域では、ライダーがASC/DTCの
制御性能に大きな影響を与えま
す（コーナーでの荷重移動、積載
状態など）。

警告

リスキーな走行
ASC / DTC を装備していても事
故の危険性はあります
どのような走行スタイルを適
切とするか、ライダーの責任
が問われます。
安全のためのサポートを、
リスキーな走行により制限し
ないでください。

特殊な状況
車体の傾きが増すにつれ、物理的
法則に従って、加速はますます強
く制限されます。このため、非常
にタイトなコーナーでは加速が
低減される場合があります。

リヤホイールの回転（空転）やス
リップを検知するため、特にフロ
ントおよびリヤホイールの回転
数が比較され、DTCではASC に対
してバンク角が考慮されます。
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走行モードPro OE 装備

一定の時間以上、検出される値が
正常でない場合には、バンク角用
に代替値が使用されるか、DTCが
OFFになります。この場合には、
DTCの不具合が表示されます。エ
ラーメッセージの表示には、自己
診断が終了していることが前提
となります。
次のような、通常とは異なる
運転／走行状態においては、
BMW Motorrad トラクションコン
トロールが自動的に OFF になる
場合があります。
特殊な運転／走行状態：
長時間の後輪走行（ウィー
リー）。
フロントブレーキをかけた際
に、その場で後輪が回転（空転）

（バーンアウト）。
補助スタンドを立てたままでの
ウォームアップ

DTCを ONにするための最
低速度

min 5 km/h

走行モードPro OE 装備
極端な加速によってフロントホ
イールの接地が失われた場合に
は、フロントホイールが路面を再
び確実に捉えるようになるまで、
すべての走行モードでDTCがエン
ジン（モーター）トルクを抑えま
す。

フロントホイールの浮き上がり
の場合、BMW Motorrad は、E ス
ロットルグリップを少し戻して
車両をできるだけ早く安定した
運転／走行状態に戻すよう、お勧
めします。
走行モードECO では、DTC設定は
走行モードROAD に準じます。
走行モードRAIN、ROAD およ
びDYNAMIC では、DTC設定は走行
モードに準じます。

回生スタビリティコントロール
（RSC）

回生スタビリティコントロール
はどのように機能するのでしょ
う？
回生スタビリティコントロール
は、高い回生トルクによってリヤ
ホイールで引き起こされる不安
定な運転／走行状態を確実に回
避するという役割があります。
路面状態および走行特性によっ
ては、高すぎる回生ブレーキトル
クがリヤホイールスリップの発
生を著しく増大させ、走行安定性
が損なわれることがあります。
回生スタビリティコントロール
は、走行モードに応じた目的のあ
る安全なスリップを目指し、リヤ
ホイールのスリップを制限しま
す。
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リヤホイールでの過大なスリッ
プの原因：
摩擦係数の低い路面での回生走
行（濡れた木の葉の上など）。
スポーツ走行時の激しいブレー
キング。

BMW Motorrad DTC トラクション
コントロールと同様に、回生スタ
ビリティコントロールはホイー
ル回転数およびタイヤ半径から
算出されたフロントおよびリヤ
のホイール回転速度を比較しま
す。その速度差から、回生スタ
ビリティコントロールはリヤホ
イールのスリップやそれに伴う
安定性レベルについて割り出し
ます。
スリップが各限界値を上回ると、
回生スタビリティコントロール
は低減されます。スリップが軽
減され、モーターサイクルが安定
します。

回生スタビリティコントロール
の効果
走行モードECO、RAIN、ROAD：最
大限の安定性。

走行モードPro OE 装備
走行モードDYNAMIC：走行モー
ドRAIN およびROAD よりも少な
い制御介入。

走行モード

選択
E スクーターを路面状態に合わ
せ、ご希望の走行体験に適したも
のにするため、走行モードを以下
のものから選択することができ
ます：
標準装備
ECO
RAIN
ROAD（標準モード）

走行モードPro OE 装備
走行モードProを使用
DYNAMIC

これらの走行モードそれぞれに、
ABS、DTC、回生スタビリティコン
トロール、スロットルレスポンス
用およびエネルギー回生用に調
整されている設定があります。

スロットルレスポンス
走行モードECO：控えめなス
ロットルレスポンス、低減され
ているトルク。
走行モードRAIN：ソフトなス
ロットルレスポンス。
走行モードROAD：最適なスロッ
トルレスポンス。
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走行モードPro OE 装備
走行モードDYNAMIC：ダイレク
トなスロットルレスポンス。

エネルギー回生
走行モードRAIN およびROAD：
車両の減速による中程度のエネ
ルギー回生。
走行モードECO：車両の減速に
よる最大限のエネルギー回生。

走行モードPro OE 装備
走行モードDYNAMIC：車両の減
速による最大限のエネルギー回
生。

ABS
リヤホイールの浮き上がり検知
は、すべての走行モードで有効
です。
走行モードECO、RAIN、ROAD、
DYNAMIC では、ABS はオンロー
ド走行に合わせて調整されてい
ます。

走行モードPro OE 装備
ABS Pro
ABS Pro はすべての走行モード
で全面的に利用可能です。E-
Scooterのコーナーにおけるブ
レーキング時の傾きを、最小限
に抑えます。

DTC
タイヤの取り付け
全走行モードにおいて、DTC は
オンロードタイヤでのオンロー
ド走行に調整されています。

走行安定性
走行モードRAIN では、最大限
の走行安定性を得るために、
DTC の介入が早期に行われま
す。
走行モードECO およびROAD で
は、DTC の介入が走行モー
ドRAINよりも遅く行われます。
リヤホイールの空転ができる限
り回避されます。
走行モードDYNAMICでは、DTCの
介入が走行モードROAD よりも
遅く行われます。リヤホイール
の空転ができる限り回避されま
す。
すべての走行モードで、フロン
トホイールの浮き上がりの防止
が行われます。

切替
走行モードは停車状態で作動ス
タンバイ ONのとき、または走行
中に変更することができます。

ご希望の走行モードをまず事前
に選択します。該当するシステ
ムが必要とされる状態になって
初めて、切替が行われます。
走行モードの切替が行われた後、
ディスプレイの選択メニューが
消えます。
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ECOモード
ECOモードでは加速は制限され、
車両の減速によりエネルギーを
最大に回生します。ECOモードは
最大航続距離に合わせて設計さ
れています。

ダイナミックブレーキコント
ロール

走行モードPro OE 装備

Dynamic Brake Controlの機能
Dynamic Brake Controlの機能は
緊急ブレーキ時にライダーをサ
ポートします。
緊急ブレーキの検知
フロントブレーキが瞬間的に力
強く操作されると、緊急ブレー
キとして検知されます。

緊急ブレーキの際の挙動
min 10 km/h を超える車速で走
行しているときに緊急ブレーキ
がかけられると、ABS 機能に加
えてDynamic Brake Control が
作動します。

Eスロットルグリップの誤操作時
の動作
緊急ブレーキ時に E スロッ
トルグリップが誤って操作
された場合（グリップ位置 >
5 %）、Dynamic Brake Controlが

「スロットル開」を無視すること
により、本来のブレーキ効果を

確保します。緊急ブレーキの効
果が確保されます。
Dynamic Brake Control の介入
中にスロットルが閉じられる
と（スロットルグリップ位置
< 5 %）、ABS ブレーキシステム
によって要求されたエンジン

（モーター）トルクが再び確立さ
れます。
緊急ブレーキが終了してもEス
ロットルグリップが操作され
たままの場合、Dynamic Brake
Controlはエレクトリカルマシ
ンのトルクを制御し、ライダー
の要望に合うように戻します。

タイヤ空気圧コントロール（RDC）

タイヤ空気圧モニター (RDC)OE

装備

機能
タイヤにはセンサーが各ひとつ
ずつ装備されており、このセン
サーがタイヤ内部のエア温度と
充填圧を測定してコントロール
ユニットに伝送します。
センサーには遠心ガバナーが装
備されており、これにより最初に
最低速度を越えた時点で測定値
の伝送が行われ始めます。

RDC 測定値の伝送のため
の最低速度：

min 30 km/h
チャージ圧が最初に受信される
前は、ディスプレイにはタイヤご
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とに「--」が表示されます。停車
後、センサーはさらに一定の時
間、測定値を伝送します。

車両停止状態後の測定値
の伝送時間:

min 15 min
RDCコントロールユニットが装備
されているが、ホイールにセン
サーが取り付けられていないと
いう場合には、エラーメッセージ
が出ます。

タイヤ充填圧の領域
RDC コントロールユニットは、
車両に適合された 3つのチャー
ジ圧領域を識別します：
充填圧が許容範囲内にある。
充填圧が許容限界域にある。
充填圧が許容範囲外にある。

温度補正
タイヤ空気圧は温度によって変
化します。すなわち、タイヤ内の
空気温度が上がるとタイヤ空気
圧は増大し、タイヤ内の空気温度
が下がると減少します。タイヤ
内の空気温度は、外気温度、走行
スタイル、走行時間に応じて変化
します。

タイヤ空気圧は TFT ディ
スプレイに温度補整され

て表示され、常に以下のタイヤ
内の空気温度の場合の値とな
ります：

20 °C

ガソリンスタンドの空気圧テス
ターでは温度補正は行われず、
測定されたタイヤ空気圧はタイ
ヤ内の空気温度に左右されてい
ます。そのため、そこで表示され
る値は、大抵の場合、TFTディス
プレイに表示された値とは一致
していません。

充填圧の調整
TFT ディスプレイのRDC 値と
Rider's Manual の裏表紙に記載
されている値を比較してくださ
い。これらの値の偏差は、ガソリ
ンスタンドでタイヤ空気圧メー
ターを使用して補正する必要が
あります。

例

Rider's Manual に従ってチャ
ージ圧は以下の値に達する必
要があります:
2.5 bar
TFTディスプレイに以下の値が
表示されます：
2.3 bar
以下が欠如しています:
0.2 bar
ガソリンスタンドのテスター
での表示:
2.4 bar
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例

正しいチャージ圧を生成する
ため、以下の値へ高める必要が
あります:
2.6 bar

アダプティブヘッドライト

アダプティブヘッドライト OE

装備

アダプティブヘッドライトは
どのように機能するのでしょう
か？
ヘッドライト内に標準装備で取
り付けられている防眩ユニット
は、LEDによりロービームを発す
るリフレクター 2個で構成され
ています。フロント／リヤサス
ペンションの車高センサーが、
恒常的なヘッドライト光軸調整
を可能にするためのデータを提
供します。このライトはピッチ
補正により、直線走行時に走行
や積載状態にかかわらず、常に
最適な状態で設定されているエ
リアを照らします。アダプティ
ブヘッドライトにより、防眩ユ
ニットはさらにバンク角に応じ
て軸を介して回転し、車両のロー
ル角を調整します。回転角は 70°
(±35°)になります。
これにより、このロービームでは
ピッチとバンク角の両方の補正
が行われます。両方の動きが重

なり合うことで、コーナーの奥ま
で届く照射が可能となります。
その結果、コーナリング時の路面
の照射が明らかに改善され、走行
におけるアクティブセイフティ
が著しく向上します。
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一般的な情報

「メインテナンス」の章では、簡単
に実施できる消耗部品の点検お
よび交換作業について説明しま
す。
取り付ける際に専用の締付けト
ルクがある場合には、その締付
けトルクも記載されています。
必要なすべての締め付けトルク
を記した一覧表が「仕様（諸元）」
の章にあります。

マイクロカプセルボルト
マイクロカプセルは化学的なね
じ固定方法です。接着剤により、
ボルトとナット、あるいはコン
ポーネント間の強固な接合を可
能にします。そのため、マイクロ
カプセルボルトは 1回限りの使
用にのみ適しています。
取り外しの後には、内側のねじ山
から接着剤を取り除く必要があ
ります。取り付ける際には、必ず
新しいマイクロカプセルボルト
を使用してください。そのため、
取り外す前には、ねじ山清掃用の
適切なツールおよび交換用ボル
トを持ち合わせていることを確
認してください。不適切な作業
が行われると、ボルトの固定機能
が保証されなくなり、あなたに危
険が及ぶおそれがあります。

記述されている作業の実施にあ
たっては、専用のツールと確かな
専門知識が必要です。疑問に思
われることが生じた場合には、
BMW Motorradディーラー（最適）
または専門の整備工場にお問い
合わせください。

危険

メインテナンス作業やリペア
作業が正しく実施されなかっ
た場合。
感電により生命に危険が及ぶ
おそれがあります。
ここに記載されていない作業
の実施にあたっては、専用の
ツールと確かな専門知識が必
要です。
実施する作業は、この章に
記載されている作業のみに
してください。記載されてい
る作業は、作動スタンバイが
OFFになっている場合にのみ、
実施してください。疑問に思
われることが生じた場合に
は、BMW Motorrad ディーラー

（最適）または専門の整備工場
にお問い合わせください。
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危険

ハイボルテージシステムにお
ける作業。
生命の危険
車両のハイボルテージシス
テムは、独立したシステムで
す。技術的なコンポーネント
で作業しない限り、安全性は
保証されています。
BMW Motorradディーラーによ
り訓練された作業員のみがハ
イボルテージシステムにおけ
る変更や作業を行うことを許
可されています。

標準ツールキット

1 トルクスレンチT25
フェアリング部品を取り
外します。

2 フックレンチ
スプリングストラットで
のスプリングプリロード
の調整 ( 103)

ブレーキシステム

ブレーキの作動を点検する
右ブレーキレバーを操作しま
す。
はっきりとプレッシャーポイン
ト（軽く止まる位置）が感じられ
ます。
左ブレーキレバーを操作しま
す。
はっきりとプレッシャーポイン
ト（軽く止まる位置）が感じられ
ます。
パーキングブレーキを点検す
るため、サイドスタンドを降ろ
し、E-Scooter を前後に押しず
らします。
E-Scooterを動かすことができ
ません。

プレッシャーポイントがはっき
りと感じられない場合、または
Scooterが押しずらされる場合：
ブレーキの点検をBMW Motorrad
ディーラーに依頼してくださ
い。

フロントブレーキパッド厚を点
検する
E-Scooter を、平坦で硬い路面
の上に停車します。
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左右ブレーキパッド厚を目視点
検します。目視点検方向：後方
からブレーキパッド 1 へ。

フロントブレーキパッド
の摩耗限度

min 5.6 mm (キャリアプレート
付きライニング)

摩耗インジケーター（溝）がはっ
きりと見えなくなっている場
合：

警告

パッドの使用限度厚を下回る
制動作用の低下、ブレーキの損
傷
ブレーキシステムの動作信頼
性を確実にするため、パッド
の使用限度厚を下回らないよ
うにしてください。

BMW Motorradディーラー（最適）
または専門の整備工場にブレー
キパッドの交換を依頼してくだ
さい。

BMW Motorrad は、必ず純正ブ
レーキパッドのみを取り付ける
ことをお勧めします。

リヤブレーキパッド厚を点検す
る
E-Scooterを平坦で固いしっか
りとした路面の上に停車しま
す。

ブレーキパッド厚を目視点検し
ます。目視点検方向：後方から
ブレーキキャリパー 1へ。
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リヤブレーキパッドの摩
耗限度

min 4.5 mm (キャリアプレート
付きライニング)

スリップサインが表示された場
合：

警告

パッドの使用限度厚を下回る
制動作用の低下、ブレーキの損
傷
ブレーキシステムの動作信頼
性を確実にするため、パッド
の使用限度厚を下回らないよ
うにしてください。

BMW Motorradディーラー（最適）
または専門の整備工場にブレー
キパッドの交換を依頼してくだ
さい。
BMW Motorrad は、必ず純正ブ
レーキパッドのみを取り付ける
ことをお勧めします。

フロント／リヤブレーキのブ
レーキフルードレベルを点検す
る
ブレーキフルードレベルはブ
レーキフルードリザーバータン
クの点検窓で点検することがで
きます。フロントブレーキ用ブ
レーキフルードリザーバータン
クは右側に、リヤブレーキ用ブ
レーキフルードリザーバータン
クは左側にあります。

警告

ブレーキフルードリザーバー
タンクのブレーキフルードが
少なすぎる、または汚れている
ブレーキシステム内の空気、汚
れ、または水によるブレーキ性
能の著しい低下
直ちに走行を調整し、不具合
を解消します。
ブレーキフルードレベルを定
期的に点検します。
ブレーキフルードリザーバー
タンクのキャップを開く前
に、キャップの汚れを取り除
いてください。
ブレーキフルードは必ず密封
容器からのもののみを使用し
てください。

E-Scooterを平坦で固いしっか
りとした路面の上に停車しま
す。
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ハンドルバーを、ブレーキフ
ルードリザーバータンクが水平
になるように調整します。

左または右ブレーキフルードリ
ザーバータンクのブレーキフ
ルードレベルを点検窓 1 で読
み取ります。

ブレーキパッドが徐々に
摩耗してゆくことによっ

て、リザーバータンクのブレーキ
フルードレベルは下がってきま
す。

ブレーキフルードレベル

ブレーキフルード、DOT4

ブレーキフルードレベル

ブレーキフルードレベルがMIN
マークを下回らないようにし
てください。(ブレーキフルー
ドリザーバータンクを水平状
態にする)
ブレーキフルードレベルが規定
値を下回った場合：
BMW Motorradディーラー（最適）
または専門の整備工場に、でき
るかぎり早く故障の修理を依頼
してください。

クーラント

クーラントレベルを点検する
E-Scooterを平坦で固いしっか
りとした路面の上に停車しま
す。
フロントフェアリングを取り外
す ( 156)

クーラントレベル 1 を目視点
検で点検します。
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リザーバータンクのクー
ラント規定レベル

MIN-～MAX-マークの間 ( 冷間
時クーラント回路)
クーラントレベルが規定値を下
回った場合：
クーラントをできるだけ早く補
充するか、BMW Motorradディー
ラーに充填を依頼してくださ
い。

フロントフェアリングを取り付
ける ( 156)

クーラントを補充する

警告

ラジエターキャップを開く
火傷の危険
ラジエターキャップは、熱く
なっている状態のときには開
かないでください。
クーラントレベルをリザー
バータンクでのみ点検し、
必要に応じて補給してくださ
い。

フロントフェアリングを取り外
す ( 156)
駆動システムと冷却システムを
冷まします。

キャップ 1 を開きます。
クーラントを規定レベルまで補
充します。

クーラントの凍結防止限
度

min -25 °C

クーラント補充量

0.07 l
クーラントレベルを点検す
る ( 152)
リザーバータンクのキャップを
閉じます。
フロントフェアリングを取り付
ける ( 156)
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タイヤ

タイヤ空気圧を点検する

警告

タイヤ充填圧が不適切。
Scooter の走行特性が悪化し、
タイヤの寿命が低下します。
タイヤ充填圧が正しいか確認
してください。

警告

垂直に取り付けられているバ
ルブコアが高速走行時に勝手
に開く
タイヤ空気圧の突然の喪失
ラバーシール付きバルブ
キャップを使用し、しっかり
と締め付けます。

タイヤ充填圧を、以下のデータ
を使用して点検します。

タイヤ空気圧（フロント）

2.3 bar (1 名乗車時（タイヤ冷
間時）)
2.3 bar (2名乗車＋荷物積載時

（タイヤ冷間時）)

タイヤ空気圧（リヤ）

2.5 bar (1 名乗車時（タイヤ冷
間時）)

タイヤ空気圧（リヤ）

2.5 bar (2名乗車＋荷物積載時
（タイヤ冷間時）)
タイヤ充填圧が不十分な場合：
タイヤ充填圧を調整します。

リムとタイヤ

ホイールリムを点検する
E-Scooterを平坦で安定した路
面の上に停車します。
ホイールリムに不良な部分がな
いか目視点検します。
ホイールリムが損傷した場合
は、BMW Motorradディーラーに
点検を依頼し、必要に応じて新
品に交換してください。

タイヤのトレッド溝の深さを点
検する

警告

著しく摩耗したタイヤでの走行
走行特性の悪化により、事故に
至る危険
必要に応じて、法的に規定さ
れているトレッドの最小残溝
量に達する前にタイヤを交換
してください。

E-Scooterを平坦で安定した路
面の上に停車します。
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タイヤのトレッド溝の深さを、
メインのトレッド溝で、摩耗イ
ンジケーターを使用して測定し
ます。

摩耗インジケーターはタイ
ヤごとにメインのトレッド

溝に設けられています。タイヤ
のトレッド溝がインジケーター
レベルにまで達している場合
は、タイヤが完全に摩耗してい
ます。インジケーターの位置は、
タイヤの縁にTI、TWIなどのアル
ファベットや矢印で示されてい
ます。

トレッドが最小残溝量に達して
いる場合：
当該タイヤを交換します。

承認タイヤ
すべてのタイヤサイズに
関して、特定のタイヤ製品
がBMW Motorrad により試験が
行われ、走行安全性に優れて
いると位置付けられています。
その他のタイヤに関しては、
BMW Motorrad ではその適合性を
評価できず、走行安全性を保証で
きません。
BMW Motorradは、BMW Motorradに
よって試験が行われたタイヤの
みの使用をお勧めします。
詳しい情報につきましては、
BMW Motorrad ディーラーにお問
い合わせください。

ライトバルブ

LEDバルブを交換する

警告

車両バルブ機能停止による道
路交通での車両の見過ごし
安全に関わる危険
故障したライトバルブはでき
るかぎり早く交換してくださ
い。この件につきましては、
BMW Motorradディーラーにお
問い合わせください。

当該モーターサイクルのすべて
のライトバルブは LED バルブで
す。LED バルブはご利用のモー
ターサイクルより長寿命です。
LEDバルブの不具合については、
BMW Motorradディーラー（最適）
または専門の整備工場にお問い
合わせください。
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フェアリング部品

フロントフェアリングを取り外
す

フロントフェアリング 1 をウ
インドシールド中央下側のグ
リップのところで前方へ引きま
す。
フロントフェアリング 1 を
ロック 2 から外します。
フロントフェアリング 1 を前
方へ取り外します。

フロントフェアリングを取り付
ける

フロントフェアリング 1 を組
み込み、矢印の方向に位置決め
します。

フロントフェアリング 1 をガ
イド 3 および 4 を使用して通
し入れます。
フロントフェアリング 1 を軽
く押して、クランプ 2 にクラン
プ留めします。

サイドフェアリングを取り外す

ボルト 2 を取り外します。
サイドフェアリング 1 を取り
外します。

バッテリーカバー 1 を矢印の
方向に取り外します。
ボルト 2 を取り外します。
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ボルト 1 を取り外します。
フェアリング部品を押し戻し、
ボルト 2 を取り外します。.
カバー 3 を取り外します。

サイドフェアリングを取り付け
る

カバー 3 を組み込みます。
フェアリング部品を押し戻し、
ボルト 2 を取り付けます。
ボルト 1 を取り付けます。

ボルト 2 を取り付けます。
バッテリーカバー 1 を位置決
めします。
バッテリーカバー 1 を上から
押して矢印の方向にずらしま
す。ロックが音をたててかみ合
わなければなりません。
バッテリーカバー 1 がしっか
りと取り付けられているかを点
検します。

サイドフェアリング 1 をロッ
クを使用してかみ合わせます。
ボルト 2 を取り付けます。
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バッテリー

一般的な情報
正しい手入れ、充電および保管
は 12 V バッテリーの寿命を延ば
し、また、保証のための前提条件
です。
12 V バッテリーの寿命を延ばす
ために、以下の点に注意してくだ
さい：
バッテリーの表面を、清潔で乾
いた状態に保つ。
バッテリーの充電を行う場合
は、必ず、次ページ以降の注意
事項に従う。
バッテリーを逆さまにしない。

追加充電機能
12 V バッテリーの充電レベル
で定められている限界値を下回
ると、追加充電機能が作動しま
す。12 V バッテリーは DC/DC コ
ンバーターを経由してハイボル
テージバッテリーから再充電さ
れます。これにより、12 Vバッテ
リーの十分な充電レベルが保証
されます。
追加充電機能は以下の状況で作
動します：
走行中：12 V バッテリーは必
要に応じて追加充電します。
充電プロセス時：12 V バッテ
リーは追加でハイボルテージ
バッテリーを追加充電します。
駐車状態の間：2日ごとに12 V
バッテリーの充電レベルを点検

し、必要に応じて追加充電しま
す。追加充電の際には、ファン
とクーラントポンプの音が聞こ
えることがあります。

駐車状態が長くなり、その間に
12 V バッテリーを 3 回続けて
追加充電する必要があった場
合には、作動スタンバイ ON 時
に車両電装システムバッテリー
の状態。制限なし。専門整備工
場で要点検。が表示されます。
さらに詳しい情報については、章

「表示」を参照してください。
ハイボルテージバッテリーの充
電レベルが限界値を下回ると、12
Vバッテリーは追加充電ができま
せん。追加充電機能を必要に応
じていつでも稼働させられるよ
うに、ハイボルテージバッテリー
が確実に十分な充電レベルであ
るようにしておく必要がありま
す。

12 Vバッテリーを充電する

重要事項

バッテリーターミナルに接続
されている 12 V バッテリーの
充電
車両エレクトロニクスの損傷
充電する前に12 Vバッテリー
をバッテリーターミナルから
分離してください。
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重要事項

完全に放電した 12 V バッテ
リーを 12 V ソケットで充電す
る
車両エレクトロニクスの損傷
完全に放電した 12 V バッテ
リー（バッテリー電圧 12 V 未
満、イグニッションオン時に
表示灯およびマルチファンク
ションディスプレイがオフの
まま）を必ず分離したバッテ
リーのターミナルで充電しま
す。

重要事項

電源ソケットに接続されてい
る、不適切なバッテリーチャー
ジャー
チャージャーおよび車両電装
系の損傷
適切なBMW チャージャーを使
用します。対応する適切な
チャージャーはBMW Motorrad
ディーラーで入手することが
できます。

接続しているバッテリーに電源
ソケットから充電します。

バッテリーがフル充電され
ると、車両の電子機器が検

知します。この場合、電源ソケッ
トの回路は遮断されます。

バッテリーチャージャーの取扱
説明書を確認し、遵守してくだ
さい。

電源ソケットからバッテ
リーの充電ができない場合

には、使用されているバッテリー
チャージャーが Eスクーターの
エレクトロニクスに適合してい
ない可能性があります。この場
合は、車両から接続を外したバッ
テリーのターミナルから直接、
バッテリーの充電を行ってくだ
さい。

E-Scooter は走行できず、作動
可能状態でもありません。12 V
バッテリーが完全に放電してい
るかを確認します：
作動可能状態をオンにす
る ( 55)
TFT ディスプレイを確認しま
す：
作動スタンバイが ONの状態で
TFT ディスプレイが ON のまま
の場合、バッテリーは完全に放
電しています。分離された 12 V
バッテリーを直接ターミナルに
接続して充電する必要がありま
す。
TFTディスプレイがONになる場
合、12 Vバッテリーはまだ完全
には放電していません。接続さ
れた 12 V バッテリーは 12 V コ
ンセントを介して充電すること
ができます。
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作動可能状態をオフにす
る ( 55)

外したバッテリーを充電する
適切なチャージャーを使用し
て、バッテリーを充電します。
バッテリーチャージャーの取扱
説明書を確認し、遵守してくだ
さい。
充電が終了したら、チャー
ジャーのターミナルクランプを
バッテリーターミナルから外し
ます。

12 Vバッテリーの交換
盗難防止装置(DWA) OE 装備
必要に応じて、盗難警報装置を
OFFにします。

作動スタンバイを OFF にしま
す。
サイドフェアリングを取り外
す ( 156)

固定ブラケット 1 左右をクラ
ンプのところで押し付け合わせ
て、取り外します。

重要事項

バッテリーの接続を不適切な
方法で切る
ショートのおそれ
接続を切る手順を遵守してく
ださい。

ボルト 2 を取り外し、バッテ
リーマイナス配線 を外しま
す。
ボルト 3 を取り外し、バッテ
リープラス配線 を外します。
12 Vバッテリーをバッテリーホ
ルダーから取り出します。

12 Vバッテリーをバッテリーホ
ルダーに差し込みます。

固定ブラケット 1 を 12 V バッ
テリーに取り付けます。

重要事項

バッテリーの不適切な接続
ショートのおそれ
取付け順序を守る。
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バッテリープラス配線を位置決
めしてボルト3を取り付ける。
バッテリーマイナス配線を位置
決めし、ボルト 2 を取り付けま
す。
サイドフェアリングを取り付け
る ( 157)

ヒューズ

メインヒューズを交換する

重要事項

故障しているヒューズのバイ
パス
ショートや火災の危険
故障しているヒューズは交換
してください。
故障ヒューズは新品のヒュー
ズと交換してください。

作動スタンバイを OFF にしま
す。
E-Scooterを平坦で安定した路
面の上に停車します。
サイドフェアリングを取り外
す ( 156)

故障したヒューズ 1 を交換し
ます。

ヒューズが頻繁に故障す
る場合には、電装システ

ムの点検を専門の整備工場また
はBMW Motorrad ディーラーに依
頼してください。

メインヒューズ

40 A (メインヒューズ)
サイドフェアリングを取り付け
る ( 157)

ヒューズを交換する

作動スタンバイを OFF にしま
す。



162 メインテナンス
サイドフェアリングを取り外
す ( 156)
ヒューズボックス 1 を取り外
します。

重要事項

故障しているヒューズのバイ
パス
ショートや火災の危険
故障しているヒューズは交換
してください。
故障ヒューズは新品のヒュー
ズと交換してください。

故障したヒューズ 1 - 8 を割り
当てに従って交換します。

ヒューズが頻繁に故障す
る場合には、電装システ

ムの点検を専門の整備工場また
はBMW Motorrad ディーラーに依
頼してください。

クランプ1

15 A ( エレクトリカルマシン
エレクトロニクス、リレー Kl.
30g)

クランプ2

7.5 A ( ターミナル（Kl.）30b、
エレクトリカルマシンエレク
トロニクス、ABS、センサーボッ
クス、シートヒーター、USB 充
電コンパートメント、RDC、スト
レージコンパートメント)

クランプ3

10 A (エレクトリカルマシンエ
レクトロニクス)

クランプ4

7.5 A (Kl. 30、遮断リレー Kl.
30b、DWA、イグニッションス
イッチ、メーターパネル、オン
ボードチャージャー、OBDコネ
クター)

クランプ5

7.5 A (Kl. 30C、左コンビネー
ションスイッチ、サービス
ディスコネクト、駆動エレクト
ロニクス、オンボードチャー
ジャー)
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クランプ6

未使用

クランプ7

未使用

クランプ8

未使用
ヒューズボックスを組み込みま
す。
サイドフェアリングを取り付け
る ( 157)

診断コネクター

診断コネクターを外す

注意

オンボード診断用診断コネク
ターを外す際の手順の誤り
モーターサイクルの機能障害
診断コネクターの取り外し
は、必ず、専門の整備工場
またはその他の認定されて
いるメカニックに依頼し、
BMW Motorrad サービス中に
行ってもらうようにしてくだ
さい。
適切なトレーニングを受けた
メカニックに作業の実行を依
頼します。
モーターサイクルメーカーの
規定を確認し、遵守してくだ
さい。

フロントフェアリングを取り外
す ( 156)

ロック 1 の両側を押します。
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診断コネクター 2 をホルダー 3
から外します。
診断システム／情報システム用
インターフェースを診断コネク
ター 2 に差し込むことができ
ます。

診断コネクターを取り付ける
診断システム／情報システム用
インターフェースを取り外しま
す。

診断コネクター 2 をホルダー 3
に差し込みます。
両側でロック 1 がかみ合いま
す。
フロントフェアリングを取り付
ける ( 156)
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168 アクセサリー

一般的な情報

注意

他社製品の使用
安全に関わる危険
BMW Motorrad では、すべての
他社製品について、BMW車両に
おいて安全性の問題なく使用
できるかどうか判定すること
はできません。国別仕様によ
り公的な許可が与えられてい
る場合にも、これは認められ
ていません。それらのような
テスト／点検では、常にBMW車
両におけるすべての使用条件
を考慮に入れるということは
できず、そのため部分的に十
分でないところがあります。
必ず、BMW が BMW 車両用に承
認している部品およびアクセ
サリー製品のみご利用くださ
い。

これらの部品およびアクセサ
リーは、BMW により、その安全
性、機能、適性に関する試験が
行われたものです。そのため、
BMW が製造責任を保証いたしま
す。承認されていない部品やア
クセサリーにつきましては、いか
なる種類であれ、BMWは一切の責
任を負いません。
変更を加える場合にはすべてに
おいて、必ず法規制に従ってくだ

さい。各国の道路交通法を遵守
してください。
BMW Motorradディーラーは、皆様
がBMW純正部品、アクセサリー、
その他の製品を選択されるにあ
たり、専門的なアドバイスをいた
します。
アクセサリーに関する詳
しい情報については、
以下をご覧ください：
bmw-motorrad.com/equipment

電源ソケット

電装系機器の接続
電源ソケットに接続されている
機器は、作動スタンバイがONの
状態でのみ、作動させることが
できます。
電源ソケットは作動スタンバイ
OFFの後、60 秒だけ電源供給さ
れます。

追加装備機器の使用
12 V コンセントを使用してい
る間は、バッテリー容量がモニ
ターされません。ハイボルテー
ジバッテリーを ONにしないまま
で追加装備機器を長時間作動さ
せていると、12 V バッテリーが
完全に放電するおそれがありま
す。その場合、E-Scooterの作動
スタンバイは保証されなくなり
ます。

https://www.bmw-motorrad.com/equipment
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ケーブルの取り回し
電源ソケットから追加装備機器
までのケーブルは、ライダーの
邪魔にならないように取り回し
てください。
ケーブルの取回しによって、
ステアリングアングルや走行特
性が制限されてはなりません。
ケーブルが挟み込まれないよう
にします。

トップケース

トップケース OA 装備

トップケースを開く

キー 1 を時計回りに回します。
黄色いロック 2 を押し続けて、
キャリングハンドル 3 を開き
ます。

黄色いボタン 1 を前に向かっ
て押して、同時にトップケース
リッドを開けます。

トップケース容量を調整する
トップケースを開き、空にしま
す。

ケース容量を拡大するには、
スイングレバー 1 を前側の最
終位置に噛み合わせます。
ケース容量を縮小するには、
スイングレバー 1 を後側の最
終位置に噛み合わせます。
トップケースを閉じます。

トップケース容量

25...35 l
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トップケースを閉じる
トップケースリッドを強く押し
て閉じます。

重要事項

施錠されたケースロックにお
けるキャリングハンドルの折
りたたみ
ロックストラップの損傷
キャリングハンドルを折りた
たむ前に、トップケースロッ
クが垂直に立っているか確認
してください。

キャリングハンドル 1 を閉じ
ます。
キャリングハンドルがはまる音
が聞こえます。
キー 2 を反時計回りに回して
引き抜きます。

トップケースを取り外す

キー 1 を時計回りに回します。
黄色いロック 2 を押し続けて、
キャリングハンドル 3 を開き
ます。

赤いレバー 1 を後方に向かっ
て引きます。
ロックフラップ 2 が飛び出し
ます。
ロックフラップを完全に開きま
す。
キャリングハンドルを持ち、
トップケースをホルダーから取
り外します。
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トップケースを取り付ける

赤いレバー 1 を後方に向かっ
て引きます。
ロックフラップ 2 が飛び出し
ます。
ロックフラップを完全に開きま
す。

トップケースを、トップケース
固定プレートの前側ホルダー 1
に掛けます。
トップケース後部をトップケー
ス固定プレートに押し付けま
す。

抵抗が感じられるまでロックフ
ラップ 1 を前に向かって押し
ます。
そしてロックフラップとロック
解除レバー（赤）2 を同時に前に
向かって押します。
ロックフラップがロックしま
す。
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重要事項

ロックされたケースロックによ
りキャリングハンドルが閉じる
ロックストラップの損傷
キャリングハンドルを閉じる
際、ケースロックを斜めに進
行方向に向けるように注意す
ること。

キャリングハンドル 1 を閉じ
ます。
キャリングハンドルがはまる音
が聞こえます。
キー 2 を反時計回りに回して
引き抜きます。

最大積載荷重

トップケースの積載荷重

トップケース OA 装備
max 5 kg
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176 お手入れ

ケア用品

BMW Motorrad は、ご使用になる
洗剤やケア用品をBMW Motorrad
ディーラーでお求めになるこ
とをお勧めします。BMW Care
Products については、原料のテ
ストや研究機関による製品テス
トおよび試用テストが行われて
おり、車両に使用されている素
材のケアと保護を最適に行いま
す。

重要事項

不適切な洗剤およびケア用品
の使用
車両部品の損傷
ニトロ希釈液、コールドク
リーナー、ガソリン、アルコー
ルを含んだクリーナーなどを
使用しないでください。

重要事項

強度の酸性またはアルカリ性
の洗剤の使用について
車両部品の損傷
洗剤の包装に記載されている
希釈濃度を確認し、遵守して
ください。
決して強度の酸性またはアル
カリ性の洗剤を使用しないで
ください。

洗車

BMW Motorradは、ペイントに付着
している昆虫や硬化した汚れな
どを、洗車の前にBMW専用クリー
ナーで柔らかくして洗い流して
おくことをお勧めします。
しみができるのを避けるため、
強い直射日光にさらされた直後
や日向での洗車は行わないでく
ださい。
フォークストラットは定期的に
清掃し、汚れを取り除いてくださ
い。
特に冬季の間や海岸に近い道路
を走行する場合は、洗車をより頻
繁に行ってください。
路面に散布されていて付着した
塩を除去するため、走行後は直ち
に、車両および必要に応じて取付
部品を冷水で洗い流してくださ
い。

雨天走行後や湿度が高い場
合、あるいは洗車後には、

ヘッドライトの内側に結露が生
じることがあります。そのよう
な場合、ヘッドライトが一時的に
曇ることがあります。ヘッドラ
イト内に湿気や水分が長期にわ
たって溜まっているような場合
には、BMW Motorrad ディーラー

（最適）または専門の整備工場に
お問い合わせください。
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警告

車両を水洗いしたり、水たまり
の中を通過したり、雨の日に走
行した後の、水分の付着したブ
レーキディスクおよびブレー
キパッド
ブレーキの効きの低下、事故を
起こす危険
ブレーキディスクおよびブ
レーキパッドが乾いた状態で
ブレーキがかけられるように
なるまでは、早めにブレーキ
ングしてください。

重要事項

温水による塩の作用の増大
腐食
散布されて付着した塩を除去
するには、必ず冷水のみを使
用してください。

重要事項

高圧クリーナーやスチーム
ジェット機器の高い水圧によ
る損傷
ラベル、シーリング、油圧式ブ
レーキシステム、電装系および
シートの腐食、ショートまたは
損傷
高圧ジェットやスチームク
リーナーは慎重に使用してく
ださい。

損傷しやすい車両部品のお手入
れ

プラスチック

重要事項

不適切な洗剤の使用
プラスチック表面の損傷
アルコールや溶剤、研磨剤を
含んだクリーナーは使用しな
いでください。
虫取りスポンジや表面の硬い
スポンジは使用しないでくだ
さい。

プラスチック部品は水およ
びBMWプラスチックケア剤を使用
して清掃してください。該当部
品：
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ウインドシールドおよびウイン
ドディフレクター
プラスチック製ヘッドライトレ
ンズ
メーターパネルのカバーガラス
ブラック、非塗装部品

硬化した汚れや昆虫など
の付着は、湿らせた布など

をかぶせて柔らかくしてくださ
い。

水とスポンジのみを使用し
た洗浄。

化学洗剤は使用しないでく
ださい。

TFTディスプレイ
TFTディスプレイを湯と洗剤を使
用して清掃します。続いて、ペー
パータオルなどの清潔なウェス
で拭き取って乾かします。

クローム
クローム部品を十分な水
とBMW Motorrad ケア製品シリー
ズのモーターサイクルクリー
ナーで丁寧に清掃します。これ
は特に、道路に散布された塩の
影響が見られる場合に該当しま
す。
さらに処置を施す場合には、
BMW Motorrad メタルポリッシュ
を使用してください。

ラジエター
ラジエターは、定期的に清掃して
ください。冷却が不十分なため
に起こるエレクトリカルマシン
のオーバーヒートを防ぐためで
す。
園芸用ホースなどを使い、低い水
圧で清掃してください。

重要事項

ラジエタープレートを折り曲
げる
ラジエタープレートの損傷
清掃の際に、ラジエタープ
レートを折り曲げないように
注意してください。

ラバー
ラバー部品の清掃には、水また
はBMWラバークリーナーを使用し
てください。

重要事項

ラバーシールのお手入れにシ
リコンスプレーを使用
ラバーシールの損傷
シリコンスプレーやシリコン
を含んだケア製品を使用しな
いでください。
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ペイントのお手入れ

定期的に洗車を行うことにより、
塗装部分に長期間にわたって影
響を与え、ペイントを損傷する原
因となる物質を除去することが
できます。特に、大気汚染が激し
い地域や、樹脂や花粉などが付着
するような地域を走行した場合
などに効果的です。
特に侵食性の高い物質は、直ち
に除去してください。ペイント
の損傷や変色を引き起こすお
それがあります。侵食性の高い
物質には、こぼれたフューエル
やオイル、グリース、ブレーキ
液、鳥のふんなどがあります。
これには、BMW Motorrad クリー
ナーと、続けて防錆処理のため
にBMW Motorrad 光沢ポリッシュ
の使用をお勧めします。
ペイントの表面仕上げに付着し
ている汚れは、洗車後に特に見え
やすくなります。このような汚
れは、クリーニング用ベンジンま
たはアルコールを清潔な布や綿
球などに含ませて、直ちに除去
してください。BMW Motorradは、
タール系の汚れには、BMWタール
リムーバーの使用をお勧めしま
す。その後、その箇所のペイント
を保護コーティングなどで保護
します。

重要事項

メタルポリッシュによる塗装
の損傷
損傷のおそれがあります
塗装およびクローム塗装には
メタルポリッシュを使用しな
いでください。

保護コーティング

ペイントから水が垂れなくなっ
たら、防錆処理する必要がありま
す。
BMW Motorrad は、ペイント
保護コーティングのため、
BMW Motorrad 光沢ポリッシュ
およびカルナバワックス、合成
ワックスを含むコーティング
剤を使用することをお勧めしま
す。

クロームめっきはクローム
ポリッシュで防錆処理をし

てはなりません。
BMW Motorrad が推奨するものの
みを使用してください。
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E-SCOOTERの長期保管

重要事項

過放電によるハイボルテージ
バッテリーの損傷
損傷のおそれがあります
駐車状態が 4週間程度の長期
にわたる場合には、その前に、
ハイボルテージバッテリーが
フル充電されていることを確
認してください。
充電レベルを定期的に点検
し、必要に応じてハイボル
テージバッテリーを充電して
ください。
車両を、充電レベルが低すぎ
る状態で長い間置いたままに
しておかないでください。

電力による航続可能距離が
10 km未満の場合には、車両

を14 日間より長く駐車したまま
にしておかないでください。

Eスクーターを清掃します。

充電プロセスを開始します。
( 113)
ブレーキレバー、メイン（セン
ター）スタンド、サイドスタン
ドの各ピボット部に適切な潤滑
剤を塗布／吹き付けます。

むきだしの部品やクローム加工
部品に非酸性のグリース（ワセ
リン）を塗布して保護します。

E-Scooter を、両ホイールに負
荷がかからない状態にして、
乾燥した場所に保管します。

E-SCOOTERの再使用

表面に塗布されている保護用
コーティングを取り除きます。
E-Scooterを清掃します。
チェックリスト ( 123)
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184 テクニカルデータ

トラブルシューティング

走行可能状態をオンにすることができません：
原因 修理

サイドスタンドが展開している サイドスタンドを格納します。
ブレーキの操作なしでの始動 始動する際には、ブレーキレ

バーを操作します。
12 Vバッテリーが空である 12 V バッテリーを充電す

る ( 158)

Bluetooth接続が確立されません。
原因 修理

ペアリングに必要なステップが
踏まれませんでした。

コミュニケーションシステム
の Operating instructionsで、
ペアリングに必要なステップに
関する情報を入手してくださ
い。

ペアリングを行ってもコミュニ
ケーションシステムが自動的に
接続されません。

ヘルメットのコミュニケーショ
ンシステムを OFF にして、1～
2分後に再度接続してください。

ヘルメットに保存されている
Bluetooth 機器の数が多すぎま
す。

ヘルメットのすべてのペアリ
ング登録を削除してください

（コミュニケーションシステム
の Operating instructionsを参
照）。

Bluetooth 対応機器を装備した
他の車両が付近にあります。

複数の車両との同時ペアリング
は避けてください。
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Bluetooth接続が阻害されています。
原因 修理

携帯端末機器との Bluetooth 接
続が遮断されます。

省電力モードを OFF にしてくだ
さい。

ヘルメットとの Bluetooth 接続
が遮断されます。

ヘルメットのコミュニケーショ
ンシステムを OFF にして、1～
2分後に再度接続してください。

ヘルメットの音量を調整するこ
とができません。

ヘルメットのコミュニケーショ
ンシステムを OFF にして、1～
2分後に再度接続してください。

電話帳がTFTディスプレイに表示されません。
原因 修理

電話帳が車両にまだ転送されて
いません。

モバイル端末機器でのペアリ
ングの際に、電話データの伝
送 ( 98) を確定します。

アクティブ目的地ガイドがTFTディスプレイに表示されません。
原因 修理

BMW Motorrad Connected アプリ
からナビゲーションが伝送され
ませんでした。

接続されている携帯端末機器
で、走行開始前にBMW Motorrad
Connected App を呼び出してく
ださい。

目的地ガイドをスタートさせる
ことができません。

携帯端末機器のデータ接続を確
認して、携帯端末機器のマップ
データを点検してください。

プレイリストがTFTディスプレイに表示されない。
原因 修理

モバイル端末でプレイリスト内
にあるタイトル（トラック）数が
多すぎる。

モバイル端末でプレイリストに
あるタイトル（トラック）数を減
らします。
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充電

ハイボルテージバッテリーの総
容量

60.6 Ah

ハイボルテージバッテリー正味
エネルギー容量

8.5 kWh

出力減少 OE あり 6.2 kWh
充電時間についての注意事項 充電時間の表示は、指定の充電

電流で充電されていることを前
提としています。温度および選
択された充電用インフラストラ
クチャー、充電ケーブルおよび
充電電流制限により、充電時間
は長くなることがあります。
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充電時間
スタンダード充電ケーブルによ
るハイボルテージバッテリーの
チャージ時間

210 min、80 % 充電：充電
電流: 10 A
260 min、100 % 充電：充電
電流: 10 A

出力減少 OE あり 145 min、80 % 充電：充電
電流: 10 A
200 min、100 % 充電：充電
電流: 10 A

Mode3 充電ケーブルによるハ
イボルテージバッテリーの
チャージ時間
クイックチャージャー OE 装備 65 min、80 % 充電：充電電

流: 30 A
100 min、100 % 充電：充電
電流: 30 A

クイックチャージャー OE 装備
出力減少 OE あり

50 min、80 % 充電：充電電
流: 30 A
70 min、100 % 充電：充電
電流: 30 A

駆動部

エンジン番号位置 モーターハウジング下側
エンジン型式 IA0P06A
エンジン型式 同期機
クイックチャージャー OE 装備 同期機（三相、永久磁石励磁式）

定格出力 15 kW
出力減少 OE あり 11 kW

最高出力 31 kW、回転数: 4900 min-1

出力減少 OE あり 23 kW、回転数: 4000 min-1

最大トルク 62 Nm、回転数: 1500 min-1
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最高回転数 max 12300 min-1

ギヤボックス

ギヤボックスの仕様 1速ギヤボックス、モーターハウ
ジング内に統合

リヤホイールドライブ

駆動方式 ベルトドライブ
リヤサスペンション型式 リヤホイールアクスルを偏心カ

ムにより調整可能なアルミキャ
ストシングルスイングアーム

フレーム

フレーム型式 スチール製ダブルクレードルフ
レーム

型式プレートの位置 ステアリングヘッドの右フロン
トフレーム

車両識別番号の位置 メインフレームのフロント側右
下

サスペンション

フロントホイール
フロントサスペンション型式 テレスコピックフォーク
スプリングトラベル（フロント） 110 mm、フロントホイールで
リヤホイール
リアサスペンションの構造 ダイレクトリンクスプリングス

トラット、調整式スプリングプ
リロード付き

リアホイールのスプリング 92 mm、リヤホイールで
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ブレーキ

フロントホイール
フロントブレーキ型式 ダブルディスクブレーキ、剛性、

直径265 mm、4ピストンブレーキ
キャリパー

フロントブレーキパッドの材質 有機素材
フロントブレーキディスク厚 5 mm、新品時の状態

min 4.5 mm、摩耗限度
ブレーキ操作の遊び (フロント
ブレーキ)

0.7...3.4 mm、ピストンで

リヤホイール
リヤブレーキ型式 ディスクブレーキ、直径265 mm、

1 ピストンフローティングキャ
リパー

リヤブレーキパッドの材質 有機素材
リヤブレーキディスク厚 5 mm、新品時の状態

min 4.5 mm、摩耗限度

ホイールとタイヤ

推奨されるタイヤの組み合わせ 最新の承認タイヤ一覧について
は、BMW Motorrad ディーラーに
お問い合わせください。

タイヤ速度カテゴリー（フロント
／リヤ）

H、少なくとも下記の値以上が必
要: 210 km/h
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フロントホイール
フロントホイールの仕様 アルミキャストホイール
フロントホイールリムサイズ 3.50" x 15"
タイヤサイズ（フロント） 120/70 R 15
タイヤ荷重指数（フロント） 56
許可されたフロントホイールの
アンバランス

max 5 g

リヤホイール
リヤホイールの仕様 アルミキャストホイール
リヤホイールリムサイズ 4.50" x 15"
タイヤサイズ（リヤ） 160/60 R 15
タイヤ荷重指数（リヤ） 67
許可されたリアホイールのアン
バランス

max 5 g

タイヤ空気圧
タイヤ空気圧（フロント） 2.3 bar、1名乗車時（タイヤ冷間

時）
2.3 bar、2名乗車＋荷物積載時

（タイヤ冷間時）
タイヤ空気圧（リヤ） 2.5 bar、1名乗車時（タイヤ冷間

時）
2.5 bar、2名乗車＋荷物積載時

（タイヤ冷間時）
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電装系

電源ソケットの定格電気負荷 max 5 A、すべての電源ソケット
（合計）

メインヒューズ 40 A、メインヒューズ
クランプ1 15 A、エレクトリカルマシンエ

レクトロニクス、リレーKl. 30g
クランプ2 7.5 A、ターミナル（Kl.）30b、

エレクトリカルマシンエレクト
ロニクス、ABS、センサーボック
ス、シートヒーター、USB充電コ
ンパートメント、RDC、ストレー
ジコンパートメント

クランプ3 10 A、エレクトリカルマシンエ
レクトロニクス

クランプ4 7.5 A、Kl. 30、遮断リレー Kl.
30b、DWA、イグニッションスイッ
チ、メーターパネル、オンボード
チャージャー、OBDコネクター

クランプ5 7.5 A、Kl. 30C、左コンビネー
ションスイッチ、サービスディ
スコネクト、駆動エレクトロニ
クス、オンボードチャージャー

クランプ6 未使用
クランプ7 未使用
クランプ8 未使用
バッテリー
バッテリー型式 AGMバッテリー（Absorbent Glass

Mat：グラスマット吸収式）、メイ
ンテナンスフリー

バッテリー電圧 12 V
バッテリー容量 5 Ah
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ライトバルブ
すべてのライトバルブ LED

盗難警報装置

盗難防止装置(DWA) OE 装備

再使用時にONになるまでの時間 約30 s
アラーム継続時間 約26 s
バッテリータイプ CR 123 A

寸法

全長 2285 mm、ライセンスプレート
ベースを含む

全高 1150 mm、ウインドシールドを含
む、DIN空車時

ハイウインドシールド OE 装備 1315 mm、ウインドシールドを含
む、DIN空車時

全幅 855 mm、ミラー含む
820 mm、ハンドルバーウェイト
を含む

フロントシート高さ 780 mm、ライダー非乗車時、
DIN空車時

コンフォートシートバックレ
スト OE 装備

800 mm、ライダー非乗車時、
DIN空車時

ライダーステップアーチレング
ス

1810 mm、ライダー非乗車時、
DIN空車時

コンフォートシートバックレ
スト OE 装備

1856 mm、ライダー非乗車時、
DIN空車時



193

重量

空車重量 231 kg、DIN空車重量、OEなし
フロント軸荷重（空車時） 119 kg
許容総重量 410 kg
リヤ軸荷重（空車時） 112 kg
最大積載荷重 179 kg
トップケースの積載荷重
トップケース OA 装備 max 5 kg

ヘルメット収納スペースの積載 max 8 kg
最大積載荷重ソフトバッグ max 5 kg

性能

最高速度 120 km/h
走行可能距離 130 km、WMTCに準拠
出力減少 OE あり 100 km、WMTCに準拠
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196 サービス

リサイクル

Eスクーターを廃棄する場合は？

最寄りの「廃棄二輪車取扱店」
のBMW Motorrad ディーラーにご
相談ください。
廃棄二輪車取扱店とは（社）全国
軽自動車協会連合会の登録販売
店で、広域廃棄物処理指定業指定
店として登録されている廃棄二
輪車取扱店です。廃棄二輪車を
適正処理するための窓口であり、
店頭に「廃棄二輪車取扱店の証」
が表示されています。

廃棄二輪車取扱店の証

BMW MOTORRADサービス

BMW Motorrad は広範囲にわた
るディーラーネットワークに
より、世界 100 カ国以上でお客
様とご使用の E スクーターへ
のサービスを提供しています。
BMW Motorradディーラーは、ご使
用のBMWモーターサイクルにおい
て、あらゆるメインテナンスおよ
び修理作業を確実に行うための

技術情報および技術的ノウハウ
を備えています。
最寄りのBMW Motorrad ディー
ラーについては、こちらのイン
ターネットサイトをご参照くだ
さい：bmw-motorrad.com.

警告

メインテナンス作業や修理作業
が正しく実施されなかった場合
結果として生ずる損傷による
事故のおそれ
BMW Motorrad は、ご使用
のE-Scooter に関する作業
をBMW Motorradディーラーに
依頼することを推奨していま
す。

ご使用のBMW E スクーターが常
に最適な状態に保たれているよ
うにするため、BMW Motorradは、
規定のメインテナンスインター
バルを遵守することをお勧めし
ます。
実施すべきメインテナンスおよ
び修理作業については、本書の

「サービス」の章でご確認くださ
い。保証期間が満了した後で修
理や点検を依頼される場合にも、
それまで定期的に整備されてい
たことが必要条件になります。

https://www.bmw-motorrad.com
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BMW Motorrad サービスの内容
につきましては、BMW Motorrad
ディーラーにご確認ください。

BMW MOTORRADサービス履歴

記入項目
実施したメンテナンス作業が整
備手帳に記入されます。整備手
帳の記入項目は、定期メンテナン
スの証明になります。
車両の電子サービス履歴に記入
が行われると、サービスに関する
データがドイツ・ミュンヘンに
あるBMW AG本部 ITシステムに保
存されます。
サービス履歴に記入されたデー
タは、車両所有者変更後、新しい
所有者も見ることができます。
BMW Motorrad ディーラーや専門
の整備工場もサービス履歴に記
載されているデータを見ること
ができます。

異議申し立て
車両所有者は、車両を所有する
間BMW Motorrad ディーラーまた
は専門の整備工場に対して、サー
ビス履歴への記入およびそれに
関わる車両データの保存および
自動車メーカーへのデータ転送
に関して異議を申し立てること
ができます。この場合、車両の
サービス履歴の記入が行われな
くなります。

BMW MOTORRAD モビリティサービ
ス

BMW E スクーターの新車は、万が
一の路上故障などのトラブル
発生時にはBMW Motorrad モビリ
ティサービスによる各種のサー
ビスを受けることができます（モ
バイルサービス、現場で対応可能
な範囲での応急処置、車両の回送
など）。
モビリティサービスの詳細につ
きましては、BMW Motorradディー
ラーにお問い合わせください。

メインテナンス作業

BMW納車前点検（PDI）
BMW 納車前点検（PDI）は、車両
をお客様にお渡しする前に、
BMW Motorrad ディーラーによっ
て実施されます。

BMW初回点検
500 km～ 1200 km の間に必ず
BMW初回点検を行ってください。

BMW Motorradサービス
BMW Motorradサービスは24 か月
ごとまたは10000 kmごと（先に該
当した方）に実施されます。サー
ビスの範囲は車両年数および
走行距離に応じて異なります。
BMW Motorrad ディーラーがお客
様にサービスの実施を確認し、
次回のサービス時期を登録しま
す。
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1 年間にかなりの距離を走行す
る車両に関しては、場合によっ
ては登録されている時期以前に
サービスを実施する必要があり
ます。その場合には、適合する最
大限の走行距離が一般整備記録
に追加で記入されます。次回の
サービス時期の前にこの走行距
離に達した場合には、予定を早め
てサービスを実施する必要があ
ります。

サービスに関する詳しい情報に
ついては、以下をご覧ください：
bmw-motorrad.com/service

車両に必要なサービス範囲
は、下記のメインテナンススケ
ジュールで確認できます：

https://www.bmw-motorrad.com/service
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メインテナンススケジュール

1 BMW Motorrad初回点検
2 BMW Motorrad標準サービス

範囲
3 ベルトの交換
4 システム全体のブレーキフ

ルードを交換する
5 トランスミッションオイル

を交換する
a 2年ごと、または10000 kmご

と（どちらか先に該当した
方）
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BMW MOTORRAD初回点検

BMW Motorrad初回点検
下記に BMW Motorrad 初回点検の項目をリストアップしています。
ご使用の車両に該当する実際のメインテナンス範囲とは異なること
があります。
サービス時期および残り距離を設定する
BMW診断システムを使用して、車両テストを実施する
フロント／リヤブレーキフルードレベルを点検する
サイドスタンドを潤滑し、パーキングブレーキ用ボーデンケーブル
を点検する
パーキングブレーキ用ボーデンケーブルのベアリングにグリース
を塗布し、パーキングブレーキの基本設定およびホールド効果を点
検する
外部ベルトガードを取り外す
トランスミッションオイルを交換する
ベルトテンションを点検する
外部ベルトカバーを取り付ける
クーラント濃度を点検する
タイヤ充填圧およびタイヤトレッドの溝の深さを点検する
ステアリングヘッドベアリングを点検する
ライトおよび信号装置を点検する
スタート許可の機能点検
交通安全性／機能のチェックを含む最終点検
BMW診断システムを使用して、車両テストを実施する
BMWサービスを車両取扱説明書に記入
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メインテナンスの確認

BMW Motorradサービス標準範囲
次に、BMW Motorrad サービス標準範囲の作業が挙げられます。車両
に該当するサービス範囲は、実際には異なる場合があります。
バッテリーのチャージ状態を点検する
ブレーキライン、ブレーキホース、接続箇所の目視点検を行う
システム全体のブレーキフルードを交換する
フロント／リヤブレーキフルードレベルを点検する
フロントブレーキパッドおよびブレーキディスクの摩耗の有無を
点検する
リヤブレーキパッドおよびブレーキディスクの摩耗の有無を点検
する
サイドスタンドを潤滑し、パーキングブレーキ用ボーデンケーブル
を点検する
パーキングブレーキ用ボーデンケーブルのベアリングにグリース
を塗布し、パーキングブレーキの基本設定およびホールド効果を点
検する
ベルトの交換
トランスミッションオイルを交換する
ステアリングヘッドベアリングを点検する
クーラント濃度を点検する
タイヤ充填圧およびタイヤトレッドの溝の深さを点検する
ライトおよび信号装置を点検する
スタート許可の機能点検
交通安全性／機能のチェックを含む最終点検
BMW Motorrad診断システムを使用して、車両テストを実施する
BMW診断システムを使用して、車両テストを実施する
BMW Motorrad故障診断装置を使用して、サービス時期および残余走
行距離を設定する
車載書類に記載されているBMW Motorrad サービスについて確認す
る
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BMW Motorrad 納車前点検
（PDI）
実施済み

日付

押印、署名

BMW Motorrad初回点検
実施済み

日付
距離（km）

次回サービス
期限
日付
または最短
距離（km）

押印、署名
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BMW Motorradサービス
実施済み

日付
距離（km）

次回サービス
期限
日付
または最短
距離（km）

実施された作業
はい なし

BMW Motorradサービス

ベルトの交換
システム全体のブレーキフルードの交換
ギヤオイルの交換

注意事項 押印、署名
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BMW Motorradサービス
実施済み

日付
距離（km）

次回サービス
期限
日付
または最短
距離（km）

実施された作業
はい なし

BMW Motorradサービス

ベルトの交換
システム全体のブレーキフルードの交換
ギヤオイルの交換

注意事項 押印、署名
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BMW Motorradサービス
実施済み

日付
距離（km）

次回サービス
期限
日付
または最短
距離（km）

実施された作業
はい なし

BMW Motorradサービス

ベルトの交換
システム全体のブレーキフルードの交換
ギヤオイルの交換

注意事項 押印、署名



206 サービス

BMW Motorradサービス
実施済み

日付
距離（km）

次回サービス
期限
日付
または最短
距離（km）

実施された作業
はい なし

BMW Motorradサービス

ベルトの交換
システム全体のブレーキフルードの交換
ギヤオイルの交換

注意事項 押印、署名
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BMW Motorradサービス
実施済み

日付
距離（km）

次回サービス
期限
日付
または最短
距離（km）

実施された作業
はい なし

BMW Motorradサービス

ベルトの交換
システム全体のブレーキフルードの交換
ギヤオイルの交換

注意事項 押印、署名
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BMW Motorradサービス
実施済み

日付
距離（km）

次回サービス
期限
日付
または最短
距離（km）

実施された作業
はい なし

BMW Motorradサービス

ベルトの交換
システム全体のブレーキフルードの交換
ギヤオイルの交換

注意事項 押印、署名
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BMW Motorradサービス
実施済み

日付
距離（km）

次回サービス
期限
日付
または最短
距離（km）

実施された作業
はい なし

BMW Motorradサービス

ベルトの交換
システム全体のブレーキフルードの交換
ギヤオイルの交換

注意事項 押印、署名
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BMW Motorradサービス
実施済み

日付
距離（km）

次回サービス
期限
日付
または最短
距離（km）

実施された作業
はい なし

BMW Motorradサービス

ベルトの交換
システム全体のブレーキフルードの交換
ギヤオイルの交換

注意事項 押印、署名
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BMW Motorradサービス
実施済み

日付
距離（km）

次回サービス
期限
日付
または最短
距離（km）

実施された作業
はい なし

BMW Motorradサービス

ベルトの交換
システム全体のブレーキフルードの交換
ギヤオイルの交換

注意事項 押印、署名
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BMW Motorradサービス
実施済み

日付
距離（km）

次回サービス
期限
日付
または最短
距離（km）

実施された作業
はい なし

BMW Motorradサービス

ベルトの交換
システム全体のブレーキフルードの交換
ギヤオイルの交換

注意事項 押印、署名
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一般整備記録

この表は、メインテナンスおよび修理作業、アクセサリーの取り付
け、特別キャンペーンの実施についての証明となります。

実施された作業 距離（km） 日付
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実施された作業 距離（km） 日付



215



認証

15



ハイボルテージセルモジュールの出力および条件に対す
るBMW CE 04 BATTERY CERTIFICATE 218



218 認証

ハイボルテージセルモ
ジュールの出力および
条件に対するBMW CE 04
BATTERY CERTIFICATE

ハイボルテージセルモジュール
に関しては、販売BMW Motorrad
ディーラーがBMW CE 04 の新車
を購入されたお客様に対して、
BMW CE 04 の新車の販売条件に
基づく欠陥補償請求を補足する
形で以下のサービスを保証しま
す：

1. BMW CE 04 新車のハイ
ボルテージセルモジュー
ルに関するBMW CE 04
Battery Certificate
はBMW CE 04 新車での最初の
40000 kmに有効であり、走行距離
に関係なく、BMW CE 04 新車の初
回納車または初度登録の遅くと
も5年後に終了します。その際に
は、先に該当した条件の時点が適
用されます（「証明書有効期間」）。

2. 証明書の有効期間中は、
お客様はハイボルテージセルモ
ジュールにおける欠陥の修理
を無償で請求することができま
す。

3. 証明書の有効期間中にハイボ
ルテージセルモジュールにおけ
る欠陥によりBMW CE 04 車両をけ
ん引しなければならない場合、
最寄りのBMW CE 04 サービスワー

クショップへのけん引に必要な
費用はお客様に返金されます。

4. リチウムイオンハイボル
テージバッテリーの容量は、
技術的な理由により使用期間
を通して低下していきます (自
然放電)。証明書の有効期間中
にBMW Motorrad ディーラーで容
量を測定した際に、純バッテリー
容量がBMW CE 04 新車両を納車し
た時点の値の 70 % を下回る場
合、この 70 % を下回る割合は過
度の容量損失とみなされます。
この過度の容量損失は、無償で修
理されます。

5. こ の BMW CE 04
Battery Certificate に基
づくサービス保証は、車両を販
売しているBMW Motorrad ディー
ラー、ならびにCE 04 販売市
場 * における各BMW Motorrad
ディーラーで請求することがで
きます。

6. BMW CE 04 Battery Certificateに
基づくサービス保証の適用は、
メーカーにより規定されたイン
ターバルでメインテナンスを受
け、このメインテナンスの枠内で
ハイボルテージセルモジュール
の点検、そして必要に応じて整備
を受けることが前提条件となっ
ています。このサービス保証は、
ハイボルテージセルモジュール
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の欠陥または過度の容量損失が
事故による損傷に起因する場合、
BMW CE 04 車両を認証されてい
ない条件下で走行したことに起
因する場合(認証条件が初度納
車国とは異なる国での走行な
ど)、または
モーターサイクルレースへの参
加などBMW CE 04 車両が不適切
に取り扱われたり酷使された場
合、または
メーカーにより承認されて
いない部品がBMW CE 04 車両
に取り付けられた場合、また
はBMW CE 04 車両またはその部
品 (ソフトウェアなど)がメー
カーにより許可されていない方
法により変更された場合、また
は
BMW CE 04車両の (特に Rider's
Manual に基づく) 取り扱い、
メインテナンスおよび手入れに
関する規定が遵守されなかった
場合、または
ハイボルテージバッテリーを開
いたり、BMW CE 04 車両から取
り外された場合には除外されま
す。

7. こ の BMW CE 04
Battery Certificate は、
BMW CE 04 新車両に対する販
売条件を補足する要素です。
BMW CE 04 新車両に対する販
売条件に基づくサービス保証
および請求は、このBMW CE 04

Battery Certificate に基づく
サービス保証により制限される
ことはありません。

8. BMW CE 04 車両の所有者
が変更しても、BMW CE 04
Battery Certificate に基づく
サービス保証は制限されませ
ん。

* 販売市場：アンドラ、ベル
ギー、中国、ドイツ、フランス、
イギリス、アイルランド、イタリ
ア、日本、韓国、リヒテンシュタ
イン、ルクセンブルグ、モナコ、
オランダ、オーストリア、ポルト
ガル、ロシア、サンマリノ、スイ
ス、スペイン、米国。
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Declaration of 
Conformity 

Radio equipment electronic 
immobiliser (EWS4) 

For all countries without EU 

Technical information 
Frequency Band: 134 kHz  
(Transponder: TMS37145 / 
Type DST80, TMS3705 
Transponder Base Station IC) 
Output Power: 50 dBµV/m 

Manufacturer and Address 
Manufacturer: 
BECOM Electronics GmbH 
Address: Technikerstraße 1, 
A-7442 Hochstraß

Argentina

H-25246

Australia/New Zealand

R-NZ

Belarus

India

ETA-SD-20200905860

United Arab Emirates

Philippiens

South Africa

Brunei



Indonesia

Dilarang melakukan perubahan
Spesifikasi yang dapat

Menimbulkan gangguan fisik
dan/atau elektromagnetik

terhadap lingkungan sekitarnya

Taiwan

72790/SDPPI/2021
13349

Israel

Paraquay

低功 電波 射性電機管 辦法

第十二條   經型式認證合格之低
功率射頻電 機，非經許可，公
司、商號或使用者均不得擅 自變
更頻率、加大功率或變更原設計
之特性及 功能。第十四條   低功
率射頻電機之使用不 得影響飛航
安全及干擾合法通信；經發現有
干 擾現象時，應立即停用，並改
善至無干擾時方 得繼續使用。 前
項合法通信，指依電信法規定作
業之無線電 通信。

Malaysia

RFCL/47A/0920/S(20-3358)

Singapore

מספר אישור אלחוטי של משרד התקשורת הוא
 51-74908

אסור להחליף את האנטנה המקורית של המכשיר 
ולא

לעשות בו כל שינוי טכני אחר



United States (USA) 
Contains FCC ID:                           
ODE-MREWS5012
FCC § 15.19 Labelling 
requirements
This device complies with part 
15 of the FCC Rules and Industry 
Canada’s licence-exempt RSS 
standard(s). Operation is subject 
to the following two conditions:  
(1) this device may not cause
interference, and
(2) this device must accept any
interference received, including
interference that may cause
undesired operation.
FCC § 15.21 Information to user
Changes or modifications not 
expressly approved by the party 
responsible for compliance could 
void the user's authority to 
operate the equipment. 
RF Exposure Requirements
To comply with FCC RF exposure 
compliance requirements, the 
device must be installed to 
provide a separation distance of 
at least 20 cm from all persons.

    Canada 
Contains IC:                                        
10430A-MREWS5012
This device complies with part 15 
of the FCC Rules and Industry 
Canada license-exempt RSS 
standard(s). Operation is subject to 
the following two conditions:

(1) this device may not cause
interference, and
(2) this device must accept any
interference received, including
interference that may cause
undesired operation.
Le présent appareil est conforme 
aux CNR d'Industrie Canada 
applicables aux appareils radio 
exempts de licence. L'exploitation 
est autorisée aux deux conditions 
suivantes : (1) l'appareil ne doit pas 
produire de brouillage, et             
(2) l'utilisateur de l'appareil doit
accepter tout brouillage
radioélectrique subi, même si le
brouillage est susceptible d'en
compromettre le fonctionnement.

Serbia

Vietnam

A1109091120AF04A3



Certifications
BMW Keyless Ride ID Device 

USA, Canada: 

Product name: BMW Keyless Ride ID 
Device FCC ID: YGOHUF5750 
IC: 4008C-HUF5750 

Canada: 
Operation is subject to the following two conditions: 

(1) This device may not cause harmful interference, and
(2) this device must accept any interference received, including
interference that may cause undesired operation.

Any changes or modifications not expressly approved by the 
party responsible for compliance could void the user’s 

authority to operate the equipment.



Argentina: 

H-17115

USA: 
This device complies with Part 15 of the FCC rules. Operation is 
subject to the following two conditions: 

(1) This device may not cause harmful interference, and
(2) this device must accept any interference received, including
interference that may cause undesired operation.



Declaration Of Conformity

We declare under our responsibility that the product 

BMW Keyless Ride ID Device (Model: HUF5750) 

camplies with the appropriate essential requirements of the article 3 
of the R&TIE and the other relevant provisions, when used for its 
intended purpose. Applied Standards: 

1. Health and safety requirements contained in article 3 (1) a)
• EN 60950-1:2006+A11:2009+A1:2010+A12:2011;

Information technology equipment-Safety
2. Protection requirements with respect to electromagnetic

compatibility article 3 (1) b)
• EN 301 489-1 (V1 .9.2, 09/2011 ), Electromagnetic

compatibility and radio spectrum matters (ERM);
Electromagnetic compatibility (EMC) standard for radio
equipment and services;
Part 1: Common technical requirements

• EN 301 489-3 (V1.4.1, 08/2002) Electromagnetic
compatibility and radio spectrum matters (ERM);
Electromagnetic compatibility (EMC) standard for radio
equipment and services; Part 3: Specific conditions for short
range devices (SRD) operating on frequencies between 9 kHz
and 40 GHz

3. Means of the efficient use of the radio frequency spectrum
article 3 (2)

• EN 300 220-1 & -2 (V2.4.1, 05/2012), electromagnetic
compatibility and radio spectrum matters (ERM); Short range
devices (SRD); Radio equipment tobe used in the 25 MHz to
1000 MHz frequency range with power Ieveis ranging up to
500 mW;
Part 1: Technical characteristics and test methods.
Part 2: Harmonized EN covering essential requirements under
article 3.2 ofthe R&TIE directive



The product is Iabeted with the CE marking:   

Velbert, October 15th, 2013
Benjamin A. Müller 

Product Development Systems
Car Access and Immobilization - 
Electronics Huf Hülsbeck & Fürst 
GmbH & Co. KG 
Steeger Straße 17, D-42551 
Velbert



Certification Tire Pressure 
Control (TPC) 

This device complies with Part 15 
of the FCC Rules and with 
Industry Canada license-exempt 
RSS standard(s). 
Operation is subject to the 
following two conditions:  
(1) This device may not cause

harmful interference, and
(2) This device must accept any

interference received,
including interference that
may cause undesired
operation.

Le présent appareil est conforme 
aux CNR d'Industrie Canada 
applicables aux appareils radio 
exempts de licence. L'exploitation 
est autorisée aux deux conditions 
suivantes: 
(1) l'appareil ne doit pas produire

de brouillage, et
(2) l'utilisateur de l'appareil doit

accepter tout brouillage
radioélectrique subi, même si
le brouillage est susceptible
d'en compromettre le
fonctionnement.

WARNING: Changes or 
modifications not expressively 
approved by the party responsible 
for compliance could void the 
user's authority to operate the 
equipment. The term “IC:” before 
the radio certification number only 
signifies that Industry Canada 
technical specifications were met. 

FCC ID: MRXBC5A4 
IC: 2546A-BC5A4 

FCC ID: MRXBC54MA4 
IC: 2546A-BC54MA4 

WARNING: Changes or 
modifications not expressively 
approved by the party responsible 
for compliance could void the 
user's authority to operate the 
equipment. The term “IC:” before 
the radio certification number only 
signifies that Industry Canada 
technical specifications were met. 



Declaration of 
Conformity 

Radio equipment TFT  
instrument cluster 

For all Countries without EU 

Model name: ICC10in  

Technical information 
The ICC10in can operate in 
one of two operating modes:           
1. Normal mode, with
Bluetooth and WLAN on, and
2. Radio off mode (only
available during vehicle
manufacturing).

BT operating frq. Range:          
2402 – 2480 MHz 
BT version: 4.2 (no BTLE) 
BT output power: 
< +4 dBm (internal antenna)
WLAN operating frq. Range:
2402 – 2472 MHz
WLAN standards:
IEEE 802.11 b/g/n
WLAN output power:
< +14 dBm (internal antenna)

Manufacturer and Address 
Manufacturer:  
Robert Bosch GmbH 
Address:
Robert-Bosch-Platz 1,  
70839 Gerlingen, Germany 

Turkey 
Robert Bosch GmbH, ICC10in tipi 
telsiz sisteminin 2014/53/EU  nolu 
yönetmeliğe uygun olduğunu beyan 
eder.  AB Uygunluk Beyanı'nın tam 
metni, aşağıdaki internet adresinden 
görülebilir: http://cert.bosch-
carmultimedia.net 

Brazil 
Este equipamento não tem direito          
proteção contra interferência         
prejudicial e não pode causar 
interferência em sistemas 
devidamente autorizados.
Para maiores informações, consulte o 
site da ANATEL www.anatel.gov.br

Thailand 
เคร่ืองโทรคมนาคมและอุปกรณ ีน 
มีความสอดคลองตามขอกําหนดขอ ง 
กทช. 
(This telecommunication equipments
is in compliance with NTC 
requirements) 

Argentina

C-25636



Canada 
This device contains licence-
exempt transmitter(s)/
receiver(s) that comply with 
Innovation, Science and 
Economic Development 
Canada’s licence-exempt RSS(s). 
Operation is subject to the 
following two conditions:
(1) This device may not cause
interference.
(2) This device must accept any
interference, including
interference that may cause
undesired operation of the
device.
Radiofrequency radiation 
exposure Information: This 
equipment complies with Canada 
radiation exposure limits set forth 
for an uncontrolled environment. 
This equipment should be 
installed and operated with 
minimum distance of 20 
centimeters between the radiator 
and your body. This transmitter 
must not be co-located or 
operating in conjunction with any 
other antenna or transmitter. 

L’émetteur/récepteur exempt de 
licence contenu dans le présent 
appareil est conforme aux CNR 
d’Innovation, Sciences et 
Développement économique 
Canada applicables aux 
appareils radio exempts de 
licence. L’exploitation est 
autorisée aux deux conditions 
suivantes :
(1) L’appareil ne doit pas
produire de brouillage;
(2) L’appareil doit accepter tout
brouillage radioélectrique subi,
même si le brouillage est
susceptible d’en compromettre le
fonctionnement.
Informations sur l'exposition aux 
radiofréquences:
Cet équipement est conforme aux 
limites d'exposition aux radiations 
fixées par le Canada pour un 
environnement non contrôlé. Cet 
équipement doit être installé et 
utilisé avec une distance minimale 
de 20 centimètres entre le 
radiateur et votre corps. Cet 
émetteur ne doit pas être co-
localisée ou opérant en 
conjonction avec autre antenne ou 
émetteur. 



United States (USA) 
This device complies with part 
15 of the FCC Rules. Operation 
is subject to the following two 
conditions:
(1) This device may not cause
harmful interference, and
(2) this device must accept any
interference received, including
interference that may cause
undesired operation.
Changes or modifications made to 
this equipment not expressly 
approved by Robert Bosch GmbH 
may void the FCC authorization to 
operate this equipment.
NOTE: This equipment has been 
tested and found to comply with 
the limits for a Class B digital 
device, pursuant to Part 15 of the 
FCC Rules. These limits are 
designed to provide reasonable 
protection against harmful 
interference in a residential 
installation. This equipment 
generates, uses and can radiate 
radio frequency energy and, if not 
installed and used in accordance 
with the instructions, may cause 
harmful interference to radio 
communications. 

However, there is no guarantee 
that interference will not occur in 
a particular installation. If this 
equipment does cause harmful 
interference to radio or television 
reception, which can be 
determined by turning the 
equipment off and on, the user is 
encouraged to try to correct the 
interference by one or more of 
the following measures: 
- Reorient or relocate the receiving
antenna.
- Increase the separation between
the equipment and receiver.
- Connect the equipment into an
outlet on a circuit different from
that to which the receiver is
connected.
- Consult the dealer or an
experienced radio/TV technician
for help.
Radiofrequency radiation
exposure Information: This
equipment complies with FCC
radiation exposure limits set forth
for an uncontrolled environment.
This equipment should be installed
and operated with minimum
distance of 20 cm between the
radiator and your body. This
transmitter must not be co-
located or operating in
conjunction with any other
antenna or transmitter.



Mexico 
La operación de este equipo 
está sujeta a las siguientes dos 
condiciones: 
(1) es posible que este equipo o
dispositivo no cause interferencia
perjudicial y
(2) este equipo o dispositivo debe
aceptar cualquier interferencia,
incluyendo la que pueda causar su
operación no deseada.

IFETEL  

Japan
This device is granted pursuant to 
the Japanese Radio Law               
and the Japanese  

 (電波法) 

Telecommunications Business Law 
(電気通信事業法)
本製品は、電波法と電気通信事業
法に基づく適合証明を受けており
ます。
This device should not be 
modified (otherwise the granted 
designation number will become 
invalid)
本製品の改造は禁止されています。
（適合証明番号などが無効となりま
す。）

Korea
Equipment Name: BMW A-Kombi 
Basic model number: ICC10in
Manufacturer/Country of Origin: 
Robert Bosch GmbH / 포르투갈   
Zertifikatsnummer:
R-R-BO2-ICC10in

Serbia

ID: И011 20

Taiwan, Republic of 
取得審驗證明之低功率射頻器材，
非經核准，公司、商號或使用者均
不得擅自變更頻率、加大功率或變
更原設計之特性及功能。低功率射
頻器材之使用不得影響飛航安全及
干擾合法通信；經發現有干擾現象
時，應立即停用，並改善至無干擾
時方得繼續使用。前述合法通信，
指依電信管理法規定作業之無線電
通信。低功率射頻器材須忍受合法
通信或工業、科學及醫療用電波輻
射性電機設備之干擾。

201-200559

20 0138 201
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234 索引
1
12 Vコンセント
車両における位置, 15
使用上の注意, 168

12 Vバッテリー
一般的な情報, 158
警告表示, 43
交換する, 160
追加充電機能, 158
車両における位置, 15
充電する, 158, 160
仕様（諸元）, 191

A
ABS
技術情報, 136
警告表示, 48, 49
自己診断, 125

ASC
技術情報, 139
警告表示, 43, 44
自己診断, 125

B
Bluetooth, 87

D
DTC
技術情報, 139
警告表示, 43, 44

DWA
インジケーター／警告灯, 18
警告表示, 36, 37
仕様（諸元）, 192
操作する, 65

Dynamic Brake Control, 143

E
E-Scooter
お手入れ, 174
固定する, 131
再使用, 180
清掃する, 174
駐車, 130
長期保管, 180

K
Keyless Ride
警告表示, 34, 35
ステアリングロックをロックす
る, 54
電子式エンジン始動ロックシス
テム（イモビライザー）EWS, 56
バッテリーが空になっている、
または無線キーの紛失, 56

P
Pairing, 87
Pre-Ride-Check, 124
Pure, 84

R
RDC
技術情報, 143
警告表示, 45, 46, 47, 48

RSC, 140

W
WLAN, 89

あ
アダプティブヘッドライト, 145
安全に関する注意事項
ブレーキについて, 129
ライディングにあたって, 122
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い
イグニッションキルスイッチ
操作する, 58
操作部, 17

インジケーター／警告灯
全体図, 22
メーターパネル, 18

う
ウインカー, 63
操作部, 16

え
エネルギー回生
警告表示, 41
制限, 83

エンジン始動ロック, 56

お
お気に入りボタン
機能を割り当てる, 83
操作部, 16

お手入れ
クローム, 178
ケア用品, 176
洗車, 176
ペ イ ン ト 保 護 コ ー テ ィ ン
グ, 179

オンボードコンピューター, 93

か
外気温度, 34
型式プレート, 15

き
キー, 54
記号と意味, 4
ギヤボックス, 188

く
クーラント
警告表示, 40, 41
充填レベルを点検する, 152
補充する, 153
リザーバータンク, 14

駆動システム故障警告灯, 37
駆動システム表示, 83
駆動部, 187
グリップヒーター, 68

け
警告灯
全体図, 22
メーターパネル, 18

警告表示
12 Vバッテリー, 43
ABS, 48, 49
ASC, 43, 44
DTC, 43, 44
Keyless Ride, 34, 35
My Motorcycle, 90
RDC, 45, 46, 47, 48
エネルギー回生, 41
エレクトリカルマシンエレクト
ロニクス, 38
エンジンコントロール, 37
外気温度警告, 34
クーラント, 40, 41
駆動システム故障警告灯, 37
サービス, 50
サイドスタンド, 48
充電, 39, 40, 41, 42
充電レベル, 39
出力, 39
絶縁エラー, 38
電気駆動システム, 40
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盗難警報装置, 36, 37
ハイボルテージシステム, 38,
39, 41
表示, 26
ライトコントロールの故障, 36
ライトバルブの故障, 35

警告表示一覧, 28

こ
光軸
調整エレメント, 14
調整する, 102

後退走行
操作する, 59
操作部, 16

高電圧システム, 38, 39, 41
高電圧バッテリー
充電レベル, 84
仕様（諸元）, 186

コンビネーションスイッチ
左側面, 16
右側面, 17

さ
サービス
BMW Motorradサービス, 196
警告表示, 50
サービス履歴, 197

サービス表示, 50
サスペンション, 188
作動可能状態, 55

し
シートヒーター, 68
車両識別番号, 15
充電する
警告表示, 39, 40, 41, 42
充電ケーブル, 110

充電電流, 113
充電プロセス, 113, 117
充電レベル, 84
仕様（諸元）, 186
全体図, 25

充電プロセス
始動, 113
終了する, 117

重量, 193
出力
警告表示, 39
制限, 83

診断コネクター
固定する, 164
車両における位置, 14
外す, 163

す
ステータスバー（上側）, 81
ストレージコンパートメント
車両における位置, 15
操作する, 69

スプリットスクリーン, 84, 85
スプリングプリロード
調整エレメント（リヤ）, 14
調整する, 103

寸法, 192

せ
制限速度情報, 82
性能, 193
積載荷重一覧, 15
積載に関する注意, 122
全体図
My Motorcycle, 90
TFT ディスプレイ（Pure Ride 画
面）, 23
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TFT デ ィ ス プ レ イ（ 充 電 画
面）, 25
TFT ディスプレイ（メニュー画
面）, 24
インジケーター／警告灯, 22
左コンビネーションスイッ
チ, 16
左側面, 14
右コンビネーションスイッ
チ, 17
右側面, 15
メーターパネル, 18

そ
走行可能距離, 84
走行スタンバイ
ONにする, 127
確立する, 124
操作部, 17
表示, 126

走行モード
技術情報, 141
調整する, 64

た
タイヤ
充填圧, 190
充填圧を点検する, 154
推奨, 155
トレッドの溝の深さを点検す
る, 154
慣らし走行, 129

ち
チェックコントロール, 26
チェックリスト, 123

つ
ツールキット
車両での位置（Torx T25）, 14
車両における位置（フックレン
チ）, 15
内容, 149

て
デイライト
オ ー ト マ チ ッ ク デ イ ラ イ
ト, 61, 62
操作する, 61
操作部, 16

TFTディスプレイ
Pure Ride概要, 23
上側ステータスバー, 81
充電の概要, 25
スプリットスクリーン, 84
操作エレメント, 77
操作する／取り扱う, 80
メーターパネル, 18
メニューの概要, 24

電装系, 191
電話, 97

と
時計, 86
トップケース, 169
トラブルシューティング, 184

な
ナビゲーション, 94
慣らし走行, 129

に
荷物, 122
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は
ハザードランプ, 63
操作部, 16

パッセンジャー用グリップ
車両における位置、左, 14
車両における位置、右, 15

バルブ
警告表示, 35
交換する, 155
仕様（諸元）, 192

搬送, 131

ひ
Pure Ride
画面, 83
全体図, 23

ヒューズ
交換する, 161
車両における位置, 15

ふ
フェアリング
サイドフェアリング, 156, 157
フロントフェアリング, 156

ブレーキ
ABS Proの詳細, 138
安全に関する注意事項, 129
機能を点検する, 149
仕様（諸元）, 189

ブレーキパッド
点検, 149, 150
慣らし走行, 129

ブレーキフルード
充填レベルを点検する, 151
リザーバータンク, 14, 15

フレーム, 188

へ
ヘッドライト, 102
ヘルメット収納スペース
車両における位置, 15
操作する, 71
非常ロック解除, 72

ほ
ホイール
仕様（諸元）, 189
ホイールリムを点検する, 154

ホーン, 16

み
ミラー, 102

む
無線キー
警告表示, 34, 35
バッテリーを交換する, 57

め
メインテナンススケジュー
ル, 197, 199

メインテナンスの確認, 201
メーターパネル
周囲輝度センサー, 18
全体図, 18

メディア, 97
メニュー, 80

も
モビリティーサービス, 197
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ら
ライト
ア ダ プ テ ィ ブ ヘ ッ ド ラ イ
ト, 145
オ ー ト マ チ ッ ク デ イ ラ イ
ト, 61, 62
操作部, 16
デイライト, 61
パーキングライト, 60
ハイビーム, 60
パッシングライト, 60
フォローミーホームライト, 60
ポジション／パーキングライ
ト, 60
ロービーム, 60

り
リサイクル, 196
リヤフットレスト
車両における位置、左, 14
車両における位置、右, 15

リヤホイールドライブ, 188



ご購入いただきました車両の装
備、アクセサリー、仕様は、本書
の説明や図と異なる場合があり
ます。これらについてのクレー
ムはご容赦ください。
本書に記載されている寸法、重
量、燃費、性能などのデータに
は、一般に認められている許容誤
差が含まれています。
デザイン､装備､アクセサリーな
どは、製品を改良するために予告
なく変更することがあります｡
印刷の誤りや誤字、脱字に起因す
るクレームはご容赦ください。

© 2022 Bayerische Motoren
Werke Aktiengesellschaft
80788 München, Germany
本書はその全部について、たと
え一部であっても、BMW Motorrad
After Salesから書式による承諾
を得た場合を除き、転載や複製す
ることは禁じられています。
オリジナル Rider´s Manual、
Printed in Germany



重要なデータ：

充電時間
スタンダード充電ケーブルによるハ
イボルテージバッテリーのチャージ
時間

210 min、80 % 充電：充電電
流: 10 A
260 min、100 % 充電：充電電
流: 10 A

出力減少 OE あり 145 min、80 % 充電：充電電
流: 10 A
200 min、100 % 充電：充電電
流: 10 A

Mode3充電ケーブルによるハイボル
テージバッテリーのチャージ時間
クイックチャージャー OE 装備 65 min、80 % 充電：充電電流:

30 A
100 min、100 % 充電：充電電
流: 30 A

クイックチャージャー OE 装備
出力減少 OE あり

50 min、80 % 充電：充電電流:
30 A
70 min、100 % 充電：充電電
流: 30 A

タイヤ空気圧
タイヤ空気圧（フロント） 2.3 bar、1名乗車時（タイヤ冷間時）

2.3 bar、2 名乗車＋荷物積載時（タ
イヤ冷間時）

タイヤ空気圧（リヤ） 2.5 bar、1名乗車時（タイヤ冷間時）
2.5 bar、2 名乗車＋荷物積載時（タ
イヤ冷間時）

ご使用の車両に関する詳細情報については、こちらのサイトをご覧ください：
bmw-motorrad.com

P/No.: 01 40 5 A6A 786
06.2022、3rd edition、08 *01405A6A786*

*01405A6A786*
*01405A6A786*

https://www.bmw-motorrad.com
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